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2010 年度教育・研究業績報告書の発刊にあたって 
 

 2010 年度の報告集を発行いたします。今回編集業務負担を軽減するため、フォーマット

をエクセルに統一しました。よって従来とは形式が異なっておりますが、公表する項目に

ついては例年通り、本学 FD センターが大学基準協会の定めるところに準拠しつつ本学が独

自に設定した 2007 年度版を踏襲しております。 
 ここには、本学の専任教員の教育、研究、社会活動の内容が集約されております。どう

か一人ひとりの活動内容をご覧くださり、本学が小さいながらも多様な分野で教育研究活

動を行う場として機能していることをご確認くださいますようお願い申し上げます。記載

されている内容は、原則として教員本人の申告によるものであり、個々の教員の自己評価

活動の一端を表しています。このような業績の公開が、社会への情報の発信につながり、

本学の教員の教育研究活動のいっそうの向上をもたらすことになれば幸いです。 
また、この教育・研究業績報告書は神戸女学院大学のホームページに掲載いたしており

ます。 
 
2011 年 12 月                      
                           FD センター・ディレクター 
                                    溝口 薫 
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凡 例 

 
▷ 掲載対象は 2011 年 4 月 1 日現在の在職教員とした（職名は、2010 年 4 月 1 日現在のも

のを記載）。ただし、新任教員は除く。 
 
▷ 配列は、学部学科ごとに教授、准教授、専任講師の順序とし、それぞれアルファベット

順とした。 
 
▷ 記載事項 
 
 氏名、専門分野、研究課題 
 
1. 教育活動 

  担当授業科目／教育活動上特記すべき事項 
   
2. 研究活動 
 著書･CD／学術論文／学会発表／演奏会*／作曲・編曲*／その他研究発表、演奏／その

他の著作･訳書等／研究助成金の受領状況 
 
3. 社会活動 
 学会役員等／公開講座、市民講座等での講演／公開レッスンでの指導*／コンクール等の

審査*／学外機関委員等／その他社会活動上特記すべき事項 
 
注）*原則、音楽学部と体育研究室のみ記載 
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対象者

通訳プログラム受講生

10年以上経験のある英語
教員

学部生、院生、教職員、
父兄、一般市民

学部生、院生、教職員、
父兄、卒業生

大学院通訳。翻訳コース
学生

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

共 2010.8 "Class of 1960", Lebanon
Union High School、
Oregon, USA

共 2010.9.30 女性学評論25号、神戸女
学院女性学インスチチュ
ート

単共
の別

支給額 支給年度

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

研究助成金の受給状況

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

その他の著作、訳書等

"Cross-cultural encounter for 50 years" 共/The members of LUHS Class of 1960

女性学インスチチュート25周年特別講演会
集、「ジェンダー平等への課題」

共訳/大西比佐代

学会発表

その他の研究発表、演奏

著書・CD

学術論文

横須賀基地、米海軍軍事法廷、米軍司法制
度と日本司法制度の比較

2011.3.4 米軍司法制度を現地で研修し、日米間で
生じる司法問題（特に基地周辺の刑事事
件）をそれぞれの司法制度の範囲でどのよ
う対処するか日米で検討し、本学の通訳
コースに新たに取り入れ、紹介する。

研究活動

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

グローバル社会の経済活動に関する公開講
演会主催

2010.10.14 経済学者浜矩子氏を招聘して、「グローバ
ルジャングル次の展開：これから起きること
は何？」と題してグローバル時代の経済の
取り組みについて講演していただく。

国連平和活動に関する公開講演会・談話会
主催

2010.11.2 国連安保理事会、政務官、川端清隆氏を
招聘し「国際平和のあり方:日本の平和協
力」と題して、現実に行われているUNの平
和活動を講演していただいた。

兵庫県立教育研修所、英語教員研修会で
の講演

2010.8.4 「これから求められる英語力とその育成方
法」と題して21世紀にみあった英語教育法
はないかを研究成果をもとに講演。

学生の英語Listening能力、分析能力向上の
教材開発

2010.4-2011.1 BBC，CNNの世界ニュースより日本がかか
わる国際情勢のトピックを選択、編集し共
通ファイルを設け、ムードルで学生がどこ
からでもアクセスできるようにした。

担当授業科目（大学）

Cross-cultural Communication, Interpreting: Theory and Technique(Ⅲ-1), Simultaneous Interpreting

担当授業科目（大学院）

同時通訳演習Ⅰ, 同時通訳演習Ⅱ, 同時通訳演習Ⅲ, 通訳実習Ⅰ, 通訳実習Ⅱ

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

氏名／所属／職名             松縄　順子　MATSUNAWA　Junko / 英文学科 / 特任教授

専門分野

通訳理論, 異文化コミュニケーション, 国際関係, 会議通訳法（同時）

研究課題

日‐英の通訳理論, 国際会議に於ける会議通訳と外交, 多国間の異文化コミュニケーション

教育活動
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単共
の別

年月 場所

共 2010.4- 西宮大学交流センター

国名

アメリカ

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

2010.4-2011.3 （公財）兵庫県国際交流協会、International School　［アジア若者塾」カリキュラム委員

2010.4-2011.1 MIISとの遠隔授業の準備と実践、New York大和証券翻訳部長との遠隔授業の準備、実践(KCで作
業）

その他社会活動上特記すべき事項

海外での活動

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

イギリス研究 イギリス(特に北アイルランドの文化、社会
体制をイギリスとの兼ね合いで歴史的に探
る、主催/日英協会関西支部
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対象者

学内教職員

他大学教員

学内教職員

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

単 2011.3 『女性学評論』第25号

単共
の別

支給額 支給年度

単共
の別

年月 場所

国名

English Novel

研究課題

ヴィクトリア朝小説, ヴィクトリア朝文化, イギリス小説、文化

氏名／所属／職名             溝口　薫　MIZOGUCHI　Kaoru / 英文学科 / 教授

専門分野

英文学

教育活動

担当授業科目（大学）

春季教授会研修会講演 2010.4.30 新大学評価システムとは
新大学評価システム構築について

Career Profiles, Intensive Reading for Research, Critical Reading for Research, Academic Essay Writing Ⅰ, Thematic Studies of
Literature: B2, Literature and Society, British Literature and History, Junior Seminar, Senior Seminar, Senior Project/Thesis

担当授業科目（大学院）

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

大学評価担当者集会　　（九州大学） 2010.8.26-27 ワークショップ等での発表

秋季教授会研修会講演 2010.10.12 質保証のためのシステム構築-基本計画

研究活動

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

学会発表

学術論文

研究助成金の受給状況

その他の著作、訳書等

その他の研究発表、演奏

書評 Caren Chase 著　The Victorians and
Old Age

pp.237-44。

助成金タイトル、支給元研究タイトル

年月 概要その他研究活動上特記すべき事項

公開講座

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

学外機関委員等

就任期間

2010.10-2011.3 ディケンズフェロウシップ日本支部大会2011年度春季大会準備委員

機関名・委員名・役職名

講座名、講演タイトル 概要

期間 概要

その他社会活動上特記すべき事項

2010.10-2011年春季大会準備

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること
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対象者

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

単 2010.
7.13-17

The 5th International
Conference on Origami
Science, Mathematics,
and Education (7月13-17
日, Singapore
Management University)

共 2010.9.25 『折紙探偵団』123号
pp.11-13(日本折紙学会)

単 2010.11.11 おりがみはうす

単共
の別

支給額 支給年度

単 15万5千円 2010年度

単 8万9千円 2010年度

単共
の別

年月 場所

氏名／所属／職名　　　　　立石　浩一　TATEISHI　Koichi / 英文学科 / 教授

専門分野

言語学

研究課題

言語理論の哲学的評価, 言語学的知識の教育的有用性, メディアと言葉の関連性

教育活動

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

担当授業科目（大学）

Introduction to Japanese Culture, Grammar for Writing Ⅰ, Grammar for Writing Ⅱ, Introduction to English Linguistics, The
Structure of the English Language(Ⅰ), Academic Essay Writing Ⅰ, Effective Writing(Essays, Reports), Language and Society,
Japanese Culture Workshop in English, Junior Seminar, Senior Seminar, Senior Project/Thesis

担当授業科目（大学院）

English Linguistics(Ⅰ), 言語学特論(Ⅱ), English Linguistics(Ⅱ)

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

学術論文

著書・CD

研究活動

その他の研究発表、演奏

学会発表

「Deictic Properties of Origami Technical
Terms and Translatability: Cross-Linguistic
Differences between English and Japanese」

その他の研究発表、演奏

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

研究助成金の受給状況

「エリック・ジョワゼル：折り紙のマジシャン」 山口真編、エリック・ジョワゼル著

その他の著作、訳書等

「学際的ってどういうことなんだろうか？：第5
回折り紙の科学・数学・教育国際会議に参
加して」

共著/前川淳、立石浩一、三谷純(立石は
全体の統括を担当したので第一著者であ
る）

「エリック・ジョワゼル：折り紙のマジシャン」（おりが
みはうす）

研究成果配布補助

The 5th International Conference on Origami
Science, Mathematics, and Education (7月13-17
日, Singapore Management University)における研
究発表

国際学会出張補助

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

2007.10-2010.9 日本言語学会広報委員

2003.8-2012.3 日本折紙学会評議員

2007.4- 日本英語学会評議員

講座名、講演タイトル 概要

公開講座

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

2010.4-2011.3 日本学術振興会・研究費補助金審査委員（基盤研究(A)(Ｂ)）
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国名

シンガポー
ル

その他社会活動上特記すべき事項

2010.5.4-5　日本折紙学会後援『折紙探偵団関西友の会第11回コンベンション』企画・運営

 The 5th International Conference on Origami in Science,Math, and Educationの審査委員及び現地
において司会などをした。

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要
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対象者

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

共 2011.3.10 国文社

単 2010.8.6-8 Emily Dickinson
International Society
Conference

単共
の別

支給額 支給年度

単 10万円 2010年度

単 20万円 2010年度

単共
の別

年月 場所

2005.4-現在 日本アメリカ文学会関西支部・評議員

氏名／所属／職名　　　　　鵜野　ひろ子　UNO　Hiroko / 英文学科 / 教授

専門分野

アメリカ文学

2005.4-現在 日本アメリカ文学会関西支部・評議員

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

American Poetry, Special Studies in American Literature(Ⅲ)

研究課題

エミリ・ディキンスンの詩における宗教と科学の葛藤, エズラ･パウンドとウィリアム･バトラー・イェイツとの影響関係, エミリ・ディキンスンと
東洋

教育活動

担当授業科目（大学）

Intensive Reading for Research, Thematic Studies of Literature: A, Special Lecture in Literary Studies, American Literature and
History, 英米文化・文学入門, Critical Reading for Research, Junior Seminar, Senior Seminar, Senior Project/Thesis

担当授業科目（大学院）

エミリ・ディキンスンの詩の世界 共著/新倉俊一ほか、担当：「エミリ・ディキ
ンスンと日本の開国」（pp.276-91）

研究活動

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

学会発表

Emily Dickinson and Japan "Emily Dickinson and Japan"at
Rothermere American Institute, Oxford
University, UK

学術論文

その他の研究発表、演奏

その他の著作、訳書等

研究助成金の受給状況

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

エミリ・ディキンスンと東洋 日本学術振興会研究費補助金基盤研究（C）[第3
年度]

神戸女学院大学研究所国際学会出張補助 Emily Dickinson International Society Conference

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

1994.4-現在 日本エズラ・パウンド協会・理事、編集委員長（2011.4-現在）

社会活動

2010.9-現在 The Emily Dickinson International Society / Board Member

学会役員

就任期間 学会役員名

2002.4-2010.12 日本英米詩歌学会・理事

就任期間 機関名・委員名・役職名

2009.4-現在 日本英文学会・大学代表委員

2006.4-2011.3 日本エミリィ・ディキンスン学会・会長

公開講座

講座名、講演タイトル

2010.4-現在 日本英文学会関西支部・大学代表委員

2011.1-現在 Society for the Study of American Women Writers / Advisory Board Member

学外機関委員等

概要

2010.8-2011.7 日本学術振興会・特別研究員等審査会専門委員および国際事業委員会書面審査員
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国名

アメリカ

その他社会活動上特記すべき事項

2007.10-現在 The Emily Dickinson International Society Membership Committee member

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要
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対象者

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

単共
の別

支給額 支給年度

単共
の別

年月 場所

単 2010.11.27 東京文化会館

国名

アメリカ

講座名、講演タイトル 概要

公開講座

著書・CD

その他の研究発表、演奏

学術論文

社会活動

学会役員名

2011.1.9-13 The 9th Hawaii International Conference on Arts and Humanities
学会発表　"Hamlet vs. Don Quixote in Thomas Mann: From Nationalist to Democrat"　単独

海外での活動
海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要

その他社会活動上特記すべき事項

機関名・委員名・役職名

学外機関委員等

ヘンデルの《メサイア》と英国バブルの関係
を解明

日本ヘンデル協会月例会
招待講演「ヘンデルと英国バブル」

就任期間

就任期間

学会役員

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

助成金タイトル、支給元研究タイトル

研究助成金の受給状況

その他の著作、訳書等

学会発表

English Drama

研究活動

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

教育活動
担当授業科目（大学）

Intensive Reading for Research, Shakespeare and His Age, Research Skills for College Students, Junior Seminar, Senior Seminar,
Senior Project/Thesis

担当授業科目（大学院）

氏名／所属／職名　　　　 　山田　由美子　YAMADA　Yumiko / 英文学科 / 教授

専門分野

研究課題
英国の消費文化と経済, ルネサンス期の英文学と黄金時代のスペイン文学

英文学, 西洋文学, 比較文化, 西洋音楽史
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対象者

金沢大学大学院教員

立命館大学文学部英文
学専攻

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

共 2011.3.30 ミネルヴァ書房

単共
の別

支給額 支給年度

単共
の別

年月 場所

国名

教育活動

American Novel, Special Studies in American Literature(Ⅱ)

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

氏名／所属／職名　　　　　吉田　純子　YOSHIDA　Junko / 英文学科 / 教授

専門分野

アメリカ文学

研究課題

アメリカ思春期文学の文化論的研究, アジア系アメリカ思春期文学の研究

研究活動

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

担当授業科目（大学）

Intensive Reading for Research, Thematic Studies of Literature: A, Critical Reading for Research, Gender and Literature, American
Literature and History, Junior Seminar, Senior Seminar, Senior Project/Thesis

担当授業科目（大学院）

教育方法に関する講義 2010.11.23 論題: 「アメリカ文学のGender, YA小説を
読む」

他大学学生への講義 2010.12.2 演題：「The Wonderful Wizard of Oz　の男
性たちは、なぜ悩んでいるのか」

著書・CD

『英語圏諸国の児童文学II』 共著/高田賢一、島式子他22名。pp.37-
44.

学会発表

学術論文

研究助成金の受給状況

その他の研究発表、演奏

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

その他の著作、訳書等

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

2006-現在 Papers: Explorations into Children's Literature ・ Editorial Board member

2007-現在 International Research in Children's Literature ・ Advisory Committee member

2008-現在 Children's Literature in Edudation ・ Editorial Board member

2009-現在 Critical Approaches to Children's Literature series ・ Editorial Advisory Board member

その他社会活動上特記すべき事項

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要
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対象者

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

2010.7.2 English Dept. Assembly
Hour

単共
の別

支給額 支給年度

単共
の別

年月 場所

国名

担当授業科目（大学）

氏名／所属／職名　　　　  　Shawn　BANASICK / 英文学科 / 准教授

専門分野

International Relations

研究課題

US-Japan security agreement, regional development, US military bases in Okinawa

教育活動

Listening Skills for College Students, Reading, Writing and Discussion: H, Lecture and Discussion(Ⅳ): Global Studies, Issues in
International Relations, Extensive Reading for Research, English Pronunciation, Junior Seminar, Senior Seminar, Senior
Project/Thesis

担当授業科目（大学院）

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

研究活動

学術論文

著書・CD・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

学会発表

著書・CD

研究助成金の受給状況

その他の著作、訳書等

その他の研究発表、演奏

"America's Empathy Deficit"

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

就任期間 学会役員名

学会役員

社会活動

その他社会活動上特記すべき事項

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

講座名、講演タイトル 概要

公開講座

期間 概要

海外での活動

学外機関委員会等

就任期間 機関名・委員名・役職名
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対象者

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

共 2010.5.22 9th Annual Pan-SIG
Conference、大阪学院大
学

共 2010.8.6 8th Annual Asia TEFL
Conference、Hanoi、
Vietnam

共 2010.9.25 異文化コミュニケーション
学会関西月例会、西宮大
学センター

共 2010.10.19 10th Annual Diversity
Challenge Conference,
Boston College, MA,
USA

共 2010.10.30 第25回異文化コミュニ
ケーション学会年次大会

共 2010.10.31 第25回異文化コミュニ
ケーション学会年次大会

共 2011.1.22 31st Annual Thailand
TESOL International
Conference, Chiang Mai,
Thailand

単共
の別

支給額 支給年度

氏名／所属／職名　　 　 　　出口　真紀子　DEGUCHI　Makiko / 英文学科 / 准教授

専門分野

文化心理学

研究課題

文化適応の心理的プロセス, 日米教育比較, 文化と感情, 日系アメリカ人のアイデンティティ, 子供の算数苦手意識, 質的調査方法論,
人種的アイデンティティ発達モデル

教育活動

担当授業科目（大学）

Listening Skills for College Students, Effective Writing(Essays, Reports), Effective Writing(Business/Internet W. ), Advanced
Writing(A), Advanced Writing(B), Extensive Reading for Research, English Pronunciation, Academic Essay Writing Ⅰ

担当授業科目（大学院）

Thesis Writing

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

学術論文

著書・CD

研究活動

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

共同発表/Samantha Rivera, Nertila Koni,
Richard Torres, Masiel Veras, Jonathan
Edwards, Jimeyri Santiago。

学会発表

"Increasing Multicultural Awareness through
Understanding Japan's Diverse Populations"

共同発表/Margarket Kim。

その他の研究発表、演奏

"Easing the Acculturation Process of
Involuntary Immigrants: A Lesson Plan"

共同発表/Margaret Kim。

"Promoting Multicultural Competency
through Teaching about Japan's Diverse
Populations"

共同発表/Margarket Kim。

"Promoting Multicultural Awareness:
Teaching about Prejudice and
Discrimination in the Context of Japan's
Diverse Populations"

共同発表/Margarket Kim。

"A Wish List from Students of Color in
Predominantly White Colleges"

研究助成金の受給状況

その他の著作、訳書等

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

"Classroom Activities for Multicultural
Awareness"

共同発表/Margarket Kim, Mari Nakao,
Lisa Rogers。

"Teaching about White Privilege in U.S.
College Classrooms: Implications for Japan"

共同発表/Donna Fujimoto, Soo im Lee,
Lisa Rogers, Michiko Tomioka。
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単共
の別

年月 場所

単 2010.11.1 西町インターナショナルス
クール、ライシャワー記念
館

単 2010.11.4 大阪市PiａNPOビル

単 2010.11.10 西宮市大学交流センター

国名

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

機関名・委員名・役職名

｢マイノリティとして育つこと：アメリカの例から
学ぶ」

内容/「これは知っ得」人権講座。主催/財
団法人アジア・太平洋人権センター
（ヒューライツ大阪）。

アメリカに長く住むと日本人はどう変わるの
か～文化変容のプロセスを踏まえた自己変
革の考察～

内容/定期公演。主催/神戸女学院大学
女性学インスティチュート

"Cross-Cultural Differences in Children:
Implications for Diverse Classrooms from a
Cultural Psychological Perspective"

内容/Parents Education Committee講座。
主催/西町インターナショナルスクール

期間 概要

その他社会活動上特記すべき事項

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

学外機関委員等

就任期間
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対象者

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

単 2010 Proceedings of the
Workshop on Altaic
Formal Linguistics 6.

単 2010.6.18 日本音韻論学会春期研
究発表会

単 2010.10.3 Japanese/Korean
Linguistics 20

単共
の別

支給額 支給年度

単共
の別

年月 場所

国名期間 概要

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

講座名、講演タイトル 概要

公開講座

その他社会活動上特記すべき事項

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

2010.4-2011.3 日本音韻論学会・理事

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

研究助成金の受給状況

その他の著作、訳書等

その他の研究発表、演奏

Candidate production all at once

Constraint inviolability in Japanese mimetic
palatalization

学会発表

学術論文

Japanese light verb voicing as a connective
morpheme

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

研究活動

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

Research Skills for College Students, Grammar for Writing Ⅰ, Grammar for Writing Ⅱ, Introduction to English Linguistics, Word
Structure in English, The Structure of the English Language(Ⅱ), Junior Seminar, Senior Seminar, Senior Project/Thesis

担当授業科目（大学院）

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

氏名／所属／職名　　　　　栗栖　和孝　KURISU　Kazutaka / 英文学科 / 准教授

専門分野

理論言語学 (音韻論・形態論）

研究課題

教育活動

担当授業科目（大学）
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対象者

留学生

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

共 2010 PLoS one 10.5.2, 1-8

共 2010 Linguistics and Education
21、22−59

共 2010 Second Language
Research 25(4), 427-467

単共
の別

支給額 支給年度

共 2500ポンド

共 7500ポンド

単共
の別

年月 場所

国名

イギリス

氏名／所属／職名             松尾　歩　MATSUO　Ayumi / 英文学科 / 准教授

専門分野

言語学

研究課題

第1言語習得

教育活動

担当授業科目（大学）

Grammar for Writing Ⅰ, Grammar for Writing Ⅱ, Meaning and Cognition, Junior Seminar, Senior Seminar, Senior Project/Thesis

担当授業科目（大学院）

English Linguistics(Ⅰ)

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

CD Book 初めての海外出張・赴任・留学で
使えるフレーズブック

2010年10月 留学生、駐在員を対象にした英会話フ
レーズブック

学術論文

著書・CD

研究活動

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

その他の研究発表、演奏

学会発表

“Does bilingualism accentuate children's
conversational understanding?"

共著／Siegal, M., Surian, L., Iozzi, G.,
and Itakura, S

"Code-switching in Japanese language
classrooms: An exploratory investigation of
native vs. non-native speaker teacher
practice"

共著／Hobbs, V., Payne, M.

"Factoring out the parallelism effect in VP-
ellipsis: English vs. Dutch contrasts."

共著／Duffield, N., Roberts L.

研究助成金の受給状況

その他の著作、訳書等

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

Bilingualism and Idiom Development The British Academy

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

Bilingualism and Cognitive Development The Sasakawa Foundation

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

その他社会活動上特記すべき事項

2010.9-2014.8 Economic Social Research Council Review College Member

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

2010.8.1-9.1 University of Sheffield, Siegal教授との共同研究

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要
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対象者

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

単 2010.4 Kobe College Research
Institute、Kobe College
Studies Vol. 57. No.1

単共
の別

支給額 支給年度

単共
の別

年月 場所

単 2010.4-7 ACTA

国名

その他社会活動上特記すべき事項

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要

Nishinomiya Daigaku Consortium Studies in American Cinema

学外機関委員会等

就任期間 機関名・委員名・役員名

KCSES Conference Organiser

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

学会役員

社会活動

就任期間 学会役員名

研究助成金の受給状況

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

その他の著作、訳書等

学会発表

その他の研究発表、演奏

著書・CD

学術論文

"A Framework for Characterising
CollaborativeGroup Discussion in Language
Classrooms"

研究活動

著書・CD・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

担当授業科目（大学）

西宮市大学交流センター科目C, Introduction to Japanese Culture, Listening Skills for College Students, Reading, Writing and
Discussion: A, Lecture and Discussion(Ⅲ): Global Studies, Advanced Writing(A), Extensive Reading for Research, Advanced
Writing(B), Special Lecture in Global Studies, Junior Seminar, Senior Seminar, Senior Project/Thesis

担当授業科目（大学院）

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

氏名／所属／職名             David　George　McCULLOUGH / 英文学科 / 准教授

専門分野

Language Education

研究課題

Comparative Television Studies, New Media, Leadership Education

教育活動
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対象者

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

共 2010.9 法政大学出版局

単 2010.9 『翻訳通信』100号(ウェブ
ジャーナル）

共 2011.2 『翻訳研究への招待』
（ウェブジャーナル）

共 2010.9.12 日本通訳翻訳学会第11
回大会、大東文化大学

共 2010.9.18 「翻訳通信」100号記念関
西セミナー/関西ＩＴ研第3
回研究会

共 2010.
11.6-8

FIT Sixth Asian
Translators' Forum,
University of Macau

単共
の別

支給額 支給年度

単 5万円 2010年度

単共
の別

年月 場所

その他社会活動上特記すべき事項

2008年4月-現在 NPO法人語らいの家理事

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

2006年-現在 日本通訳翻訳学会翻訳研究分科会幹事

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

第1回関西TS研究会の企画・開催 2010.10.2 ゲスト：影浦峡（東京大学）、Vivian Bussinguer-Khavari（関西学院大
学）

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

大学生を対象とした日本手話教育について 神戸女学院大学研究所専門研究会助成

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

研究助成金の受給状況

その他の著作、訳書等

その他の研究発表、演奏

 シンポジウム『これからの「翻訳教育」につい
て考える～翻訳教育の目的と方法論』

共同パネリスト/山岡洋一・藤濤文子・山本
耕

学生の視点に基づいた学部レベルでの翻
訳教育のデザイン

共同発表/南津佳広

学会発表

Translation Learning in Japanese Colleges
and Universities—From Students’ Point of
View

共同発表/南津佳広

第6回FITアジア翻訳者フォーラム報告 共著/南津佳広。pp.117-120。

翻訳者のアイデンティティ――日仏比較 p.50

学術論文

著書・CD

『日本の翻訳論―アンソロジーと解題 』

氏名／所属／職名　　　　　田辺　希久子　TANABE　Kikuko / 英文学科 / 准教授

専門分野

翻訳理論, 翻訳教育

研究課題

順送り・逆送りの訳の言語学的・歴史的考察, フレーズ表現と翻訳, 翻訳に対する翻訳者・読者の心的態度, ボランティア翻訳

pp.122-125

研究活動

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

担当授業科目（大学）

教育活動

翻訳の理論と実践Ⅰ

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

Introduction to Japanese Culture, Translation for Interpreters(English to Japanese), Translation(English to Japanese), Junior Seminar,
Senior Seminar, Senior Project/Thesis

担当授業科目（大学院）

16



国名

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要

17



対象者

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

単 2010 なかにしや

単 2010.7.17 大阪大学

単共
の別

支給額 支給年度

共 2010年

単共
の別

年月 場所

単 2010.7.22 慶応大学

単 2010.9.20 University of the
Philippines

単 2010.10.2 大阪、AOTS

共 2010.11.26 Miriam College

学会発表

教育活動

担当授業科目（大学）

Research Skills for College Students, Reading, Writing and Discussion: C, Reading, Writing and Discussion: E, Lecture and
Discussion(Ⅱ): Global Studies, Advanced Writing(A), Advanced Writing(B), Junior Seminar, Senior Seminar, Senior Project/Thesis

年月 概要

インドとフィリピンへのフィールドワーク

担当授業科目（大学院）

学術論文

著書・CD

日本経済協定における外国人介護士・看護
婦士受け入れる問題について

氏名／所属／職名　　  　 　　Yolanda　TSUDA / 英文学科 / 准教授

専門分野

女性学, 移民学, 人間安全保障, グローバリゼーション

研究課題

Gender, Migration, Borders, Globalization

研究活動

著書・CD・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

その他教育活動上特記すべき事項

第15回フィリピン研究会全国フォーラム(大
阪大学)

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

研究助成金の受給状況

その他の著作、訳書等

その他の研究発表、演奏

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

 "歴史的・地政学的・文化的視点から総合的・包括
的にみる日本のグローバライゼイションの歴史と現
状についての研究"

神戸女学院大学研究所総合研究助成金

学会役員

就任期間 学会役員名

社会活動

日本移民政策学会　理事

Reischauer Institute for Japanese Studies, Harvard University　Associate in Research

日本経済協定における外国人介護士・看護
婦士受け入れる問題について

財団法人海外技術者研修協会

The Impact of the Japan's Economic
Partnership Agreement（EPA)

公開講座

Professorial Lecture

Internationalization of the Japanese Society:
Some Legal Issues and Problems

法学部

講座名、講演タイトル 概要

学外機関委員会等

就任期間 機関名・委員名・役員名

The Multicultural Experience in Japan and
the Problems of the 2nd Generation Migrant
Children

Lecture and Roundtable Disucussion

その他社会活動上特記すべき事項

Volunteer activities for children and migrants (US., Philippines, Japan)

18



国名
US.,
Philippines,
Japan

Volunteer activities for children and migrants

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要
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対象者

１年生数名

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

単 2010.
7.21-28

The 12th Coleridge
Summer Conference.
Cannington Center of
Bridgwater College, UK

単共
の別

支給額 支給年度

共 572万円 2010年度

単共
の別

年月 場所

国名

イギリス

備考 2010.8～2011.3 海外留学

English Poetry, Special Studies in English Literature(Ⅲ)

氏名／所属／職名　　　  　　和氣　節子　WAKE　Setsuko / 英文学科 / 准教授

専門分野
イギリスロマン派文学

研究課題
S.T.Coleridgeとプラトニズム, ドイツ観念論哲学との関係, 英文学と神話、聖書, イギリスロマン派文学と環境文学, エコロジー

教育活動
担当授業科目（大学）

英米文化・文学入門, Intensive Reading for Research, Research Skills for College Students, The Bible and Literature, Junior Seminar

担当授業科目（大学院）

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

E114 数名の学生へのクラス外ケア 英語発表、Powerpointの使い方指導

共通英語教育委員会委員長 委員会では積極的に既存のTOEICデータ
を用いて本学英語教育改善策を議論する
時間をとった。

研究活動

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

学会発表

学術論文

"Coleridge and Kant's Explanation of
Willkur/Wille Relation"

その他の著作、訳書等

その他の研究発表、演奏

研究タイトル

研究助成金の受給状況

助成金タイトル、支給元

他文化＝多文化への眼差し-コールリッジとロマン
主義における異文化間交渉の位相

科研費補助金基盤B　（研究分担者）

年月 概要その他研究活動上特記すべき事項

科研費補助金基盤Ｂ（研究分担者）として、
打ち合わせ、研究会に出席。

社会活動
学会役員

就任期間 学会役員名

海外での活動

その他社会活動上特記すべき事項

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

2010.8.19
-2011.8.20

留学　Visiting Fellow （Lucy Cavendish College, Cambridge University）

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

2009.4-現在 日本英語検定面接委員（準1級、2級）

20



対象者

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

単 2010.6.27 Osaka JALT Tech Day
2010

単共
の別

支給額 支給年度

単共
の別

年月 場所

国名

氏名／所属／職名             Nathaniel　CARNEY / 英文学科 / 専任講師

専門分野

TESOL

研究課題

TESOL

教育活動

担当授業科目（大学）

Reading and Discussion(Ⅰ)(Global Studies), Writing and Discussion(Ⅰ)(Global Studies), Listening Skills for College Students,
Effective Writing(Business/Internet W. ), Communication in English, Extensive Reading for Research, English Pronunciation

担当授業科目（大学院）

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

研究活動

著書・CD

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

学術論文

学会発表

Downloading and Editing YouTube Videos
for the EFL Classroom

研究助成金の受給状況

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

その他の研究発表、演奏

その他の著作、訳書等

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

その他社会活動上特記すべき事項

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要
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対象者

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発表所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

共 2010.5.20  International Review of
Economics and Finance
Vol.19

共 2010.
9.8-10

The 12th Annual
Conference ETSG,
University of Lausanne

単 2011.3.26 The 6th Periodic
Meeting, Kansei Gakuin

共 2010.6.4 Senmon Bukai, Kobe
College

単 2010.10.5 ASK Press

単 2010.11.12 ASK Press

単共
の別

支給額 支給年度

単共
の別

年月 場所

単 2011.2.5 St. Michaels Senior
School - High School
attached to Kobe Kokusai
University

氏名／所属／職名             FUKUSHIMA　Marcelo / 英文学科 / 専任講師

専門分野

International Economics, Global Business

研究課題

International Trade and Migration, International Trade and ICT

教育活動

担当授業科目（大学）

Listening Skills for College Students, Reading, Writing and Discussion: F, Lecture and Discussion(Ⅰ): Global Studies, Advanced
Writing(A), Special Lecture in Global Studies, Extensive Reading for Research, Advanced Writing(B), Junior Seminar, Senior Seminar,
Senior Project/Thesis

担当授業科目（大学院）

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

研究活動

著書・CD・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表、共演者の名前
曲名、担当頁など

その他の研究発表、演奏

"Time Zones, Shift Working and
International Outsourcing"

著書・CD

学術論文

"Time Zones, Shift Working and
International Outsourcing"

Yuji Matsuoka, pp.769-778

"Nihongo Challenge - Grammar and
Reading practice"

学会発表

"European Trade Study Group" Yuji Matsuoka

"Nihongo Challenge - Kanji"

"The Japan Society of International
Economics Seminar"

就任期間 学会役員名

その他の著作、訳書等

研究助成金の受給状況

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

社会活動

学会役員

"How I learn foreign languages- Imitation
and pratice" lecture

Foreign language acquisition methods,
Masayuki Ishimura

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名
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国名

Switzerland

期間 概要

2010.9.8-10 Attended the 12th Annual Meeting of the European Trade Study Group

その他社会活動上特記すべき事項

Volunteer Translations for the NPO FM Wai Wai in Kobe

Worked as advisor of the Nippon Foundation Students Association Alumini

Worked as assistant in the Project パラナ州ロンドリーナ市における地域水質改善モデル支援事業 (JICA HYOGO -Parana State)

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

23



対象者

Students

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

単 2010.12 Kobe College Research
Institute, Kobe College
Studies , Vol.57

単 2010.5 The 2010 JALT CALL
Conference, Kyoto
Sangyo University

単 2010.11 The JALT 2010
Conference, Aichi
Industry and Labor
Center, Nagoya

単共
の別

支給額 支給年度

単共
の別

年月 場所

国名

教育活動

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

担当授業科目（大学）

English Pronunciation A, Effective Speaking(Debate, Presentations), Effective Speaking(Drama, Speech-making), Communication in
English, Oral Reading A

担当授業科目（大学院）

氏名／所属／職名             Kurtis　Allen　McDONALD / 英文学科 / 専任講師

専門分野

TESOL

研究課題

CALL, Meaningful communication, Library and information science

研究活動

著書・CD・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

学会発表

"Addressing the library and information
needs of ESL/EFL students"

"The library and information needs of
international students in the United States"

pp.85-98.

Managed the English Zone and its related
activities.

All year

学術論文

著書・CD

その他の著作、訳書等

その他の研究発表、演奏

"Information literacy instruction for ELLs"

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

研究助成金の受給状況

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

講座名、講演タイトル 概要

公開講座

その他社会活動上特記すべき事項

学外機関委員会等

就任期間 機関名・委員名・役員名

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要
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対象者

大学院通翻訳コース1年9
名（各回1名ずつ）

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

共 2010.6.20 Neuroscience, 169 (2010)

共 2010.7.30 Brain Research, 1346
(2010)

単 2010.6.27 日本医学写真学会第46
回総会・2010年度第1回
講習会

単 2010.9.12 第11回日本通訳翻訳学
会年次大会

単 2010.11.24 2010年度後期専門部会

その他の研究発表、演奏

「音声コミュニケーションの脳科学ー動物の
音声コミュニケーションからヒトの言語をみ
る」

単独発表/中村昌弘。

学術論文

"Corticofugal Direct Projections to Primary
Afferent Neurons in the Trigeminal
Mesencephalic Nucleus of Rats"

共著/ida, C., Oka, A., Moritani, M.,
Kato, T., Haque, T., Sato, F., Nakamura,
M., Uchino, K., Seki, S., Bae, Y.C.,
Takada, K. and Yoshida, A.。pp.1739-
1757。

"Thalamic afferent and efferent connectivity
to cerebral cortical areas with direct "

共著/Tahsinul Haque, Shinya Yamamoto,
Yuji Masuda, Takafumi Kato, Fumihiko
Sato, Katsuro Uchino, Ayaka Oka,
Masahiro Nakamura, Rieko Takeda,
Takahiro Ono, Mikihiko Kogo and Atsushi
Yoshida。pp.69-82。

「Narrative理論に基づく通訳の実践と教育」 単独発表/中村昌弘。

学会発表

【招聘講演】「iPod・iPadを使った医学英語教
育」

単独発表/中村昌弘。

弱点の診断とトレーニング方法のアドバイ
ス

研究活動

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

同時通訳演習I, 同時通訳演習II, 逐次通訳演習I

研究課題

三叉神経の運動感覚に関する解剖・生理学的研究, 情報デザインとしての通訳, 分析力・理解力・表現力を高める通訳教育

教育活動

担当授業科目（大学）

Interpreting: Theory and Technique Ⅰ, インターンシップⅠ: B, インターンシップⅡ: B, Junior Seminar, Senior Seminar, Senior
Project/Thesis

担当授業科目（大学院）

氏名／所属／職名　　　　　中村　昌弘　NAKAMURA　Masahiro / 英文学科 / 専任講師

専門分野

神経生物学, 通訳学・通訳教育学

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

マンツーマン通訳クリニック 2010.6.10
13:30-14:30
2010.6.11

10:00-11:00
2010.6.17

13:00-14:00
2010.6.18

10:00-11:00
2010.6.18

11:00-12:00
2010.6.26

17:00-18:00
2010.6.26

18:00-19:00
2010.7.10

17:00-18:00
2010.7.10

18:00-19:00
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単 2010.5.6 『多聴多読マガジン』20号
（2010年6月号）、コスモピ
ア株式会社

単 2010.7.5 『多聴多読マガジン』21号
（2010年8月号）、コスモピ
ア株式会社

単 2010.9.6 『多聴多読マガジン』22号
（2010年10月号）、コスモ
ピア株式会社

単 2010.11.6 『多聴多読マガジン』23号
（2010年12月号）、コスモ
ピア株式会社

単 2011.1.6 『多聴多読マガジン』24号
（2011年2月号）、コスモピ
ア株式会社

単 2011.3.6 『多聴多読マガジン』25号
（2011年4月号）、コスモピ
ア株式会社

単共
の別

支給額 支給年度

共 150万円 2010年度

単共
の別

年月 場所

単 2010.7.31 神戸女学院大学

単 2010.8.1 神戸女学院大学

単 2011.2.21 宝塚ホテル

国名

アメリカ2010.8.9-10 コロラド大学との遠隔授業のテスト（国内で作業／授業は実現せず）

その他社会活動上特記すべき事項

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要

第59回（社）全日本鍼灸学会学術大会において通訳実務を行った。（2010.6.12、大阪国際会議場、主催/（社）全日本鍼灸学会。）

「目より手ーやる気のスイッチを入れる脳の
はなしー」

内容/家庭会大学部会冬季役員会講演。
主催/神戸女学院

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

「What is an Interpreter?ー通訳者の仮面と
素顔ー」

内容/オープンキャンパス模擬講義。主催
/神戸女学院

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

「What is an Interpreter?ー通訳者の仮面と
素顔ー」

内容/オープンキャンパス模擬講義。主催
/神戸女学院

概要

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

研究助成金の受給状況

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

インターネットビデオシステムを活用した国際コミュ
ニケーションの促進

総合研究助成

その他研究活動上特記すべき事項 年月

「リスニング、シャドーイングのためのなま素
材　Unit 2 & Unit 3」

単著/中村昌弘。pp.132-143。

「リスニング、シャドーイングのためのなま素
材　Unit 2 & Unit 3」

単著/中村昌弘。pp.168-177。

「リスニング、シャドーイングのためのなま素
材　Unit 2 & Unit 3」

単著/中村昌弘。pp.120-131。

「リスニング、シャドーイングのためのなま素
材　Unit 2、Unit 3 & Unit 4」

単著/中村昌弘。pp.126-140。

「リスニング、シャドーイングのためのなま素
材　Unit 2、Unit 3 & Unit 4」

単著/中村昌弘。pp.120-135。

その他の著作、訳書等

「リスニング、シャドーイングのためのなま素
材　Unit 2 & Unit 3」

単著/中村昌弘。pp.120-131。
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対象者

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

単共
の別

支給額 支給年度

単共
の別

年月 場所

国名

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要

日本英語検定協会英語検定試験面接委員（1997.4-現在）

その他社会活動上特記すべき事項

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

学会役員

就任期間 学会役員名

社会活動

研究助成金の受給状況

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

その他の著作、訳書等

その他の研究発表、演奏

学会発表

学術論文

研究活動

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

〇教員採用試験を目指す3年生のために、
英文学科OG教員を招いて講習会をして頂
くようにした。

〇共通英語委員として、1年生に対してALC
を使用した勉強方法を推奨した。

〇英語科教育法I,IIにおいて、学生が作成
する模擬授業用のレッスンプランを提出、再
提出と2回させ、その都度授業時間外に時
間をとり、学生とそのレッスンプランについて
話し合い、より良いものにするため指導を
行った。

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

Grammar for Writing Ⅰ, Grammar for Writing Ⅱ, Effective Writing(Essays, Reports), Critical Reading for Research, Junior Seminar,
英語科教育法Ⅰ, 英語科教育法Ⅱ, 教育実習Ⅰ

担当授業科目（大学院）

氏名／所属／職名　　　　　白井　由美子　SHIRAI　Yumiko / 英文学科 / 専任講師

専門分野

英語教育

研究課題

英語科教授法, 早期英語教育

教育活動

担当授業科目（大学）
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対象者

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

単 2011.1.10 ナカニシヤ出版

単 2010.9.4 山口県立大学

単 2010.6.16 神戸女学院大学文学館

単共
の別

支給額 支給年度

単 1,152,957円2010年度

単共
の別

年月 場所

国名

氏名／所属／職名　　　　　古庄　高　FURUSHO　Takashi / 総合文化学科 / 教授

専門分野

教育学, 人間形成論

研究課題

アドラー心理学による人間形成論, 現代における学校教育, クリシュナムルティの思想と教育

教育活動

担当授業科目（大学）

総合演習, 教育原理, 西宮市大学交流センター科目C, 教育実習Ⅰ, 教育実習Ⅱ, 基礎ゼミ, 文献ゼミ, 専攻ゼミ(Ⅰ), 専攻ゼミ(Ⅱ), 卒
業論文

担当授業科目（大学院）

国際文化論(Ⅰ), 比較文化学総合演習(Ⅰ), 比較文化学総合演習(Ⅱ), 比較文化学総合研究, 比較文化学合同研究A

研究活動

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

学術論文

著書・CD

アドラー心理学による教育

総合文化学科専門部会 LTD学習法による文献ゼミの授業実践

その他の研究発表、演奏

学会発表

LTD話し合い学習法による文献ゼミの実践
報告

研究助成金の受給状況

その他の著作、訳書等

アドラー心理学による教育 神戸女学院大学研究所出版助成

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

その他社会活動上特記すべき事項

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要
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対象者

学内教員、院生、他大学
教員、院生

学内教職員・学生、学外
一般

学内教職員・学生、学外
一般

学生

大学院生

学内教職員・学生、学外
一般

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

単 2010.7.23 広島芸術学会『藝術研
究』23

単 2011.3.31 ”For what are we still at
a loss? ---General
Comments on the
Symposium”, Inaga

Shigemi ed., the 38 th

International Research
Symposium: Questioning
Oriental Aesthetics and
Thinking: Conflicting
Visions of “Asia” under
the Colonial Empires  東
洋美学と東洋的思惟を問
う：植民地帝国下の葛藤
するアジア像、国際日本
文化研究センター
International Research
Center for Japanese
Studies, 2011.3.31

単 2011.3.31 文芸学研究会『文芸学研
究』15

単 2010.7.18 東方美学及び第二回中
国少数民族審美文化国
際シンポジウム)、中華美
学学会審美文化学術委
員会・湖北省美学学会・
中南民族大学中南少数
民族審美文化研究セン
ター共催、中南民族大学
（武漢）

氏名／所属／職名　　　　　浜下　昌宏　HAMASHITA　Masahiro / 総合文化学科 / 教授

専門分野

美学, 芸術学

研究課題

18世紀イギリスおよびヨーロッパ美学史, 近代日本美学史, 画像による人文学の可能性

教育活動

担当授業科目（大学）

美学(Ⅱ), 基礎ゼミ, 文献ゼミ, 専攻ゼミ(Ⅰ), 専攻ゼミ(Ⅱ), 卒業論文

担当授業科目（大学院）

比較文化学特殊講義, 専門領域通訳特論(文化・芸術)Ⅰ, 比較思想(Ⅱ)

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

月一回の読書会を主宰 2010.4-2011.3 西田幾多郎『善の研究』の読書会

講演会を企画・主宰 2010.4.10 Chester Michalik(Smith College)講演会

講演会を企画・主宰 2010.4.11 Jason James(British Council Japan代表）講
演会

美術展への引率・解説 2010.6.10 国立国際美術館「ルノワール展」

美術館への引率・学芸員から講義 2010.10.27 芦屋市立美術博物館

講演会を企画・主宰 2011.2.5 Laurent Jaffro(Paris I大学）講演会

研究活動

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

”For what are we still at a loss? ---General
Comments on the Symposium”, Inaga
Shigemi ed., the 38th International
Research Symposium: Questioning Oriental
Aesthetics and Thinking: Conflicting
Visions of “Asia” under the Colonial
Empires 東洋美学と東洋的思惟を問う：植民
地帝国下の葛藤するアジア像、国際日本文
化研究センター　International Research
Center for Japanese Studies,

「民俗学美学の可能性――折口信夫を範例
とする“新国学”からの美学：試論――」

著書・CD

学術論文

「日本美学の範疇論の非論理学性――「崇
高」を事例とする序説――」

学会発表

「非洋学美学的日本美学の成立可能性：序
論」
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2010.7.24 2010.7.24 「″新国学″
からの美学：試論――折
口信夫を事例・範例とし
て――」、文芸学研究会
第41回研究発表会、神戸
女学院大学

単 2010.8.13 XVIII International
Congress of Aesthetics,
北京大学

単 2010.9.1  International Forum on
Aesthetics and Cultural
Ecology Construction（美
学と文化生産建設）、
September 1-4, 2010 at
Nankunshan (南昆
山)Primeval Forest
Resort, Guangdong
Province,  『文芸研究』編
輯部、中山大学中国非物
質文化遺産研究中心、中
山大学中文系共催

単共
の別

支給額 支給年度

単共
の別

年月 場所

単 2010.12.4 神戸女学院講堂

国名

中国

 「″新国学″からの美学：試論――折口信
夫を事例・範例として――」

“Inquiry into endogenous aesthetics of
Japan: in case of ORIGUCHI Shinobu”,
XVIII International Congress of Aesthetics,
北京大学

“Aesthetics against Ecology/ Aesthetics for
Ecology”

その他の研究発表、演奏

その他の著作、訳書等

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

就任期間 学会役員名

研究助成金の受給状況

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

2010.4-2011.3 日本18世紀学会監事

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

社会活動

学会役員

神戸女学院秋季公開講座 「デフォレスト院長とヴォーリズの教育理念
と岡田山キャンパス」

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

2011.3.23 首都師範大学招待講演「近代日本美学史入門」

その他社会活動上特記すべき事項

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要
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対象者

ゼミ生（卒業年次生、現役
生）

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

単 2010.6 神戸女学院大学研究所
『神戸女学院大学論集』
第 57巻第1号

単 2010.10 神戸女学院史料室『学院
史料』第24号

単 2011.1 神戸女学院大学研究所
『神戸女学院大学論集』
第 57巻第2号

単 2010.6 『基督教世界』2010年6月
号、基督教世界社

単 2010.7 『本のひろば』2010年7月
号、キリスト教文書セン
ター

単 2010.11 『愛』第17号、神戸真生塾

単 2010.12 『本のひろば』2010年12
月号、キリスト教文書セン
ター

単 2011.3 『学報』No.161 神戸女学
院

単共
の別

支給額 支給年度

2010.10-2011.3 日本旧約学会委員

学会役員名

社会活動

学会役員

就任期間

2010.4-2011.3 日本基督教学会理事

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

その他研究活動上特記すべき事項

書評「O. ケール『旧約聖書の象徴世界』教
文館 2010年」

先達の遺したものを、活かして

人生の読書

年月 概要

研究助成金の受給状況

学会発表

私学の危機と創立者

その他の著作、訳書等

その他の研究発表、演奏

詩編146編の主題とハレルヤ詩集(詩146-
150編)の文脈

pp.25-40

学術論文

来日前のイライザ・タルカット――新資料 pp.23-34

第5ダビデ詩集（詩138-145編）の構造と主
題――敵対者記述を手がかりに

pp.1-14

卒業論文集の編集、作成 2011.3 卒論を共有し、各自の記憶と後進の参考
に資する

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

研究活動

研究課題

旧約聖書詩編の編纂史, ヘレニズム期ユダヤ教の教派, ユダヤにおける古代オリエントおよびギリシアからの思想的影響

神戸女学院の教育理念――ミッションステー
トメントを考える

キリスト教学

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

初期神戸女学院, キリスト教学(旧約学), 専攻ゼミ(Ⅰ), 専攻ゼミ(Ⅱ), 卒業論文

担当授業科目（大学院）

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

氏名／所属／職名　　　　　飯　謙　II　Ken / 総合文化学科 / 教授

専門分野

キリスト教学, 旧約聖書学

教育活動

担当授業科目（大学）
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単共
の別

年月 場所

単 2010.7.11 日本基督教団神戸教会

単 2010.10.31 日本基督教団芦屋浜教
会

共 2010.11.14 日本基督教団御影教会

単 2010.11.20 神戸女学院

単 2011.2.24,
3.3, 3.10,
3.24, 3.31

神戸バイブルハウス

国名

社会福祉法人真生塾評議員

期間 概要

その他社会活動上特記すべき事項

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

詩編を読む（計5回） 日本聖書協会第50回聖書セミナー。主催
／日本聖書協会

2010.5-2011.3

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

学校法人頌栄保育学院評議員2010.4-2011.3

宣教師の来神と『女學校』の創立 2010年度神戸女学院秋期公開講座。主催
／神戸女学院

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

旧約聖書の知恵とわたしたちの信仰 研修会。主催／神戸教会

初期宣教師の思い――キリスト教教育の起
点

講演会。主催／御影教会

詩編の信仰とわたしたちの信仰――最近の
研究を鳥瞰して

特別講演会。主催／芦屋浜教会
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対象者

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

共 2011.3 和泉書院

単共
の別

支給額 支給年度

単共
の別

年月 場所

単 2010.11.20 赤穂市立図書館

国名

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要

就任期間 機関名・委員名・役職名

その他社会活動上特記すべき事項

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

赤穂市立図書館文学講座 内容/多様化する幸せの形。主催/赤穂市
立図書館

学外機関委員等

2010.4-2011.3 日本近代文学会　評議員

2010.4-2011.3 日本文学協会　委員

2010.4-2011.3 日本近代文学会関西支部　運営委員

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

学会発表

研究助成金の受給状況

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

その他の研究発表、演奏

その他の著作、訳書等

著書・CD

『村上春樹と小説の現在』 共著/日高佳紀、黒田大河、他15名。
pp.200-208。

学術論文

研究活動

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

担当授業科目（大学）

キャリアを考える（人生編）, 日本文学講読(Ⅱ), 日本文学特殊講義, 基礎ゼミ, 文献ゼミ, 専攻ゼミ(Ⅰ), 専攻ゼミ(Ⅱ), 卒業論文

担当授業科目（大学院）

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

氏名／所属／職名　　　　　飯田　祐子　IIDA　Yuko / 総合文化学科 / 教授

専門分野

日本近代文学, ジェンダー研究

研究課題

語りにおける身体性, ジェンダーと日本近代の文化規範, 夏目漱石研究

教育活動
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対象者

高校生・一般市民

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

共 2010.5.20 日本機関紙出版センター

共 2010.6.20 かもがわ出版

単 2011.3.30 新日本出版社

単 2010.12.25 関西唯物論研究会編『唯
物論と現代』第45号

単 2010.4.8-
2011.3.17

新日本婦人の会「新婦人
しんぶん」全12回

単 2010.4.20 経済理論学会『季刊・経
済理論』第47巻第1号

単 2010.8.1 日本共産党『前衛』2010
年8月号

単 2010.8.15 子ども教科書全国ネット
21「同ニュース」

単 2010.8.30-
2011.10.11

日本民主青年同盟「民主
青年新聞

単 2010.10.1 編集委員会/全日本教職
員組合『クレスコ』2010年
10月号

単 2010.10.20 編集委員会『季論21』
2010年秋号

単 2010.11.1 家庭科教育研究者連盟
『家庭科教育』2010年11
月号

単共
の別

支給額 支給年度

単 47880円 2010年度

氏名／所属／職名 　  　　　 石川　康宏　ISHIKAWA　Yasuhiro / 総合文化学科 / 教授

専門分野
経済理論, 経済政策

研究課題
「構造改革」と総称される政府の経済政策の検討, 現代日本経済のジェンダー視角からの検討, 東アジアの経済共同に対する「慰安
婦」問題・歴史問題の影響の検討, マルクスの社会・経済思想の検討

教育活動
担当授業科目（大学）

学生のパワーポイント作成、講演内容の事
前の検討、講演会への動向など

キャリアを考える（人生編）, キャリアを考える（仕事編）, 知への好奇心Ⅱ(戦争と平和), Current Issues in Japan, 経済学(国際経済を含
む), 現代社会と経済学, 比較経済論, 基礎ゼミ, 文献ゼミ, 専攻ゼミ(Ⅰ), 専攻ゼミ(Ⅱ), 卒業論文

担当授業科目（大学院）

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

「慰安婦」問題での学生自身による講演の支
援

不定期に10回程
度

全p.190。

学術論文

「マルクスによる『資本主義の生成・発展・死
滅』の理論」

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

研究活動

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

その他の研究発表、演奏

学会発表

pp.20-41。

『憲法が輝く兵庫県政へ-2009年兵庫県知
事選の記録』

共著/田中耕太郎他。ｐp.24-43（座談
会）。

『若者よ マルクスを読もう』 共著/内田樹。pp.14-32、pp.52-76、
pp.106-142、pp.164-212。

『マルクスのかじり方』

その他の著作、訳書等

連載コラム「女子大生と学ぶジェンダー問
題」①～⑫

学習論文「戦後65年8月に思う-戦時性暴力
の根絶を求める世界の中で」

第2-3面。

学習論文「いまマルクスがおもしろい」①～
⑦

書評「鶴田満彦著『グローバル資本主義と日
本経済』」

pp.82-84。

論文「学生時代にこそマルクスを-理論と生
き方の両面に学ぶ」

pp.195-231。

石川康宏・内田樹　共著　『若者よ、マルクスを読も
う』

神戸女学院大学研究所　研究成果配布補助

その他研究活動上特記すべき事項

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

研究助成金の受給状況

年月 概要

エッセイ「本との対話 若者を信じ、はたらき
かける」

pp.35-36。

論文「資本主義の発展段階と戦後日本経済
史」

pp.88-108。

講演録「『慰安婦』と出会った女子大生たち」 pp.8-13。
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単共
の別

年月 場所

単 2010.4.11 東京都渋谷大向区民セ
ンター

単 2010.6.26 東京労働会館

単 2010.7.18-
2010.8.8

神戸市立新長田勤労市
民センター

単 2010.8.23 都ホテル(岐阜)

単 2010.10.2 総合社会福祉研究所(大
阪)

単 2010.11.11 芝パークホテル(東京)

単 2011.1.8 広島国際会議場

国名

社会活動
学会役員

日本国家公務員労働組合連合会関東ブ
ロック

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

就任期間 学会役員名

2007.9-現在 関西唯物論研究会・委員

総合社会福祉研究所・理事

2007.3-現在 兵庫県自治体問題研究所・理事

2007.5-現在 労働者教育協会・常任理事

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

「参院選後の情勢と社会保障の再生」 全国保険医団体連合会

他、計100回程度、詳細は個人ブログに

海外での活動
海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

その他社会活動上特記すべき事項

「講座・マルクスは資本主義の発展をどうとら
えたか」(全4回)

兵庫県勤労者学習協議会

期間 概要

2002.9-現在

「民主党政権下で何が起きているか」 第21回公立保育園園長・主任セミナー

「社会保障予算をめぐる政治の動き」 総合社会福祉研究所・社会科学・社会福
祉基礎講座

「『新自由主義』との対抗軸」 全日本民主医療機関連合会

「『構造改革』路線の転換をめぐって」

「大学時代にマルクスが必要な理由」 「科学の目」連絡講座
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対象者

学生

学生

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

共 2010.12.10 有斐閣

単 2011.3 神戸女学院大学総合文
化学科、[精神保健福祉
実習報告書」2010年度版

共 2011.3.17 神戸女学院大学大学院、
「社会学・社会福祉学フ
オーラム」第13号

共 2010.4 神戸女学院大学　岩田泰
夫研究室

単 2010.8.31 「社会福祉学」51-2

共 2010.12 「社会福祉学」51-3

単共
の別

支給額 支給年度

単 30万円 2010年度

単共
の別

年月 場所

単 2010.5.1 芦屋地域活動センター

単 2010.5.10 大阪市精華小学校

2010年度教材の開発を行った。

氏名／所属／職名　　　　　岩田　泰夫　IWATA　Yasuo / 総合文化学科 / 教授

専門分野

社会福祉学

研究課題

セルフヘルプ運動と新しいソーシャルワーク実践, ソーシャルワーカーの機能, ソーシャルワーク実践とその方法

教育活動

担当授業科目（大学）

人間福祉学入門, 社会福祉援助技術現場実習指導, 精神保健福祉援助技術総論, 精神保健福祉援助基礎実習, 社会福祉援助技
術現場実習指導, 精神保健福祉援助演習, 基礎ゼミ, 文献ゼミ, 専攻ゼミ(Ⅰ), 専攻ゼミ(Ⅱ), 卒業論文

担当授業科目（大学院）

社会福祉学演習(Ⅱ), ソーシャルワーク実習

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

学生のアルバイトやボランティアを紹介し、
学習の機会を与えた。

2010年度

学術論文

著書・CD

「ソーシャルワーク実践の基礎理論」 共著/北島英治,渡部律子

研究活動

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

学会発表

事例検討(会)の目的と方法 pp.47-69。

ピアサポートとは 共著/福岡美菜，古我知加奈子。pp.119-
131。

その他の著作、訳書等

書評:[精神障害のある人の自立生活] pp.133-135。

その他の研究発表、演奏

書評りぷらい「セルフヘルプ運と新しいソー
シャルワーク実践」

pp.270-272。

「社会福祉学に関する講義科目　講義ノー
ト」

pp.1-230。

研究助成金の受給状況

研究タイトル 科研費種目

精神保健福祉士の現任教育の内容と方法 神戸女学院大学研究所研究助成金

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

1998.4-現在 精神科救急学会・評議員

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

精神保健福祉士の課題 精神保健福祉士の課題を述べ、具体気に
検討する。

グループホーム職員の実践上の課題 グループホーム職員の実践の方法を具体
的に示す。理論とゲームの活用を示す。

公開講座

講座名、講演タイトル 概要
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単 2010.5.13 伊丹地域活動センター

単 2010.7.4 神戸市夢野センター

単 2010.8.8 神戸市夢野センター

単 2010.11.20 大阪府野外活動センター

単 2010.11.26 芦屋地域活動センター

共 2010.12.16 伊丹地域活動センター

国名

グループ活動の在り方 地域活動センターでのいくつかのグルー
プ活動の在り方を示す。それも、3つのグ
ループワークの理論に基づいて示す。

2006.4-現在 神戸市障害者施設推進協議会副会長

事例の検討とグループ活動 施設でのグループ活動の検討。

浅香山記念会監事

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

事例の検討 障碍者の事例の検討。グループによる
スーパービジョン。

内容の反映 内容の反映のロールプレイ

家族会のあり方 アルコール依存症の家族の立場と心得。

面接の技法 面接の技法の理論と実践の方法を具体的
に示す。

1994.4-現在 やなぎの里評議員

2010.4-2011.3 神戸市制度分科会会長

2006.4-現在 しののめ会評議員

その他社会活動上特記すべき事項

2000.4-現在 神戸市保健福祉専門委員

2002.4.-現在 神戸市社会復帰連盟顧問

2002.4.-現在

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要

海外での活動
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対象者

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

単 2010.12.28 神戸女学院大学研究所、
『神戸女学院大学論集』
第5７巻第2号

単共
の別

支給額 支給年度

単共
の別

年月 場所

国名

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要

就任期間 機関名・委員名・役職名

2010.4-2011.3 彦根市史編纂現代史部会執筆委員

その他社会活動上特記すべき事項

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

学外機関委員等

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

その他の著作、訳書等

研究助成金の受給状況

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

学会発表

その他の研究発表、演奏

著書・CD

学術論文

「歴史と文化を活かしたまちづくり」の概観

研究活動

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

担当授業科目（大学）

知への好奇心Ⅱ(戦争と平和), 社会学概論, 基礎ゼミ, 文献ゼミ, 専攻ゼミ(Ⅰ), 専攻ゼミ(Ⅱ), 卒業論文

担当授業科目（大学院）

社会学特殊講義(Ⅱ)

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

氏名／所属／職名　　　　　小松　秀雄　KOMATSU　Hideo / 総合文化学科 / 教授

専門分野

社会学

研究課題

現代の地域社会の諸問題, アクターネットワーク論の再検討, デジタル社会の社会学的再考

教育活動
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対象者

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

単 2010.6 東京大学国語国文学会
『国語と国文学』第87巻第
6号

単 2010.6 神戸女学院大学研究所、
『神戸女学院大学論集』
第51巻第1号『神戸女学
院大学論集』第57巻第1
号

単 2010.12 神戸女学院大学研究所、
『神戸女学院大学論集』
第51巻第1号『神戸女学
院大学論集』第57巻第2
号

単 2010.11- 全国大学国語国文学会
第102回大会（平成22年
度冬季大会）、宮城学院
女子大学

単 2011.2.23 神戸女学院大学

単 2010.5 科学研究費研究成果報
告書、研究課題：文字列
データ解析システムの構
築と平安中期歌語生成に
関する研究

単 2011.3 神戸女学院学報　№161

単共
の別

支給額 支給年度

単 26万円 2010年度

単 3万240円 2010年度

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

中世歌題研究書類の基礎的考察 日本学術振興会研究費補助金基盤研究（Ｃ）

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

『大学生のための日本語表現実践ノート　改訂版』 神戸女学院大学研究所研究成果配布補助

研究助成金の受給状況

学会発表

歌題集成書『明題古今抄』について

その他の研究発表、演奏

09年度総合研究助成（「教養概念の人文主
義的再検討」）、成果報告会

表現の精撰－中世歌人の一例－

その他の著作、訳書等

『古今和歌六帖』本文データ（五本）と『定家
小本』「和歌の部」本文の比較を通じて

研究代表者：福田智子、研究種目：基盤研
究（C）、研究期間：2007～2009、課題番
号：19500217

海外日本語教育実習報告

国立歴史民俗博物館蔵『組題集成』①につ
いて（下）

研究活動

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

学術論文

版本『和歌組題集』の祖型をめぐって―中世
歌題集成書『袖中題鈔』の利用―

国立歴史民俗博物館蔵『組題集成』①につ
いて（上）

日本語教員養成課程教育現場見学の際の
訪問

2010.6 実習学生が教育現場見学中に大阪日本
語教育センターを訪問

日本語教員養成課程教育現場実習の際の
訪問

2010.8 教育実習中に大阪日本語教育センターを
訪問

担当授業科目（大学院）

比較文化学総合演習(Ⅰ), 比較文化学総合演習(Ⅱ), 比較文化学総合研究

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

担当授業科目（大学）

日本語(Ⅰ)漢字・語彙, 日本古典文学研究, 日本語教育実習(国外), 基礎ゼミ, 専攻ゼミ(Ⅰ), 専攻ゼミ(Ⅱ), 卒業論文

氏名／所属／職名　　　  　　藏中　さやか　KURANAKA　Sayaka / 総合文化学科 / 教授

専門分野

日本古典文学

研究課題

中古中世和歌文学における題詠のあり方, 中古中世和歌文学と漢籍との関連性, 歌題集成書の成立と展開

教育活動

39



単共
の別

年月 場所

国名

備考 2010.10～2011.3 特別研究制度期間

就任期間 機関名・委員名・役職名

2009.12-現在に至る 独立行政法人日本学術振興会科学研究費委員会専門委員

その他社会活動上特記すべき事項

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要

学外機関委員等

2001.4-現在に至る 中古文学会関西部会運営委員

2006.4-現在に至る 和歌文学会委員

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

就任期間 学会役員名

社会活動

学会役員
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対象者

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

共 2010.11.1 吉川弘文館

共 2010.12.30 有志舎

単 2010.6.20 広島史学研究会
『史学研究』第268号

単 2010.7.20 千里文化財団
『季刊民族学』第133号

単 2010.8.29 『琉球新報』

単共
の別

支給額 支給年度

単共
の別

年月 場所

2010.7.26 芦屋市立公民館

2010.7.26 尼崎市立小田公民館

単 2010.12.16 狭山市民会館

国名

担当授業科目（大学）

氏名／所属／職名 　　　 　　真栄平　房昭　MAEHIRA　Fusaaki / 総合文化学科 / 教授

専門分野

日本史

研究課題

東アジア海域世界の交流史, 海運・流通ネットワーク史, 近世日本の境界領域論

教育活動

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

史料で探る日本の歴史, 文献ゼミ, 基礎ゼミ, 専攻ゼミ(Ⅰ), 専攻ゼミ(Ⅱ), 卒業論文

担当授業科目（大学院）

比較文化学総合演習(Ⅰ), 比較文化学総合演習(Ⅱ), 比較文化学合同研究A, 比較文化学総合研究, 比較文化学特殊研究

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

pp.14-31

pp.29-31鄭和の航海術と琉球への影響

共著/荒野 泰典 ほか7名。
「砂糖をめぐる世界史と地域史」

研究活動

その他の研究発表、演奏

論評：島村幸一　著『おもろさうしと琉球文
化』（笠間書院）の書評

学会発表

研究助成金の受給状況

助成金タイトル、支給元研究タイトル

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

学会役員

国際日本文化研究センター共同研究員2010.4-2012.3（予定）

社会活動

学会役員名就任期間

概要

公開講座

講座名、講演タイトル

芦屋川カレッジ大学「黒船が来た！ペリー来
航と沖縄の歴史』

市民講座「ペリー来航と琉球」

大阪狭山市公開講座「幕末の琉球と国際関
係」

機関名・委員名・役職名就任期間

学外機関委員等

その他社会活動上特記すべき事項

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

著書・CD

『日本の対外関係⑥近世的世界の成熟』

『講座明治維新①世界史のなかの明治維
新』

その他の著作、訳書等

共著/木村直也　ほか7名。pp.138-159
「異国船の琉球来航と薩摩藩」

学術論文

近代の台湾航路と沖縄

41



対象者

寮生

英文学科新入生

全学の学生

全学の学生

全学の卒業生

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

単 2011.3.1 冬弓舎

単 2010.6.20 神戸女学院大学研究所、
『神戸女学院大学論集』
第57巻第1号

単 2010.12.20 神戸女学院大学研究所、
『神戸女学院大学論集』
第57巻第2号

単共
の別

支給額 支給年度

単共
の別

年月 場所

氏名／所属／職名             松田　央　MATSUDA　Hiroshi / 総合文化学科 / 教授

専門分野
キリスト教神学, 宗教哲学

研究課題
キリスト教と日本の宗教との比較, キリスト教的修道, キリストの復活の使信

教育活動
担当授業科目（大学）

キリスト教学(キリスト教思想), 宗教的人間論, 基礎ゼミ, 文献ゼミ, 専攻ゼミ(Ⅰ), 専攻ゼミ(Ⅱ), 卒業論文

担当授業科目（大学院）

比較宗教学

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

学生寮の夕拝学生寮の夕拝 2010.4.21,
2011.1.12

英文学科のフレッシュマンキャンプ 2010.4.23 開会礼拝の奨励

チャペルアワーニュース 毎月1回 毎月の聖句の解説

研究活動

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

聖書研究会 毎月1回 ヨハネの手紙の解説

卒業記念礼拝 2011.3.16 司会と説教

「復活の使信（その1）

「復活の使信（その2）

学術論文

著書・CD

『キリストの道』

その他の研究発表、演奏

学会発表

研究タイトル研究タイトル 助成金タイトル、支給元

研究助成金の受給状況

その他の著作、訳書等

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

概要

社会活動
学会役員

就任期間 学会役員名

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

説教を2回担当した。

公開講座

講座名、講演タイトル

その他社会活動上特記すべき事項

2010.8.8に日本キリスト教団世光教会において礼拝の説教

2010.8.29に日本キリスト教団京都教会において礼拝の説教

2010.10.24に日本キリスト教団世光教会において礼拝の説教

2010.4-2011.3 日本キリスト教文化学会会計監査役
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国名

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

海外での活動

期間 概要
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対象者

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

単 2010 Nanzan Review of
American Studies:
Journal of the Center for
Amerian Studies, Nanzan
University.  Vol.32

単 2010.7.24 NASSS2010, 南山大学

単 2010.10.8 フォークナー協会、中央
大学

単 2010.11.6 アメリカ文学会関西支部
11月例会　於京都女子大
学

単 2010.12.31 『ユダヤ・イスラエル研究』

単共
の別

支給額 支給年度

共 年間
300,3000

円

2010
-2011年度

単共
の別

年月 場所

教育活動

比較文化学総合演習(Ⅰ), 比較文化学総合演習(Ⅱ), 比較文化学総合研究, 国際文化論(Ⅱ)

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

アメリカ研究, Comprehensive English Ⅱ, 基礎ゼミ, 文献ゼミ, 専攻ゼミ(Ⅰ), 専攻ゼミ(Ⅱ), 卒業論文

担当授業科目（大学院）

氏名／所属／職名　　　　　三杉　圭子　MISUGI　Keiko / 総合文化学科 / 教授

専門分野

現代アメリカ小説

研究課題

多文化社会におけるマイノリティの諸相, 語りの技法

研究活動

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

担当授業科目（大学）

"Response to Prof. Miura Reiichi's
‘Liberalism's Everybody's Revolution:
Cultural Politics in The Catcher in the
Rye'"

pp.221-26.  Proceedings of the NASSS
2010.

学術論文

著書・CD

その他の研究発表、演奏

「フォークナーの南部とドス・パソスの合衆
国」

渡邊克昭氏発表「時の砂漠―惑星思考の
Point Omega」

司会

学会発表

"Response to Prof. Miura Reiichi's
‘Liberalism's Everybody's Revolution:
Cultural Politics in The Catcher in the
Rye'"

 

研究助成金の受給状況

その他の著作、訳書等

書評：佐川和茂『ホロコーストの影を生きて―
ユダヤ系文学の表象と継承』

p.88

もうひとつのモダニズム—1920年代—30年代の女性
詩人たち

神戸市外国語大学研究班

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

2010.4-2011.3 日本アメリカ文学会関西支部副支部長

2010.4-2011.3 日本アメリカ文学会関西支部代議員

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名
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国名

その他社会活動上特記すべき事項

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要
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対象者

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

単共
の別

支給額 支給年度

単共
の別

年月 場所

国名

比較文化・文学(Ⅰ)

研究課題

ヘルマン・ブロッホ, klassisch-Moderneの長編小説, 田園都市の思想と運動

教育活動

担当授業科目（大学）

対話‐音楽から広がる知の世界, 知への好奇心Ⅱ(戦争と平和), ドイツ語(Ⅰ)文法, ドイツ文化論, 基礎ゼミ, 文献ゼミ, 専攻ゼミ(Ⅰ), 専
攻ゼミ(Ⅱ), 卒業論文

担当授業科目（大学院）

氏名／所属／職名　　　　　孟　真理　MO　Mari / 総合文化学科 / 教授

専門分野

ドイツ文学

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

学術論文

研究活動

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

その他の著作、訳書等

その他の研究発表、演奏

学会発表

年月 概要

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

研究助成金の受給状況

学会役員

就任期間 学会役員名

社会活動

その他研究活動上特記すべき事項

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

2010.4-2011.3 日本独文学会編集委員

その他社会活動上特記すべき事項

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要
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対象者

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

単 2010.8.23 公明新聞

単 2010.11.8 公明新聞

単 2011.3.21 公明新聞

単共
の別

支給額 支給年度

単共
の別

年月 場所

国名

研究課題

生きるための思想, 文学作品の文化学的構造分析

氏名／所属／職名　　　　　難波江　和英　NABAE　Kazuhide / 総合文化学科 / 教授

専門分野

英米文学, 批評理論, 文化学

教育活動

担当授業科目（大学）

Introduction to Japanese Culture, Current Issues in Japan, メディアコミュニケーション演習, イギリス研究, 外国語セミナー(英語Ⅰ), 基
礎ゼミ, 文献ゼミ, 専攻ゼミ(Ⅰ), 専攻ゼミ(Ⅱ), 卒業論文

担当授業科目（大学院）

研究活動

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

学術論文

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

その他の研究発表、演奏

学会発表

研究助成金の受給状況

その他の著作、訳書等

書評：益川敏英著『益川博士のつぶやきカ
フェ』

書評：齋藤孝『人はなぜ学ばなければならな
いのか』

書評：マイケル・サンデル著『これからの「正
義」の話をしよう』

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

年月 概要その他研究活動上特記すべき事項

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

その他社会活動上特記すべき事項

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

期間 概要

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること
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対象者

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

単 2011.3.5 『理想』 No.686

単共
の別

支給額 支給年度

共 77.5万円 2010年度

単共
の別

年月 場所

国名期間 概要

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

その他社会活動上特記すべき事項

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

哲学と宗教の対話――ヘブライズム・キリスト教とヘ
レニズムの交錯

日本学術振興会研究費補助金基盤研究（Ｂ）

年月 概要その他研究活動上特記すべき事項

研究助成金の受給状況

その他の著作、訳書等

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

その他の研究発表、演奏

学会発表

年月 概要

学術論文

「洞窟の中で、洞窟を超えて」

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

比較思想(Ⅰ), 比較文化学総合演習(Ⅰ), 比較文化学総合演習(Ⅱ), 比較文化学総合研究, 比較文化学合同研究B, 比較文化学特
殊研究

教育活動

担当授業科目（大学）

哲学, 倫理学, ヨーロッパ・キリスト教史, 基礎ゼミ, 文献ゼミ, 専攻ゼミ(Ⅰ), 専攻ゼミ(Ⅱ), 卒業論文

担当授業科目（大学院）

研究活動

その他教育活動上特記すべき事項

研究課題

古代ギリシア倫理思想, ヨーロッパ中世倫理思想, 現代応用倫理学

氏名／所属／職名　　　　　高橋　雅人　TAKAHASHI　Masahito / 総合文化学科 / 教授

専門分野

倫理学
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対象者

社会調査士認定協会

基礎ゼミ10年度生、11年
度生対象

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

単 2010.10.31 ソーシャルワーク研究所、
『ソーシャルワーク研究』
第36巻第3号

2010.5.29 神戸女学院講堂

単 2010.5.23 神戸女学院「学報」

単共
の別

支給額 支給年度

単共
の別

年月 場所

対話‐音楽から広がる知の世界, 社会調査入門, 社会調査計画法, 社会調査実習, 基礎ゼミ, 文献ゼミ, 専攻ゼミ(Ⅰ), 専攻ゼミ(Ⅱ), 卒
業論文

社会調査法研究

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

研究活動

2010年度基礎ゼミ調査報告集

担当授業科目（大学院）

2010年度社会調査実習報告書 2011.1

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

氏名／所属／職名             横田　恵子　YOKOTA　Keiko / 総合文化学科 / 教授

専門分野

福祉社会学

研究課題

労働のグローバル化・女性化と日本女性の国際移動, 滞日アジア女性の支援に資する多文化ソーシャルワークの方法論の構築, 医療
現場における価値・倫理規範と医学部教育にかかわる問題

2011.3 10年度学生が基礎ゼミで作成した各人の
リサーチ・ペーパーずべてを冊子化し、配
布。さらに次年度履修生にもモデルとして
示すために配布した。

10年度履修生の中で、単位修得レベルに
値する者の論文を収録、冊子化して提出。

教育活動

担当授業科目（大学）

移民の女性化とソーシャルワーク実践 pp.190-197。

学術論文

著書・CD

神戸女学院春季公開講座 演題「グローバル化と女性の国際移動」

その他の研究発表、演奏

学会発表

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

研究助成金の受給状況

その他の著作、訳書等

書評：「セルフヘルプ運動と新しいソーシャ
ルワーク実践」

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

その他社会活動上特記すべき事項

2001.6-現在　Ｃｅｎter for Health and Rights of Migrants　監事

2008.4-2011.3 （財）エイズ予防財団エイズ予防戦略研究評価運営委員

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名
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国名

オーストラリ
ア

2010.8.23-9.2 総合文化学科3回生の希望者を引率して、在豪日本人女性のライフストーリー採取実習を行った。

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要

50



対象者

精神保健福祉士養成課
程4年生

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

共 2010.5 ミネルヴァ書房

単 2010.5 『社会科学研究年報』、第
40号（龍谷大学社会科学
研究所）

共 2010.10 『国際協力論集』、第18
号、第2巻（神戸大学大学
院国際協力研究科）

単 2010.10.23 神戸女学院大学

単共
の別

支給額 支給年度

代 91万円 2009
-2012年

共 91万円 2007
-2010年

研究課題

アフリカの精神保健福祉, イギリスのソーシャルワーク

氏名／所属／職名　 　 　　　金田　知子　KANATA　Tomoko / 総合文化学科 / 准教授

専門分野

社会福祉学

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

社会福祉学特殊講義(Ⅰ), ソーシャルワーク実習

教育活動

担当授業科目（大学）

社会福祉援助技術現場実習指導, 精神保健福祉論, 精神保健福祉援助基礎実習, 精神保健福祉援助演習, 精神保健福祉援助実
習, 基礎ゼミ, 文献ゼミ, 専攻ゼミ(Ⅰ), 専攻ゼミ(Ⅱ), 卒業論文,

担当授業科目（大学院）

精神保健福祉士国家試験対策模試 2010.7 精神保健福祉士養成課程の4年生を対象
に国家試験対策模試およびその評価を
行った。

研究活動

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

『よくわかる医療福祉』 編者：小西加保留、田中千枝子
共著：小西加保留、田中千枝子、天野博
之、植竹日奈、太田佳子、小原眞知子、金
田知子、川崎弘子、岸伸江、葛田衣重、他
18名。
担当箇所：Ⅲ.３.イギリス（新生期）（pp.30-
33）、Ⅲ.４.イギリス（発展期）（pp.34-37)

学術論文

「シエラレオネにおけるメンタルヘルスケア」 pp.72-81

Iwa会研修会
「仕事との向き合い方を考える─ライフストー
リーから学ぶ」

内容：神戸女学院大学の精神保健福祉士
養成課程卒業生のための研修会。主催：
OG会

その他の著作、訳書等

「シエラレオネにおける精神障害者施設の
利用者の特徴」

共著：金田知子・中園直樹
pp.71-85

学会発表

その他の研究発表、演奏

研究助成金の受給状況

紛争後のリベリアにおける薬物汚染の実態調査と
薬物依存症者のリハビリテーション促進

日本学術振興会研究費補助金基盤研究（Ｂ）
研究代表者

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

シエラレオネ共和国都市部の精神保健状況に関す
る複合的な研究

日本学術振興会研究費補助金基盤研究（Ｂ）
研究分担者

年月 概要その他研究活動上特記すべき事項

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名
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単共
の別

年月 場所

単 2010.10-
2010.12

西宮市保健所

共 2010.11.20 芦屋市保健福祉センター

国名

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

AMSC　メンタルヘルスセミナー
心病む人とともに

内容：精神障害者およびその家族を対象
としたセミナー。主催：芦屋メンタルサポー
トセンター

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

西宮市精神保健福祉ボランティア講座
共に支え合う社会を目指して
─精神障害者の地域生活の現状と課題─
（計2回）

内容：精神保健福祉ボランティア養成のた
めの講座。主催：西宮市保健所、共催：西
宮市社会福祉協議会

2010.4- 社団法人神戸女学院教育文化振興めぐみ会理事

2010.4- 日本精神保健福祉士協会　阪神ブロック役員

その他社会活動上特記すべき事項

2008.4-現在　芦屋メンタルサポートセンターにてメール相談員

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要
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対象者

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

単共
の別

支給額 支給年度

単共
の別

年月 場所

国名

備考 2010.4～2011.9 特別研究制度期間

期間 概要

就任期間 機関名・委員名・役職名

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

就任期間 学会役員名

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

学外機関委員等

その他研究活動上特記すべき事項

社会活動

学会役員

研究助成金の受給状況

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

年月 概要

学会発表

その他の研究発表、演奏

その他の著作、訳書等

著書・CD

学術論文

研究活動

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

文化基礎論(Ⅰ), 比較文化学総合演習(Ⅰ), 比較文化学総合演習(Ⅱ), 比較文化学総合研究

教育活動

担当授業科目（大学）

知への好奇心Ⅱ(戦争と平和), 日本アジア関係史, 基礎ゼミ, 専攻ゼミ(Ⅰ), 専攻ゼミ(Ⅱ), 卒業論文

担当授業科目（大学院）

研究課題

氏名／所属／職名　　　  　　宮田　道昭　MIYATA　Michiaki / 総合文化学科 / 准教授

専門分野

中国近代史

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要
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対象者

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

2010.12.28 神戸女学院大学研究所、
『神戸女学院大学論集』
第57巻第2号

単共
の別

支給額 支給年度

単共
の別

年月 場所

国名

2010.4-2013.3 社会福祉法人・学校法人イエス団理事

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

その他社会活動上特記すべき事項

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

2001.4-2014.6 奈良YMCA理事・常議員

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

研究助成金の受給状況

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

その他の研究発表、演奏

その他の著作、訳書等

学術論文

「キリスト教記念式への一提案」

学会発表

研究活動

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

キリスト教概説, 現代キリスト教思想, 基礎ゼミ, 文献ゼミ, 専攻ゼミ(Ⅰ)

担当授業科目（大学院）

氏名／所属／職名             中野　敬一　NAKANO　Keiichi / 総合文化学科 / 准教授

専門分野

キリスト教学, 実践神学

研究課題

キリスト教の死者儀礼, 死生学

教育活動

担当授業科目（大学）
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対象者

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

単共
の別

支給額 支給年度

単共
の別

年月 場所

国名

フランス

研究課題

フランス革命期の政治結社の活動, ナポレオンに関するフランス人のイメージの変遷と政治利用

氏名／所属／職名　 　 　　　竹中　幸史　TAKENAKA　Koji / 総合文化学科 / 准教授

専門分野

フランス革命史, フランス近代史

教育活動

担当授業科目（大学）

西洋史入門, 歴史学入門, ヨーロッパ社会史(Ⅱ), 基礎ゼミ, 文献ゼミ, 専攻ゼミ(Ⅰ), 専攻ゼミ(Ⅱ), 卒業論文

担当授業科目（大学院）

研究活動

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

学術論文

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

その他の研究発表、演奏

学会発表

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

研究助成金の受給状況

その他の著書、訳書等

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

年月 概要その他研究活動上特記すべき事項

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

その他社会活動上特記すべき事項

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

期間 概要

2010.8.18-9.11 フランシュ・コンテ大学における海外研修に学生を引率

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること
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対象者

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

単共
の別

支給額 支給年度

単共
の別

年月 場所

国名

氏名／所属／職名　　　 　 　渡部　充　WATANABE　Mitsuru / 総合文化学科 / 准教授

専門分野

イギリス文学

研究課題

ユートピア文学, イギリス･ロマン派

教育活動

担当授業科目（大学）

Introduction to Japanese Culture, 女性学(理論編), 外国語セミナー(英語Ⅱ), 比較文化特殊研究(Ⅳ), ワークショップⅣ(クリエイティブ
ライティング), 基礎ゼミ, 文献ゼミ, 専攻ゼミ(Ⅰ), 専攻ゼミ(Ⅱ), 卒業論文

担当授業科目（大学院）

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

研究活動

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

その他の研究発表、演奏

学会発表

学術論文

研究タイトル

研究助成金の受給状況

助成金タイトル、支給元

その他の著作、訳書等

年月 概要その他研究活動上特記すべき事項

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

海外での活動

その他社会活動上特記すべき事項

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名
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対象者

4年ゼミ生

4年ゼミ生

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

単 2011.3.31 神戸女学院大学女性学
インスティチュート『女性
学評論』第25号

単共
の別

支給額 支給年度

単 30万円 2009
-2010年度

単共
の別

年月 場所

単 2010.5.27 K.G.ハブハウス10階1005
教室

国名

タイ

氏名／所属／職名　　　　 　 米田　眞澄　YONEDA　Masumi / 総合文化学科 / 准教授

専門分野

国際人権法

研究課題

国際人権法における男女平等の確保, 国際人権法における女性と子どもの人身売買の防止

教育活動

担当授業科目（大学）

女性学(実践編), 家族と法, 現代社会と法, 女性と司法, 法律学, 法律学（国際法を含む）, 国際法, 基礎ゼミ, 文献ゼミ, 専攻ゼミ(Ⅰ),
専攻ゼミ(Ⅱ), 卒業論文

担当授業科目（大学院）

優秀論文に選出 2011.3 優秀論文に選ばれ、岡田山論集に掲載予
定。

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

大学院等の進学のための個別指導の実施 2010.7-8 大学院進学、他大学の3年次編入のため
の試験対策および研究計画書作成のアド
バイスを行った。

著書・CD

研究活動

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

学会発表

"CEDAW's Impact on Equality between
Women and Men in Japan"

pp.119-145

学術論文

その他の著作、訳書等

その他の研究発表、演奏

米国内における人身取引対策 神戸女学院大学女性学インスティチュート研究助
成金

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

研究助成金の受給状況

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

体感しよう人身売買シリーズ 内容／人身売買に関する法制度について
解説し、課題を参加者とともに考える。

　人身売買に関する法制度と現状（第3回） 主催／関西学院大学、JNATIP

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

その他社会活動上特記すべき事項

2003.10-現在　人身売買禁止ネットワークで運営委員として活動

1994.12-現在 （財）世界人権問題研究センター・第４部・嘱託研究員

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

2010.7.3-7 GATTW International Members Congress and Conferenceへの参加と日本の人身取引対策の現状に
ついての報告

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要
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対象者

総合文化学科1年次

St. Joseph College of
Commerceの教員1名、学
生3名

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

共 2011.2 勁草書房

共 2010.4- 『インド経済フォーラム』

単共
の別

支給額 支給年度

単 91万円 2010年度

共 65万円 2010年度

単共
の別

年月 場所

国名

インド

就任期間 機関名・委員名・役職名

2010.9.11-22 インド体験学習プログラムの実施

その他社会活動上特記すべき事項

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

学外機関委員等

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

研究助成金の受給状況

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

南インド農村のマイクロファイナンスと女性の政治
意識に関する基礎研究

日本学術振興会研究費補助金若手研究（Ｂ）

南アジア系移民の政治動員における宗教の役割 日本学術振興会研究費補助金基盤研究（Ｂ）

その他の研究発表、演奏

その他の著作、訳書等

南インド政治情勢　寄稿

学術論文

学会発表

研究活動

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

インド民主主義の発展と現実 共編著/広瀬崇子、北川将之、三輪博樹
ほか。pp.13-25。

学生主事（1年次担当） 2010.4-2011.3 履修登録ガイダンス、個別面談、保護者と
の三者面談など。

インド人学生の短期滞在受け入れ 2010.10.25-11.2 京阪神の企業訪問、大学祭での日本文化
紹介、観光名所案内

担当授業科目（大学）

Current Issues in Japan, 自然と人間, 国際関係論, 現代国際社会論, 市民のための現代社会・政治, 人権論, 現代アジア地域研究
(Ⅳ)(南アジア), 質的調査法, 文献ゼミ, 専攻ゼミ(Ⅰ), 専攻ゼミ(Ⅱ), 卒業論文

担当授業科目（大学院）

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

氏名／所属／職名　　　 　　 北川　将之　KITAGAWA　Masayuki / 総合文化学科 / 専任講師

専門分野

政治学, 国際関係論

研究課題

インド民主主義の変容, 在外インド人の市民意識, インド貧困女性の政治参加

教育活動
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対象者

学生

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

単 2011.3.25 カメラータ東京

2010.6.28 帝国ホテル　チャペル

2010.11.12 リーガロイヤルホテル

2010.12.7 帝国ホテル　チャペル

2011.2.6 フェニックスホール

2010.6.23 神戸女学院大学

単共
の別

支給額 支給年度

単 50万円 2010年度

単共
の別

年月 場所

単 2010.9.7 ドルチェアーティストサロ
ン

学術論文

その他の著作、訳書等

曲名/オットテール組曲、グヴァンツ　ソナ
タ　他

専門部会「フルートの歴史」

その他の研究発表、演奏

榎田雅祥フルートリサイタル 主催/帝国ホテル　共演/岡田桐子

概要

公開講座

講座名、講演タイトル

モーツアルト　フルート　協奏曲Jfos（ジャパンフルートオーケストラソサイエ
ティ）

公開レッスンでの指導

社会活動

学会役員名就任期間

学会役員

Jfos（ジャパンフルートオーケストラソサエティ) ・理事

アジア・フルート連盟 ・ 理事

2010.4-2011.3

2010.4-2011.3

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

神戸女学院大学研究所研究助成金"CD 「La Musique de la Belle Epoque pour flute」"

研究助成金の受給状況

助成金タイトル、支給元研究タイトル

フルートの競演

作曲・編曲・振付

主催/リーガロイヤルホテル　共演/谷本華
子　他

バロック演奏会

主催/フェニックスホール　共演/工藤重典
他

学会発表

演奏会・発表会

"I Tre Virutosi" 主催/帝国ホテル　共演/長原幸太　他

フルートの年表の作成 2010年度 フルート年表を作成し、学生のフルートへ
の理解を深めた。

共演/ 蒲生祥子

研究活動

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

著書・CD

CD「La Musique de la Belle Epoque pour
flute」

担当授業科目（大学）

管打合奏(Ⅰ), 管打合奏(Ⅱ), 管打合奏(Ⅲ), 管打合奏(Ⅳ), オーケストラ(Ⅰ), オーケストラ(Ⅱ), オーケストラ(Ⅲ), オーケストラ(Ⅳ), 室
内楽(Ⅰ), 室内楽(Ⅱ), 管楽器Major(Ⅰ), 管楽器Major(Ⅱ), 器楽Minor(フルート)(Ⅰ), 器楽Minor(フルート)(Ⅲ), 器楽Minor(フルー
ト)(Ⅳ)

担当授業科目（大学院）

器楽実技I

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

氏名／所属／職名             榎田　雅祥　ENOKIDA　Masayoshi / 音楽学科 / 教授

専門分野

器楽専攻（フルート）

研究課題

フルートの歴史

教育活動
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共 2010.
9.15-21

トッパンホール

共 2010.10.25 東京オペラシティー

国名

中国

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要

2010.12.17-22 上海音楽大学での演奏及び講演

就任期間

学外機関委員等

その他社会活動上特記すべき事項

2010.12.12　西宮名塩伝道所でのクリスマスコンサート

コンクール等の審査

主催/NHK、毎日新聞

日本音楽コンクール　予選

日本音楽コンクール　本選

主催/NHK、毎日新聞

機関名・委員名・役職名
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対象者

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

単 2010.4.1 カワイ出版

共 2010.8.1 ジョヴァンニ・レコード

共 2010.4.17 大阪市中央公会堂

共 2010.5.9 佐倉市民音楽ホール

共 2010.5.30 京都会館

共 2010.8.8 兵庫県立芸術文化セン
ター　神戸女学院小ホー
ル

共 2010.
8.20,21

日本キリスト改革派 芦屋
教会会堂

共 2010.8.22 長野県県民文化会館大
ホール

共 2010.9.26 浜離宮朝日ホール

共 2010.10.23 愛知県芸術劇場コンサー
トホール

共 2011.2.11 ピフレホール

共 2011.3.27 パルテノン多摩

単 2010.10.17 ミューザ川崎シンフォニー
ホール

氏名／所属／職名             石黒　晶　ISHIGURO　Sayaka / 音楽学科 / 教授

専門分野

作曲

研究課題

教育活動

担当授業科目（大学）

和声学(Ⅰ), 和声学(Ⅲ), 対位法(Ⅰ), 対位法(Ⅱ), 作・編曲基礎実技(Ⅰ), 作・編曲基礎実技（Ⅱ）, D.T.M.基礎演習, 楽器論, 作曲
Minor(Ⅰ), 作曲Minor(Ⅱ)

担当授業科目（大学院）

研究活動

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

*** チャリティ コンサート *** 平和への祈り
Vol.4

主催/江口聡子と西崎節子。曲名/《Edge
on Colors 》、独唱版《ハッシャバイ・ソング
ス》全曲。

学術論文

著書・CD

『女声合唱のための　わらべうたのカタログ』

"CD「コーラスめっせ2010〜水都中之島合
唱フェスティバル」"

共著/石若雅弥、千原英喜ほか。曲名/
《ハッシャバイ・ソングス》から〈イヨンルイ
カ〉、《わらべうたのカタログ》から〈だんだん
うた〉〈であるとあるで〉。

演奏会・発表会

コーラスめっせ2010〜水都中之島合唱フェ
スティバル

主催/コーラスめっせ実行委員会。曲名/
《わらべうたのカタログ》から〈まんだらうた〉
〈はみがきうた〉〈まんじゅう〉〈であるとある
で〉、《ハッシャバイ・ソングス》から〈おんば
えやれや〉〈イヨンルイカ〉。

学会発表

作曲・編曲・振付

オペラ《みすゞ》試演会 曲名/オペラ《みすゞ》第一幕作曲　ピアノ
伴奏版初演。

アンサンブルSZIA　15周年記念コンサート 主催/アンサンブルSZIA。曲名/《わらべう
たのカタログ》。

第33回全日本おかあさんコーラス全国大会 主催/全日本合唱連盟。曲名/《ハッシャバ
イ・ソングス》から〈前奏曲〉〈ややこら眠
れ〉、《わらべうたのカタログ》から〈であると
あるで〉。

第33回神戸教員合唱団定期演奏会 主催/神戸教員合唱団。曲名/《わらべうた
のカタログ》から〈まんだらうた〉。

第33回全日本おかあさんコーラス千葉県大
会

 主催/千葉県合唱連盟。 《ハッシャバイ・
ソングス》から〈ややこら眠れ〉〈おんばえや
れや 〉

女声合唱団コール・ＡＩ第11回定期演奏会 主催/女声合唱団コール・ＡＩ。曲名/《ハッ
シャバイ・ソングス》から〈ややこら眠れ〉〈イ
ヨンルイカ〉。

学習院輔仁会音楽部OB会女声合唱団 第
12回定期演奏会

主催/学習院輔仁会音楽部OB会女声合
唱団。曲名/《ハッシャバイ・ソングス》。

第47回京都合唱祭 主催/京都府合唱連盟。曲名/《沖縄わら
べうた》から〈アカナー〉。

アメリカの美しいハーモニー 主催/トリトンズクワイアー。曲名/《ハッシャ
バイ・ソングス》から〈おんばえやれや〉、〈イ
ヨンルイカ〉。
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単共
の別

支給額 支給年度

単共
の別

年月 場所

共 2010.7.27 和歌山県民文化会館小
ホール

共 2010.9.4 NHK大阪ホール

共 2010.9.5 NHK大阪ホール

国名

その他の研究発表、演奏

研究助成金の受給状況

その他の著作、訳書等

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

コンクール等の審査

公開レッスンでの指導

第23回和歌山県高等学校声楽・ピアノコン
クール　ピアノ部門

主催/和歌山県高等学校教育研究会音楽
部会。

NHK学校音楽コンクール近畿ブロック　中学
校の部

主催/NHK大阪放送局、全日本音楽教育
研究会ほか。

NHK学校音楽コンクール近畿ブロック　小学
校の部、高等学校の部

主催/NHK大阪放送局、全日本音楽教育
研究会ほか。

その他社会活動上特記すべき事項

2006.4-現在 学校法人みどり学園理事（非常勤）

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要
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対象者

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

共 2010.5.4 西宮市甲東ホール

共 2010.5.8 頌栄短期大学ハウ記念
館

共 2010.6.27 近江兄弟社学園ヴォーリ
ズ平和礼拝堂

共 2010.6.29 宝塚ベガホール

共 2010.8.9 いずみホール

共 2010.10.11 神戸文化ホール大ホー
ル

氏名／所属／職名             中村　健　NAKAMURA　Ken / 音楽学科 / 教授

専門分野

指揮, 作曲

年月

研究課題

指揮, 作曲, 19世紀の洋楽導入

教育活動

担当授業科目（大学）

主催/(財)宝塚文化振興財団、神戸女学
院大学音楽学部
共演/神戸女学院大学音楽学部オーケス
トラ、辻井淳、中村公美、金岡怜奈、桑田
みどり
曲目/ロッシーニ：「セヴィリアの理髪師｣序
曲、プッチーニ：歌劇「ラ・ボエーム」より
「「私の名はミミ」「ドンデリ」、ドリーブ：「ラク
メ」より｢鐘の歌」、ボッテジーニ：グラン・
デュオ　【指揮】

キリスト教学校教育連盟創立100周年記念
第53回ヴォーリズ記念音楽会
～ 神戸女学院大学音楽学部オーケストラを
迎えて ～

宝塚ベガホール開館30周年記念
オーケストラがやってきた　Vol.1
第17回神戸女学院大学音楽学部サマーコ
ンサート

主催/グローバルピース
共演/並河真美、松本薫平、田中勉、関
西・・・オーケストラ
曲目/プッチーニ：「トスカ｣抜粋　【指揮】

研究活動

概要

管打合奏(Ⅰ), 管打合奏(Ⅱ), 管打合奏(Ⅲ), 管打合奏(Ⅳ), 合唱(Ⅲ), 合唱(Ⅳ), スコアリーディング, 指揮法, オペラ実習

担当授業科目（大学院）

その他教育活動上特記すべき事項

主催/神戸高等学校OBオーケストラ。　共
演/神戸高校合唱部OB、同OBオーケスト
ラ。
曲目/ベートーヴェン：｢交響曲第9番」
【指揮】

兵庫県立神戸高等学校OBオーケストラ
第10回定期演奏会

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

「グローバルピース」

主催/学校法人近江兄弟社学園、同PTA
共演/神戸女学院大学音楽学部オーケス
トラ、辻井淳、中村公美、金岡怜奈、桑田
みどり、
曲目/ロッシーニ：「セヴィリアの理髪師｣序
曲、プッチーニ：歌劇「ラ・ボエーム」より
「「私の名はミミ」「ドンデリ」、ドリーブ：「ラク
メ」より｢鐘の歌」、ボッテジーニ：グラン・
デュオ、オルチン：「地の上のまことに」
【指揮】

IPD兵庫ゆめ(IPD日本障害者ピアノ指導者
研究会兵庫支部)
第1回「みんなの楽しいコンサート｣

主催/IPD兵庫ゆめ　　共演/中村徹。
曲目/中村徹：「連弾のためのハンガリー舞
曲」　【ピアノ】

著書・CD

学術論文

演奏芸術特論（Ⅰ）, 演奏芸術特論（Ⅱ）, オペラ特別実習Ⅱ, オーケストラ特別実習（Ⅰ）

学会発表

演奏会・発表会

頌栄同窓会2010年度勉強会
「音楽の喜び｣　― 高機能自閉症の場合 ―

主催/頌栄同窓会　　共演/中村徹。
曲目/フォーレ：「ドリー」より、チャイコフス
キー：「くるみ割り人形」より「序曲」「花のワ
ルツ」、中村徹：「連弾のためのハンガリー
舞曲」「連弾のためのスケルツォ」他　【講
演・ピアノ】
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2010.11.15 神戸市総合教育センター
10階大ホール

共 2010.11.20 呉市文化ホール

共 2010.11.21 三原市芸術文化センター
ポポロホール

共 2010.11.23 アステールプラザ 大ホー
ル

共 2010.12.5 兵庫県立芸術文化セン
ター　KOBELCO（コベル
コ）大ホール

共 2011.2.5
2011.2.6

(財)尼崎市総合文化セン
ター
アルカイックホール大
ホール

共 2011.3.1 神戸市立青陽東特別支
援学校講堂

共 2011.3.5 加古川市立綾南公民館

共 2011.3.15 たつの市ときめきセンター

共 2010.6.27 近江兄弟社学園ヴォーリ
ズ平和礼拝堂

共 2010.11.20 呉市文化ホール

共 2010.11.21 三原市芸術文化センター
ポポロホール

共 2010.11.23 アステールプラザ 大ホー
ル

平成22年度　神戸市小学校PTA連合会
リーダー研修会
「自閉症のピアニスト・徹（てつ）さんと家族の
歩みから」

神戸市立青陽東特別支援学校　音楽会
「自閉症スペクトラムのある徹(てつ)君と家族
の歩みから」　 ～ お話とミニ･コンサート ～

「自閉症スペクトラムのある徹(てつ)君と家族
の歩みから」　 ～ 講演とミニ･コンサート ～

「ペールギュント」

主催/学校法人近江兄弟社学園、同PTA

讃美歌(昭和29年版)第236番「地の上にま
ことの」　のオーケストラ編曲

キリスト教学校教育連盟創立100周年記念
第53回ヴォーリズ記念音楽会
～ 神戸女学院大学音楽学部オーケストラを
迎えて ～

「ペールギュント」 同上　再演

じゃがいもキャンパス 講座6
「心通わせたピアノの連弾を！」

主催/神戸市立青陽東特別支援学校
共演/中村徹。　曲目/モーツァルト/アイ
ネ･クライネ･ナハトムジークより、フォーレ：
「ドリー」より、ジョプリン：「ラグタイム・ダン
ス」、中村徹：「連弾のためのハンガリー舞
曲」 他　【講演・ピアノ】

主催/知的障がいを持つ人の余暇活動を
サポートする会。共演/中村徹。曲目/モー
ツァルト/アイネ･クライネ･ナハトムジークよ
り、フォーレ：「ドリー」、チャイコフスキー：
「花のワルツ」、中村徹：「連弾のためのハ
ンガリー舞曲」 他　【講演・ピアノ】

主催/じゃがいもキャンパス。共演/中村
徹。　曲目/モーツァルト/チャイコフス
キー：「序曲」「花のワルツ」、、フォーレ：「ド
リー」、中村徹：「連弾のためのハンガリー
舞曲」「新世界のナベアツ」、未知瑠：
「Harvest Dance｣(委嘱初演) 他【講演・ピ
アノ】

作曲・編曲・振付

グリーク：「ペールギュント｣(戯曲阪)の室内
オーケストラへの編曲　初演

「ペールギュント」 同上　再演

主催/ニュー･オペラシアター神戸、(財)尼
崎市総合文化センター。共演/吉田早夜
華、福永修子、井原広樹、ザ・カレッジ・オ
ペラハウス管弦楽団。　【指揮】

宝くじ文化公演 「ペールギュント」 主催/三原市、三原市教育委員会、広島
県、(財)自治総合センター
共演/劇団｢目覚時計｣、稲垣美穂子、宇
治川まさなり、マイハート室内オーケスト
ラ。
演目/イプセン、グリーク：「ペールギュント
(戯曲版)｣　　　【指揮】

「ペールギュント」

ニュー･オペラシアター神戸
　第30回記念オペラ公演
　　「ヘンゼルとグレーテル」

主催/NPO法人青少年の心を育てる会
共演/劇団｢目覚時計｣、稲垣美穂子、宇
治川まさなり、マイハート室内オーケスト
ラ。
演目/イプセン、グリーク：「ペールギュント
(戯曲版)｣　　　【指揮】

主催/神戸女学院大学音楽学部
共演/神戸女学院大学音楽学部、斉藤言
子、西明美、清水徹太郎、伊藤正
曲目/リスト：交響し「前奏曲」、ベートー
ヴェン：「交響曲第9番"合唱付"」　【指揮】

神戸女学院創立135周年記念
神戸女学院大学音楽学部定期演奏会

宝くじ文化公演 「ペールギュント」 主催/呉市教育委員会、呉市文化振興財
団、広島県、(財)自治総合センター
共演/劇団｢目覚時計｣、稲垣美穂子、宇
治川まさなり、マイハート室内オーケスト
ラ。
演目/イプセン、グリーク：「ペールギュント
(戯曲版)｣　　　【指揮】

主催/神戸市小学校PTA連合会
共演/中村徹。
演奏/ドビュッシー：「小組曲」より、 フォー
レ：「ドリー」、 チャイコフスキー：「花のワル
ツ」、中村徹：｢連弾のためのウィンナワル
ツ｣(初演) 他　　【講演・ピアノ】
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2011.1.9 いずみホール

共 2010.12.17 神戸女学院講堂

共 2010.12.17 神戸女学院講堂

共 2011.2.10 神戸女学院講堂

単共
の別

支給額 支給年度

単共
の別

年月 場所

2010.6.12 伊丹市立文化会館いた
みホール

2010.8.18 紀南文化会館

2010.8.19 紀南文化会館

国名

ニューイヤー・ゴールデン・コンサート
～心躍るオペレッタとミュージカルの世界～

主催/関西二期会。演奏/斉藤言子、馬場
清孝、今岡淑子。曲名/レハール：「パガ
ニーニ」より”Niemand liebt Ddich so wie
ich”の日本語訳詩、編曲

その他の研究発表、演奏

神戸女学院大学クリスマス礼拝

研究助成金の受給状況

助成金タイトル、支給元

神戸女学院クリスマス礼拝 主催/神戸女学院。　共演/神戸女学院大
学中等部、同高等学部、同大学音楽学
部、斉藤言子　曲目/チャイコフスキー:｢く
るみ割り人形」より、クリスマスキャロル他
【編曲・指揮】

その他研究活動上特記すべき事項

社会活動
学会役員

就任期間

主催/神戸女学院大学。　共演/神戸女学
院大学中等部、同高等学部、同大学音楽
学部、斉藤言子　曲目/チャイコフスキー:｢
くるみ割り人形」より、クリスマスキャロル他
【編曲・指揮】

研究タイトル

その他の著作、訳書等

神戸女学院大学音楽学部「オペラ実習｣履
修生によるオペラ公演

モーツァルト：「フィガロの結婚」抜粋
共演/「オペラ実習」履修生、同スタッフ
【指揮・チェンバロ】

概要

コンクール等の審査

年月 概要

概要

その他社会活動上特記すべき事項

2010.7.10 雲雀丘学園高等学校 「１ Day College」 講師　「指揮法入門」　講義(2回)

学会役員名

第33回全日本おかあさんコーラス関西支部
兵庫大会

主催/兵庫県合唱連盟

公開講座

講座名、講演タイトル

期間

NHK全国学校音楽コンクール和歌山県大
会 小・中学校の部

主催/NHK

公開レッスンでの指導

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

2010.4-現在  障害者施設、特別支援学校、市民講座などにおける自閉症に関わる講演・演奏活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

海外での活動

NHK全国学校音楽コンクール和歌山県大
会　高等学校の部

主催/NHK
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対象者

学生

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

2010.12.5 兵庫芸術文化センター
大ホール

単共
の別

支給額 支給年度

単共
の別

年月 場所

2010.7.24 大雪クリスタルホール

2010.
9.1,2,3

ザ・フェニックスホール

2010.10.24 ザ・フェニックスホール

演奏芸術特論Ⅰ, 演奏芸術特論Ⅱ, 声楽実技Ⅰ

氏名／所属／職名　　　　　西　明美　NISHI　Akemi / 音楽学科 / 教授

専門分野

声楽

研究課題

イタリアバロックの歌い方

教育活動

担当授業科目（大学）

オペラ実習, 対話‐音楽から広がる知の世界, 日本歌曲唱法, 声楽Second Major(Ⅰ), 声楽Minor(Ⅰ), 声楽Minor(Ⅱ), 声楽Minor(Ⅲ),
声楽Major(Ⅰ), 声楽Major(Ⅱ)

担当授業科目（大学院）

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

学生の悩みを聞いています。レッスンの事、
集団授業の事など

研究活動

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

学会発表

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

著書・CD

学術論文

演奏会・発表会

定期演奏会 神戸女学院大学音楽学科　ベートーヴェ
ン「第九」交響曲

作曲・編曲・振付

その他の研究発表、演奏

公開レッスンでの指導

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

研究助成金の受給状況

助成金タイトル、支給元研究タイトル

学会役員名就任期間

学会役員

社会活動

コンクール審査：全日本音楽コンクール　本
選

主催／毎日新聞社

主催／毎日新聞社

コンクール審査：旭川新人演奏会

コンクール審査：全日本音楽コンクール　予
選

概要

公開講座

講座名、講演タイトル

機関名・委員名・役職名就任期間

学外機関委員等

その他の著作、訳書等

コンクール等の審査
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国名

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要

その他社会活動上特記すべき事項
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対象者

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

共 2010.8.21 宝塚ベガホール

単 2010.10.13 いずみホール

共 2010.11.11 浪速少年院

共 2010.11.19 ベガホール

共 2010.11.24 ロイヤルホテル

共 2010.11.27 異人館

共 2010.12.5 兵庫県芸術文化センター
大ホール

共 2010.12.22 神戸文化会館大ホール

共 2011.1.9 いずみホール

単 2011.2.11 ゆやホール

単 2010.4.16 神戸女学院講堂

単 2010.5.26 神戸女学院講堂

単 2010.12.10 神戸女学院講堂

単 2010.12.17 神戸女学院講堂

単 2011.2.18 リッツ・カールトンホテル

（プロデュース）日本歌曲の流れ 主催/関西二期会　曲目/日本歌曲（山田
耕筰、大中恩、中田喜直、団伊玖磨、別宮
貞雄　他）

主催/斉藤言子　歌曲とオペラアリア（イタリ
ア、ドイツ、フランス）

（プロデュース）新春コンサート

主催/神戸山手女子高校　曲目/ヘンデル
「メサイア」ソプラノソロ

ニューイヤーゴールデンコンサート 主催/関西二期会　曲目/レハール「パガ
ニーニ」より（誰よりも君を愛す）　ロジャー
ス「サウンド・オブ・ミュージック」より（すべて
の山に登れ）ほか

温情会後期定例総会 曲目/「サウンド・オブ・ミュージック」（すべ
ての山に登れ）、川の流れのように

曲目/クリスマス賛美歌

神戸女学院クリスマス礼拝 曲目/世界中で一番すてきなお誕生日、メ
リー・クリスマスの日

その他の著作、訳書等

さんびかを歌おう 曲目/賛美歌21

神戸女学院院長就任式

その他の研究発表、演奏

曲目/Ｒ．シュトラウス「私の愛する人よ」

キャロルを歌おう

神戸山手女子高校音楽科定期演奏会

作曲・編曲・振付

主催/宝塚市文化振興財団　曲名/プッ
チーニ「蝶々夫人」より（・ある晴れた日に
・花の二重唱　ほか）

管内少年コーラス大会 主催/大阪矯正管区　曲名/秋の歌メド
レー

久志会コンサート 主催/久志会　曲目/プッチーニ「トスカ」よ
り（歌に生き恋に生き　ほか）

主催/門下生　曲目/プッチーニ「蝶々夫
人」花の二重唱

岡田晴美演奏活動６０周年祝賀会

神戸女学院大学音楽学部定期演奏会 主催/神戸女学院大学音楽学部　曲目/
ベートーベン「第九交響曲」ソプラノソロ

演奏会・発表会

世界三大オペラの夕べ

学会発表

主催/宝塚演奏家連盟　曲目　ラフマニノ
フ他

（プロデュース）素晴らしき音楽仲間たち

担当授業科目（大学）

学術論文

研究活動

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

高校や地域、市民講座などでの講演、公開
レッスンなど

氏名／所属／職名　　　　　斉藤　言子　SAITO　Kotoko / 音楽学科 / 教授

専門分野

声楽

オペラ, 歌曲, 宗教曲

研究課題

教育活動

キャリアを考える（人生編）, キャリアを考える（仕事編）, 音楽科教育法Ⅱ, 教育実習Ⅰ, 声楽Major(Ⅰ), 声楽Major(Ⅱ), 声楽
Major(Ⅲ), 声楽Major(Ⅳ)

担当授業科目（大学院）

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要
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単共
の別

支給額 支給年度

単共
の別

年月 場所

単 2010.9.14 神戸女学院音楽学部合
奏室

単 2010.9.21 神戸女学院音楽学部合
奏室

共 2010.5.9 和歌山県文化会館大
ホール

共 2010.5.30 相愛学園講堂

共 2010.6.12 宝塚ベガホール

共 2010.6.13 宝塚ベガホール

共 2010.6.21 宝塚ベガホール

共 2010.7.4 和歌山県文化会館大
ホール

共 2010.7.22 兵庫県芸術文化センター

共 2010.7.23 アイフォニックホール

共 2010.7.26 和歌山市民会館

共 2010.7.28 うはらホール

共 2010.8.15 和歌山市民会館

共 2010.8.20 高松テルサ

共 2010.8.24 神戸女学院講堂

共 2010.9.4 NHKホール

共 2010.9.5 NHKホール

共 2010.10.10 村松リサイタルホール

共 2010.10.11 高槻芸術劇場

共 2010.11.11 浪速少年院

共 2010.6.4 城北学習センター

共 2010.7.2 城北学習センター

共 2010.8.6 三木協同学苑

共 2010.8.9 城北学習センター

共 2010.12.23 ピッコロシアター

共 2011.2.19 ピッコロシアター

共 2011.3.13 グリーンホール

共 2011.3.16 グリーンホール

共 2011.3.19 ピッコロシアター

共 2011.3.26 ピッコロシアター

オペラスタジオ本科研修生オペラ試演会審
査

関西二期会

オペラスタジオ本科研修生ソロ試験審査 関西二期会

オペラスタジオ本科修了オペラ公演審査 関西二期会

オペラスタジオ入所試験 関西二期会

オペラスタジオ入所試験 関西二期会

オペラスタジオ予科ソロ試験 関西二期会

オペラ「つばめ（プッチーニ）」キャストオー
ディション

関西二期会

オペラ「つばめ（プッチーニ）」キャスト再オー
ディション

関西二期会

オペラ「フィガロの結婚（モーツアルト）」キャ
ストオーディション

関西二期会

オペラスタジオ研修生オペラ試演会審査 関西二期会

大阪国際音楽協会

（関西二期会）

大阪国際音楽コンクール（ファイナル） 大阪国際音楽協会

大阪国際音楽コンクール（グランドファイナ
ル）

大阪国際音楽協会

管内少年コーラス大会 大阪矯正管区

和歌山県教育委員会

ＮＨＫ全国音楽コンクール（小学校、高等学
校の部）

ＮＨＫ放送局

香川音楽連盟香川音楽コンクール

大阪国際音楽コンクール

読売新聞、日伊協会

東京国際声楽コンクール 東京国際芸術協会

兵庫県独唱独奏コンクール 兵庫県高等学校教育研究会音楽部会

ＮＨＫ全国音楽コンクール（中学校の部） ＮＨＫ放送局

日本演奏家コンクール 日本演奏家連盟

和歌山県高校独唱コンクール

大阪国際音楽コンクール

コンクール等の審査

ベガ国際コンクール 宝塚文化振興財団

関西二期会オペラスタジオ公開レッスン 曲目/イタリア歌曲（マスカーニ、ヴェル
ディ、ベッリーニ、レスピーギ）

大阪国際音楽協会

和歌山県新人演奏会審査 和歌山文化振興財団

和歌山県新人演奏会オーディション 主催/和歌山県文化振興財団

日伊コンコルソ

ベガ国際コンクール 宝塚文化振興財団

ベガ国際コンクール本選会 宝塚文化振興財団

公開レッスンでの指導

関西二期会オペラスタジオ公開レッスン 曲目/イタリア歌曲（マスカーニ、ヴェル
ディ、ベッリーニ、レスピーギ）

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

助成金タイトル、支給元研究タイトル

研究助成金の受給状況
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国名期間 概要

その他社会活動上特記すべき事項

～現在　　少年院コーラス大会審査、及び、演奏

～現在 ベガコンクール運営理事

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

～現在 関西二期会オペラ愛好会評議員

～現在 和歌山文化事業アドヴァイザー

～現在 宝塚演奏家連盟運営委員

～現在 関西二期会理事

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名
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対象者

音楽学部学生・卒業生・
教員・一般

室内楽クラス受講者
（教員、室内楽要員と共
に）

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

共 2010.5.16 NHK大阪

共 2010.6.10 岸和田グランドホール

共 2010.7.19 泉佐野市泉の森ホール

共 2011.2.10 京都市立明親小学校講
堂

共 2011.3.12 神戸女学院めじラウンジ

共 2010.5.26 神戸女学院講堂

共 2010.6.11 神戸女学院講堂

単共
の別

支給額 支給年度

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

研究助成金の受給状況

その他の著作、訳書等

院長就任式 共演/齋藤言子/レオンカバッロ「来ておく
れ、私の愛する人よ」

研究所講演会「シューマン生誕200年を記念
して」

主催/神戸女学院大学研究所/共演/辻井
淳、林裕/ シューマン「子供の情景」「ピア
ノトリオ第１番」

作曲・編曲・振付

その他の研究発表、演奏

明親小学校 創立150周年 記念演奏会 主催/明親小学校/共演/中西奏/モーツァ
ルト「トルコ行進曲」、モンティ「チャルダー
シュ」他

佐々由佳里 室内楽シリーズVol.1 佐々由佳
里＆アドリアン ヤンケ デュオリサイタル

共演/アドリアン ヤンケ、大堀由美子/スカ
ルラッティ「3つのソナタ」、ベートーヴェン
「チェロソナタ第4番」、ドヴォルザーク「ドゥ
ムキー」　他

岸優会コンサート～新緑によせて～ 主催/岸和田納税協会。共演/辻井淳、林
裕/シューマン「子供の情景」「ピアノトリオ」
他

トリオ フォンターナ＋ルガーノカルテット 主催/泉佐野ロータリークラブ/共演/ル
ガーノカルテット/ショパン「ピアノトリオg-
moll」他

学会発表

演奏会・発表会

NHK「歴史秘話ヒストリア」収録 久野久子役のピアノ演奏シーン手元収録/
ベートーヴェン「悲愴」「熱情」「月光」より

学術論文

研究活動

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

モーツァルテウム音楽大学より作曲教授Mü
llenbach氏を招聘

2010.10.13-14 ｲﾝﾌﾟﾛｳﾞｨｾﾞｰｼｮﾝﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ、MC学生公開
レッスン、Müllenbach作品の紹介、Debussy
ピアノ作品の公開講座等を開催

室内楽クラス合同発表会「室内楽の愉しみ」
を開催

2011.2.18 ピアノトリオ、ピアノ重奏、フルートアンサン
ブルの演奏

担当授業科目（大学院）

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

音色とタッチの関わりについて, 2010年生誕200年を迎えるシューマン、ショパンの作品

教育活動

担当授業科目（大学）

室内楽(Ⅰ), 室内楽(Ⅱ), ピアノMinor(Ⅰ), ピアノMinor(Ⅳ), ピアノMajor(Ⅰ), ピアノMajor(Ⅱ), ピアノMajor(Ⅲ), ピアノMajor(Ⅳ)

氏名／所属／職名             佐々　由佳里　SASSA　Yukari / 音楽学科 / 教授

専門分野

ピアノ

研究課題
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単共
の別

年月 場所

単 2010.9.27 JTBカルチャーサロン梅
田

単 2010.12.4 JTBカルチャーサロン梅
田

共 2011.3.5 千里ヤマハホール

共 2010.5.29 泉佐野市立泉の森ホー
ル

共 2010.8.15 和歌山市民会館

共 2010.9.25 高松テルサ

共 2010.10.3 摂津市民ホール

共 2010.10.4 摂津市民ホール

共 2010.10.5 摂津市民ホール

共 2010.11.7 摂津市民ホール

共 2010.11.20 神戸女学院大学音楽館
ホール

共 2010.11.21 神戸女学院大学音楽館
ホール

共 2010.11.29 泉佐野市立泉の森ホー
ル

共 2010.12.19 明石市立西部市民会館

共 2010.12.23 枚方市民会館大ホール

共 2011.3.19 岸和田市立マドカホール

国名

オーストリ
ア

オーストリ
ア

オーストリ
ア

2010.11.26 モーツァルテウム音楽大学とインターネット会議システムを使ったピアノ特別レッスントライアルを実施。
（国内で作業）

2010.4.19 モーツァルテウム音楽大学とインターネット会議システムを使ったオーディション実施（夏期国際アカデ
ミー推薦学生の実技審査）（国内で作業）

2010.8.20-30 モーツァルテウム音楽大学の夏期国際アカデミー視察。夏期国際アカデミーディレクター、Müllenbach
教授、国際交流センターディレクター、Roczek教授と面会。

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要

2010.4-2011.3 日本ピアノ教育連盟関西支部運営委員

その他社会活動上特記すべき事項

2010.4-2011.3 岸和田文化財団評議員

2010.4-2011.3 岸和田文化事業協会理事

コンクール審査:　マドカプレミアムフレッシュ
コンサート

主催/岸和田文化事業協会

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

コンクール審査:　第23回スガナミピアノフェ
スティバルファイナルコンサート

主催/スガナミ楽器

コンクール審査:　第23回ピアノフェスティバ
ル本選会

主催/大東楽器

コンクール審査：日本ピアノ教育連盟オー
ディション

主催/日本ピアノ教育連盟

コンクール審査:　泉の森フレッシュコンサー
トオーディション本選

主催/泉佐野文化振興財団

コンクール審査：摂津音楽祭本選 主催/摂津市施設管理公社

コンクール審査：日本ピアノ教育連盟オー
ディション

主催/日本ピアノ教育連盟

コンクール審査：摂津音楽祭予選 主催/摂津市施設管理公社

コンクール審査：摂津音楽祭予選 主催/摂津市施設管理公社

コンクール審査:　香川ジュニア音楽コンクー
ル

主催/

コンクール審査: 摂津音楽祭予選 主催/摂津市施設管理公社

コンクール審査:　泉の森フレッシュコンサー
トオーディション

主催/泉佐野文化振興財団

コンクール審査: 大阪国際コンクール地区予
選

主催/大阪国際コンクール

公開レッスンでの指導

日本ピアノ教育連盟ピアノオーディション
本選出場者の為の試演会　アドヴァイザー

曲名/ベートーヴェン「ロンド」、シューマン
「ウィーンの謝肉祭の道化」　他

コンクール等の審査

JTBカルチャーサロン「ショパン生誕200年」 内容/お話とピアノ演奏/主催/JTBカル
チャーサロン

JTBカルチャーサロン「シューマン生誕200
年」

内容/お話とピアノ演奏/主催/JTBカル
チャーサロン

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

学会役員

就任期間 学会役員名

社会活動
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対象者

音楽学部学生

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

2010.10.16 女学院講堂

2010.11.3 女学院めじラウンジ

2010.10.13 いづみホール

単共
の別

支給額 支給年度

単共
の別

年月 場所

その他社会活動上特記すべき事項

にしきた街舞台推進会議役員

西宮大学交流協議会監査委員

学術論文

その他の著作、訳書等

歌曲【落葉のやうに」再演関西二期会日本歌曲コンサート

作曲・編曲・振付

演奏会・発表会

2010.4.1-2011.3.31

機関名・委員名・役職名

三音楽大学による戦略的大学連携支援プログラム委員

就任期間

2010.4.1-2011.3.31

学外機関委員等

コンクール等の審査

公開講座

講座名、講演タイトル

その他研究活動上特記すべき事項

概要

社会活動

学会役員名就任期間

学会役員

公開レッスンでの指導

年月 概要

その他の研究発表、演奏

助成金タイトル、支給元研究タイトル

小倉末子コンサート 小倉末子委員会

研究助成金の受給状況

三音楽大コンサート 戦略的大学連携支援プログラム

学会発表

研究活動

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

著書・CD

年月 概要

氏名／所属／職名             澤内　崇　SAWAUCHI　Takashi / 音楽学科 / 教授

専門分野

作曲, 音楽理論, ソルフェージュ

研究課題

アウトリーチ・クリスマスコンサート関連 2010.10.2 アウトリーチ音楽会出演者への指導

教育活動

担当授業科目（大学）

対話‐音楽から広がる知の世界, ソルフェージュ(Ⅰ), 和声学(Ⅰ), 和声学(Ⅱ), 和声学(Ⅲ), 楽曲研究(近代), 作・編曲基礎実技(Ⅰ),
楽式論, 作曲実技, 作曲Minor(Ⅰ), 作曲Minor(Ⅱ)

担当授業科目（大学院）

その他教育活動上特記すべき事項
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国名

オーストリ
ア

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

提携校ザルツブルグ・モーツアルテウム音大とのＴＶオーディション

期間 概要
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対象者

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

単 2010.10.14 芦屋ルナホール

単 2011.3.5 光が丘IMAホール

単 2011.3.8-9 神戸朝日ホール

単 2011.3.12 和歌山市民会館

単 2010.10.14 芦屋ルナホール

単 2011.3.5 光が丘IMAホール

単 2011.3.8-9 神戸朝日ホール

単 2011.3.12 和歌山市民会館

単共
の別

支給額 支給年度

単共
の別

年月 場所

公開レッスンでの指導

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

研究助成金の受給状況

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

音楽学部音楽学科舞踊専攻特別公演 　　　　　〃

その他の研究発表、演奏

その他の著作、訳書等

作曲・編曲・振付

音楽学部音楽学科舞踊専攻第2回卒業公
演

Glass work, Foliage

音楽学部音楽学科舞踊専攻東京公演 Here we are, The naked truth, Absence of
story

音楽学部音楽学科舞踊専攻第5回公演 　　　　　〃

音楽学部音楽学科舞踊専攻東京公演

音楽学部音楽学科舞踊専攻第5回公演

音楽学部音楽学科舞踊専攻特別公演

学会発表

演奏会・発表会

音楽学部音楽学科舞踊専攻第2回卒業公
演

著書・CD

学術論文

研究活動

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

担当授業科目（大学）

対話‐音楽から広がる知の世界, 舞踊レパートリークラス, アナライズクラス(Ⅰ), アナライズクラス(Ⅱ), アナライズクラス(Ⅲ), アナライズク
ラス(Ⅳ), 舞踊レパートリークラス(Ⅰ), 舞踊レパートリークラス(Ⅱ), 卒業公演

担当授業科目（大学院）

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

氏名／所属／職名             島﨑　徹　SHIMAZAKI　Toru / 音楽学科 / 教授

専門分野

舞踊

研究課題

振り付け, 演出

教育活動
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単 2011.2.1-3 ローザンヌボーリュー劇
場

国名

アメリカ

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

2011.2.24-27 Point Park University にて作品BARDO の振付・演出・発表

その他社会活動上特記すべき事項

海外での活動

コンクール等の審査

ローザンヌ国際バレエコンクール
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対象者

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

単 2011.3.22 Veritas　特集

単共
の別

支給額 支給年度

単共
の別

年月 場所

単 2010.5.12 豊岡市岡楽器店

単 2010.5.18 ヤマハ神戸店

単 2010.5.27 ビート楽器

単 2010.6.5 新響楽器オーパスサロン

単 2010.8.19 豊中市アクア音楽室

単 2011.3.6 クレオ大阪中央

第20回兵庫県学生ピアノコンクール課題曲
講座

演奏と講義

公開レッスンでの指導

新響ソナタコンサートのための公開レッスン ハイドン他

才能教育研究会公開レッスン モーツァルト他

バッハ他才能教育研究会公開レッスン

第20回兵庫県学生ピアノコンクール課題曲
講座

演奏と講義

第20回兵庫県学生ピアノコンクール課題曲
講座

演奏と講義

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

～現在 全日本ピアノ教育連盟関西支部運営委員

2008.10-現在 大阪国際コンクール理事

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

年月 概要その他研究活動上特記すべき事項

研究タイトル

研究助成金の受給状況

その他の著作、訳書等

veritas　執筆 「同じ曲でも違う曲？」

助成金タイトル、支給元

作曲・編曲・振付

その他の研究発表、演奏

演奏会・発表会

学会発表

学術論文

研究活動

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

研究課題

教育活動

担当授業科目（大学）

その他教育活動上特記すべき事項

器楽実技II, 指導法研究A, 指導法研究B

年月 概要

氏名／所属／職名　　　　　田中　修二　TANAKA　Shuji / 音楽学科 / 教授

専門分野

ピアノ

ピアノMajor(Ⅰ), ピアノMajor(Ⅱ), ピアノMajor(Ⅲ), ピアノMajor(Ⅳ)

担当授業科目（大学院）
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共 2010.5.23 パルナソスホール

2010.8.11 神戸産業振興センター

2010.8.15 和歌山市民会館小ホー
ル

2010.
9.12,16,17,

18,19
2010.10.24

大阪フェニックスホール

2010.10.6 神戸市うはらホール

2010.10.11 高槻現代劇場

2011.1.10 大阪市弁天町学習セン
ター

2011.
1.22,23

神戸松方ホール

2011.3.25 和歌山県文化会館

2011.3.29 池田市民会館

国名

来音会コンクール 主催/来音会

主催/大阪国際音楽コンクール

主催/大阪国際音楽コンクール

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

その他社会活動上特記すべき事項

2007.6-現在 西宮市大学交流センター市民対象講座委員長

大阪国際音楽コンクールファイナル

才能教育研究会演奏会選抜 主催/才能教育研究会

主催/ヤマハミュージック神戸

全日本学生音楽コンクール 主催/毎日新聞社

大阪国際音楽コンクール

ヤマハＹＰＣ兵庫県大会

コンクール等の審査

姫路パルナソス新人オーディション 主催/姫路市文化振興財団

大阪国際音楽コンクール 主催/大阪国際音楽コンクール

全日本芸術協会コンクール 主催/全日本芸術協会

えーむ研究会エチュード会 主催/えーむ研究会
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対象者

履修生

履修生

全国公共ホール関係者

近隣府県の一般市民（親
子）

履修生

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

単 2011.10.1 神戸女学院「小倉末子
展」実行委員会発行

単 2010.7.20 神戸女学院大学研究所
『神戸女学院大学論集』
第57巻第１号

単 2010.1 神戸女学院史料室『学院
史料』第25巻

単 2011.3 神戸女学院大学女性学
インスティチュート『女性
学評論』第25巻

単 2010.8.12 国際美学会第18回大会、
中国、北京大学

2010.6.24 神戸女学院めじラウンジ

2010.7.3 神戸女学院講堂

2010.11.3 神戸女学院講堂

2010.12.11 神戸女学院講堂

「子どものための七夕コンサート」 制作、指導

「100年前の卒業生：ピアニスト小倉末子の
神戸女学院時代」コンサート

企画、制作、解説、司会

「子どものためのクリスマス・コンサート」 制作、統括

学会発表

Music making in Meiji Era Japan: Musical
activities of a woman missionary, Charlotte
De Forest（1879-1973）

演奏会・発表会

「リード・オルガン修復披露演奏会」 企画、制作、解説、司会

学術論文

「婦人宣教師シャーロット・デフォレストの音
楽活動：オペラ歌手柴田（三浦）環との共演」

「シャーロット・デフォレストの楽譜『ヴァーグ
ナー楽劇選集』（ピアノ独奏用編曲版）」

「ピアニスト小倉末子と大正期の女性運動」

研究活動

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

『100年前の卒業生、ピアニスト小倉末子展』
（図録）

３大学連携授業「ミュージックコミュニケー
ション講座」の企画、運営

2010 インターネットヴィデオ会議システムで３つ
の音楽系大学を繋いで行う授業を企画、
運営、担当し、新たな気づきと学びの機会
を学生に提供した。

「初期神戸女学院」の授業におけるリード・オ
ルガンの演奏会

2010.6.23 本学の歴史的リード・オルガンを修復し、
明治期の教材やリード・オルガンのために
書かれた作品による演奏会を企画・実施し
て、本学の音楽教育史を体験的に学ぶこ
とができる機会を設けた。

「初期神戸女学院」の授業におけるスクエ
ア・ピアノの演奏会

2010.7.1 明治期の本学のレッスン曲を歴史的スクエ
ア・ピアノで演奏するコンサートを企画・実
施することによって、受講の学部生には本
学の音楽教育史を体験的に学ぶ機会を、
大学院音楽研究科生には歴史的な楽器
を演奏する機会を提供した。

「地域創造」フェスティバルにおけるシンポジ
ウムでの教育活動発表

2010.8.4 大学音楽学部と地方公共ホールとの連携
の可能性について発表したことで、翌年度
の連携事業の実現に向けて、福岡県八女
市のホールから具体的な提案があり、学生
の新たな学びの場を得ることができた。

教育活動

３大学連携コンサート「３大学響宴、イメージ
で広がる音楽の世界」

2010.10.16 共通のコンセプトに基づいて３つの音楽系
大学が恊働して一つのコンサートを作り上
げることで、音楽に対する多様なアプロー
チの可能性を学生たちに示すことができ
た。

担当授業科目（大学）

初期神戸女学院, 音楽史(Ⅰ)(諸民族の音楽を含む), ミュージック・コミュニケーション講座, 音楽によるアウトリーチ(講義), 音楽による
アウトリーチ(実習)

担当授業科目（大学院）

副論文制作Ⅰ, 副論文制作Ⅱ, 楽書講読Ⅱ

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

氏名／所属／職名             津上　智実　TSUGAMI　Motomi / 音楽学科 / 教授

専門分野

音楽学

研究課題

ピアニスト小倉末子（1891-1944）の再評価, 初期神戸女学院の音楽教育, 社会における音楽の役割
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単 2010.10.20 音楽館ホール

単 2010.8 『京都音楽家クラブ会報』
第622号

単 2010.10.1 『日本リードオルガン協会
会報』第29号

単 2010.12.6 『日本経済新聞』「文化」
欄

単 2011.1 神戸女学院『学報』第161
号

単 2011.3 『アウトリーチ通信』第17
号

単 2011.3

単共
の別

支給額 支給年度

代 221万円 2010
-2012年度

単 852,233 2010年度

単共
の別

年月 場所

単 2010.6.25 神戸女学院大学

単 2010.7.9 御影高等学校音楽室

単 2010.11.27 神戸女学院講堂

国名

NHK大阪「歴史秘話ヒストリア」番組「ぴあのすとおりい」（2010.8.4全国放映）への情報提供、協力、出演

『キリスト教新聞』記事「神戸女学院のリード・オルガン修復披露演奏会」（2010.12）への取材協力

月刊ゴルフ誌『チョイス』（2011年3月号）記事「日本人初の女性ゴルファーは天才ピアニスト」への取材協力

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

2010.4-2011.3 文部科学省大学設置・学校法人審議会大学設置分科会音楽専門委員

その他社会活動上特記すべき事項

公開レッスンでの指導

コンクール等の審査

女性学インスティチュート連続セミナー「女性
学の25年」第2回講座「女たちの文明開化〜
本邦洋楽史とミッション・スクール〜」

内容／「女たちの文明開化：本邦洋楽史と
ミッション・スクール」

兵庫県立御影高校模擬授業 内容／「日本の洋楽事始め」

神戸女学院公開講座 内容／「神戸女学院の音楽教育とピアニス
ト小倉末子」

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

神戸女学院創立135周年記念「100年前の卒業生：
ピアニスト小倉末子の軌跡」展示目録

神戸女学院大学研究所出版助成金

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

展示「100年前の卒業生：ピアニスト小倉末
子の軌跡」展

2010.10.1-12.23 大正期から昭和戦前期に花形ピアニストとして活躍した小倉末子（本
学27回生）の生涯と音楽活動について、これまでの研究成果を踏まえ
て、実物およびパネル30枚による展示を行った（会場は神戸女学院
大学図書館本館閲覧室）。

「ピアニスト」の誕生を考える：明治末期から昭和初
期の本邦洋琴家事情の解明

日本学術振興会研究費補助金基盤研究（C）

研究助成金の受給状況

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

３大学連携事業報告書「アメリカ出張報告」

新刊紹介：立石浩一訳、エリック・ジョワゼル
著、山口真編著「エリック・ジョワゼル——折り
紙のマジシャン——」

「オーディション制となった『子どものための
クリスマス・コンサート』」

その他の著作、訳書等

「アウトリーチの極意〜人と音楽との間に新
しい架け橋を〜」

「神戸女学院大学のリード・オルガン修復と
その披露演奏会について」

「国際的ピアニストの先駆、100年前に活動、
小倉末子の足跡をたどる」

作曲・編曲・振付

その他の研究発表、演奏

専門部会「ピアニスト小倉末子と神戸女学院
の音楽教育」
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対象者

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

2010.5.16 神戸女学院　講堂

2010.11.3 神戸女学院　講堂

2010.11.19 宝塚ベガホール

2010.6.18 宝塚ホテル

単共
の別

支給額 支給年度

単共
の別

年月 場所

2010.4.3 大阪クレオ大阪東

2010.5.9 灘区民会館マリーホール

2010.7.24 伊丹アイフォニックホール

2010.7.27 滝野社

器楽実技Ⅰ, 室内楽特別実習Ⅰ, 室内楽特別実習Ⅱ

年月 概要

研究課題

ブラームスの室内楽

教育活動

担当授業科目（大学）

ピアノMinor(Ⅱ), ピアノMinor(Ⅲ), ピアノMinor(Ⅳ), ピアノMajor(Ⅰ), ピアノMajor(Ⅱ), ピアノMajor(Ⅲ), ピアノMajor(Ⅳ)

担当授業科目（大学院）

その他教育活動上特記すべき事項

氏名／所属／職名             山上　明美　YAMAGAMI　Akemi / 音楽学科 / 教授

専門分野

シューマンとロマン主義の時代

研究活動

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

著書・CD

学会発表

学術論文

研究助成金の受給状況

日本歌曲「宵待草」　他
Mendelssohn 「歌の翼」

温情会　フルート伴奏

その他の研究発表、演奏

助成金タイトル、支給元研究タイトル

年月 概要その他研究活動上特記すべき事項

社会活動

学会役員名就任期間

学会役員

ショパン国際ピアノコンクールインアジア　組織委員会常任委員全国大会・アジア大会副
実行委員長

2010.4-

(財）日本ピアノ教育連盟　関西支部運営委員

宝塚演奏家連盟　委員

2010.4-

2010.4-

公開レッスンでの指導

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

コンクール等の審査

その他の著作、訳書等

兵庫県学生コンクール　予選 神戸新聞社

作曲・編曲・振付

Tschaikowski Trio Op「すばらしき音楽仲間たち」コンサート

演奏会・発表会

NHK「歴史秘話ヒストリア」収録 Bach, Chopin, List 他

「小倉末子の神戸女学院時代」コンサート Debussy Estampesより Godlieb Last hope
他

カワイコンクール関西地区　本選 カワイ音楽振興会

日本演奏家コンクール　1次予選 日本演奏家協会

日本演奏家コンクール　2次予選 日本演奏家協会
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2010.8.14 兵庫県芸文センター　小

2010.8.17 宝塚ベガホール

2010.8.23 東灘区民会館うはらホー
ル

2010.8.31 横浜みなとみらいホール

2010.10.2 神戸女学院音楽館ホー
ル

2010.10.3 宝塚ベガホール

2010.10.5 兵庫県芸文センター　小

2010.10.11 高槻現代劇場

2010.11.20 ゆやホール

2010.11.21 岡山ルネスホール

2010.11.23 神戸芸術センター

2010.12.4 神戸ヤマハホール

2010.12.19 名古屋電気文化会館

国名

大阪国際コンクール　ファイナル 大阪国際音楽振興会

大阪国際コンクール　グランドファイナル 大阪国際音楽振興会

大坂国際コンクール　地区本選 大阪国際音楽振興会

ベガ学生コンクール　予選

ベガコンクール運営委員長

就任期間

2010.6.5-6, 12-13, 26-27

学外機関委員等

愛知ピアノ研究会

バッハコンクール

愛知ピアノコンクール

ヤマハミュージック

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要

その他社会活動上特記すべき事項

放映2010.8.4 NHK TV「歴史秘話ヒストリア」神戸女学院講堂での収録に対し、ピアノ演奏、楽器のしくみ撮影に出演

機関名・委員名・役職名

ショパン国際ピアノコンクール in Asia ショパン国際ピアノコンクール

ショパン国際ピアノコンクール in Asia ショパン国際ピアノコンクール

ショパン国際ピアノコンクール in Asia ショパン国際ピアノコンクール

宝塚演奏家連盟

ベガ学生コンクール　本選 宝塚演奏家協会

大坂国際コンクール　地区本選 大阪国際音楽振興会

日本演奏家コンクール　東京本選 日本演奏家協会

大坂国際コンクール　ファイナル 大阪国際音楽振興会
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対象者

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

共 2011.3.31 ISODA-TECHNOLOGY

2010.
4.11,18,25,

広島恵みバプテスト教会.
長野バプテスト教会他

2010.5.1-5 東京文化会館他

2010.
5.22, 6.19

佐伯区民文化センター他

2010.6.5 横浜聖公会

2010.
7.19,12.23

洛陽教会

2010.7.26 A&Hホール他

2010.
7.31, 9.26

シンフォニーホール,サン
トリーホール他

2010.8.13 ベガホール

2010.
8.15,16

鹿児島市民文化ホール他

2010.10.1 広島国際会議場

2010.
10.12,17,
18,21,22

東京フォーラム他

2010.
11.20,21,2

呉市文化センター他

2010.12.12 北とぴあ

2010.
12.18,26

近畿大学他

2011.
1.4,5,6,16

兵庫県
芸術文化センター他

2011.2.13,
14,18,27

広島県民文化センター他

主催/フォーラム。共演/。曲名/ドヴォル
ザーク「ルサルカより」他

マイハートコンサート 主催/呉市他。共演/マイハート。曲名/グ
リーグ「ペールギュント」

新日本フィルハーモニー 主催/北とぴあ。共演/北原。曲名/ベー
トーヴェン「第九」他

マイハート弦楽四重奏団 主催/近畿大学他。共演/マイハート。曲名
/コルンゴルト「弦楽四重奏曲第二番」他

新日本フィルハーモニー

アンサンブル･ベガ 主催/宝塚市。共演/宮川彬良。曲名/パ
ガニーニ「キャプリス24」他。

アンサンブル･ベガ 主催/鹿児島市他。共演/宮川彬良。曲名
/パガニーニ「キャプリス24」他。

マイハートコンサート 主催/広島市。共演/マイハート。曲名/
モーツアルト「ヴァイオリン協奏曲第二番」
他

マイハート弦楽四重奏団 主催/広島市。共演/マイハート。曲名/コ
ルンゴルト「弦楽四重奏曲第二番」他

京都バッハゾリステン 主催/京都バッハゾリステン。共演/福永。
曲名/バッハ「カンタータ集」他

辻井淳ヴァイオリンリサイタル 主催/A&Hホール。共演/藤井。曲名/ブ
ルッフ「ロマンス」他

主催/横浜聖公会。共演/森園&宇田川。
曲名/ロッシーニ「ソナタ集」他

演奏会・発表会

ヴィルトウオーゾオーケストラ 主催/NTTDATA他。共演/大友直人。曲
名/ドボルザーク「新世界」他

室内楽コンサート

辻井淳ヴァイオリンコンサート 主催/各教会。共演/森本。曲名/ブルッフ
「ロマンス」他

学会発表

アンサンブル･ベガ 主催/幸田町。共演/宮川彬良。曲名/ブリ
テン「シンプルシンフォニー」他。

ＣＤ「Goldmark Ballade」（ヴァイオリン小品
集）

辻井淳、藤井由美

研究活動

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

室内楽特別実習Ⅰ

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

学術論文

氏名／所属／職名　　　　　辻井　淳　TSUJII　Jun / 音楽学科 / 准教授

専門分野

ヴァイオリン

研究課題

からだと楽器の一体化について, アンサンブルの極意, CD録音

オーケストラ(Ⅰ), オーケストラ(Ⅱ), オーケストラ(Ⅲ), オーケストラ(Ⅳ), 室内楽(Ⅰ), 室内楽(Ⅱ), 弦楽合奏(Ⅱ), 弦楽合奏(Ⅲ), 弦楽合
奏(Ⅳ), 器楽Minor(ヴァイオリン)(Ⅰ), 器楽Minor(ヴァイオリン)(Ⅲ), 器楽Minor(ヴァイオリン)(Ⅳ)

担当授業科目（大学院）

教育活動

担当授業科目（大学）

アンサンブル･ベガ 主催/兵庫県。共演/宮川彬良。曲名/ブリ
テン「シンプルシンフォニー」他。

マイハート弦楽四重奏団 主催/Balcom広島。共演/マイハート。曲名
/コルンゴルト「弦楽四重奏曲第二番」他
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2011.3.21 三重県文化センター

2011.3.27 京都コンサートホール

単共
の別

支給額 支給年度

共 50万円 2010
-2011年度

単共
の別

年月 場所

国名

京都バッハゾリステン

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要

その他社会活動上特記すべき事項

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

コンクール等の審査

公開レッスンでの指導

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

ＣＤ「Goldmark Ballade」（ヴァイオリン小品集） 神戸女学院大学研究所体育芸術活動助成金

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

その他の著作、訳書等

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

研究助成金の受給状況

その他の研究発表、演奏

作曲・編曲・振付

主催/京都バッハゾリステン。共演/福永。
曲名/バッハ「マタイ受難曲」

新日本フィルハーモニー 主催/三重県。共演/下野。曲名/ベートー
ヴェン「運命」他
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対象者

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

単 2010.5.13 マレキアーレ（浜松）

単 2010.5.19 ザ、フェニックスホール

単 2010.5.21 石川県立音楽堂

2010.6.14 西宮市民会館アミティー

単 2010.7.11 二宮ラディアンホール

共 2010.9.8 ザ、シンフォニーホール

共 2010.9.11 オークホール

単 2010.9.22 マレキアーレ（浜松）

2010.9.24 神戸新聞松方ホール

共 2010.10.30 エプタザール

共 2010.10.31 ティアラこうとう　大ホール

共 2010.11.3 浜離宮朝日ホール

共 2010.11.5 東京

共 2011.1.6 浜離宮朝日ホール

単 2011.2.14 周東パストラルホール

共 2011.3.15 王子ホール

共 2011.3.20 京都府立府民ホール　ア
ルティー

教育活動

担当授業科目（大学）

対話‐音楽から広がる知の世界, リサイタル(Ⅰ), リサイタル(Ⅱ), リサイタル(Ⅲ), ピアノMinor(Ⅰ), ピアノMinor(Ⅱ), ピアノMinor(Ⅲ),  ピ
アノMinor(Ⅳ), ピアノSecond Major(Ⅱ), ピアノMajor(Ⅰ), ピアノMajor(Ⅱ), ピアノMajor(Ⅲ), ピアノMajor(Ⅳ)

担当授業科目（大学院）

研究活動

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

氏名／所属／職名             岡田　将　OKADA　Masaru / 音楽学科 / 専任講師

専門分野

ピアノ

研究課題

二重奏　ブラームス　ヴァイオリンとピアノの
為のソナタ全集

共演　玉井　菜採
Brahms

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

副専攻特別実習

学会発表

Duo　リサイタル

ファンドレイジング　コンサート 共演/五嶋　龍、村治　奏一
Mendelssohn , Scarlatti , Chausson ,
Ravel

岡田　将　バレンタイン　ピアノ　リサイタル Beethoven , Schumann , Liszt

演奏会・発表会

岡田　将　ピアノリサイタル Beethoven , Schubert , Brahms

作曲・編曲・振付

Brahms 3 Violinsonate玉井菜採　ヴァイオリンリサイタル

学術論文

オークホール音楽会 共演/九州交響楽団
Tchaikovsky　Klavierkonzert  Nr.1  Op.23

Duo　リサイタル

岡田　将　ピアノリサイタル

著書・CD

その他の研究発表、演奏

共演　Lluis Claret Vc.　上田　希Cl.
 Beethoven , Brahms Op.114 , Schumann
Op.102 , Chopin

Closed Concert 共演/Lluis Claret Vc.
 Bach , Granados

大阪クラシック 共演/大植英次、伊藤　恵、野原　みどり
Stravinsky、Horst

Beethoven , Schubert , Brahms

岡田　将　ピアノリサイタル Beethoven , Schubert , Brahms

音楽観賞会（神戸女学院中高部） 共演　大阪フィルハーモニー交響楽団
Rachmaninoff  Op.43

Beethoven , Schumann , Liszt , Chopin岡田　将　ピアノリサイタル

岡田　将　ピアノリサイタル All Chopin Program

ショパン生誕200年記念　“ショパンを弾く”

共演/Lluis Claret Vc.
Beethoven , Brahms Op.114 , Schumann
Op.102 , Chopin

かもめ管弦楽団定期演奏会

All Chopin Program

共演　かもめ管弦楽団
Rachmaninoff 　Klavierkonzert Nr.2
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単共
の別

支給額 支給年度

単共
の別

年月 場所

2010.9.12,
16,17,18,

19

2010.
10.9-11

2010.10.24

国名

研究タイトル

研究助成金の受給状況

助成金タイトル、支給元

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

公開講座

講座名、講演タイトル

社会活動

学会役員名就任期間

学会役員

コンクール等の審査

概要

公開レッスンでの指導

就任期間

学外機関委員等

全日本学生音楽コンクール　ピアノ部門　大
阪大会　予選会

フッペル鳥栖ピアノコンクール

全日本学生音楽コンクール　大阪大会　ピ
アノ部門　本選会

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要

その他社会活動上特記すべき事項

機関名・委員名・役職名

その他の著作、訳書等
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対象者

音楽学部舞踊専攻

全学

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

単共
の別

支給額 支給年度

単共
の別

年月 場所

国名

アメリカ

研究課題

授業支援システム, マルチメディア教材開発

教育活動

担当授業科目（大学）

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

文系のための数学入門, 情報科学基礎演習, 情報科学入門, 情報科学演習, 情報科学応用演習Ⅱ, 演習Ⅱ, 卒業研究

担当授業科目（大学院）

氏名／所属／職名             出口　弘　DEGUCHI　Hiroshi / 心理・行動科学科 / 教授

専門分野

計算機工学

ColoradoStateUniv.との連携授業の準備と
実施支援

2010.11.19,12.3 ビデオ会議システム接続

2011年度夏ITシステムリプレースの準備 2010.9- 仕様策定、業者打合、導入業者選定

研究活動

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

学会発表

学術論文

その他の著作、訳書等

その他の研究発表、演奏

研究助成金の受給状況

社会活動

その他研究活動上特記すべき事項

就任期間 学会役員名

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

年月 概要

学会役員

その他社会活動上特記すべき事項

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

2010.11.19,12.3 ColoradoStateUniv.との連携授業の準備と実施支援

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要
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対象者

学部生、大学院生

学部生

大学院生

大学院生

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

単 2010.12 神戸女学院大学研究所、
『神戸女学院大学論集』
第57巻第2号

単 2011.3 ヒューマンサイエンス

単 2011.3 神戸親和女子大学心理
相談室紀要第9号

単 2010.8.2 神戸女学院大学大学院
人間科学研究科臨床心
理学分野心理相談室

単共
の別

支給額 支給年度

単 28万円 2010年度

単共
の別

年月 場所

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

幼稚園児およびその保護者、教育者に向けた心理
臨床ニーズの実態調査

人間科学部教育研究助成金

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

研究助成金の受給状況

その他の著作、訳書等

第4回心理相談室ウィーク 「世代間伝達と関係性の問題－手がかりは
生い立ちの中に－」

その他の研究発表、演奏

学会発表

「心理臨床と認知科学の観点からの転移現
象の検討」

単著pp41-52.

「心理教育と発達支援を連動させる試み」 単著pp4-7.

「感情のコントロールの困難な男児とのプレ
イセラピーへのコメント」

単著pp99-102.

私立幼稚園に訪問して発達の問題が疑わ
れる幼児の問題理解を深める

学術論文

著書・CD

研究活動

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

人形遊び技法の実技演習 2010年6-7月 私立幼稚園児への人形遊び技法の実施

大学院生を同伴しての発達コンサルテー
ション

2011年3月10日 私立幼稚園に訪問して発達の問題が疑わ
れる幼児への介入の仕方を検討

小学校教諭および保護者への臨床的アプ
ローチ

2011年1月24日 苦楽園小学校での講演に院生を同行、ア
ウトリーチの実際を学ばせる機会とした

学部生、大学院生を同伴しての発達コンサ
ルテーション

担当授業科目（大学）

キャリアを考える（人生編）, 臨床心理学と人間, 臨床心理学, 発達臨床心理学, 演習Ⅰ, 演習Ⅱ, 卒業研究

担当授業科目（大学院）

臨床心理査定演習, 臨床心理基礎実習, 臨床心理地域実践実習, 臨床心理学特別研究ⅡＡクラス, 臨床心理学特別研究ⅠＡクラス,
臨床心理実習

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

2010年5月28日

氏名／所属／職名             石谷　真一　ISHITANI　Shinichi / 心理・行動科学科 / 教授

専門分野

臨床心理学

研究課題

間主観性の観点から見た乳幼児期の自己形成, 乳幼児期の発達的知見の心理療床場面への応用による面接過程の研究, 発達臨床
の視座から見た、環境への想像的認知と関わり

教育活動
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国名

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要

2011.2.19  心理相談室主催シンポジウム「親になることの楽しさ・むずかしさ」　シンポジスト

その他社会活動上特記すべき事項
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対象者

教職員

教職員

学生、保護者、教職員

小学校、幼稚園教諭

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

共 2010.9.16 創元社

単共
の別

支給額 支給年度

単共
の別

年月 場所

単 2010.12.2 舞子ヴィラ

臨床心理学特別研究ⅠＣクラス, 臨床心理学特別研究ⅡＣクラス, 臨床心理査定演習, 臨床心理基礎実習, 人間科学合同演習Ⅰ・
Ⅱ, 臨床心理実習, 臨床心理地域実践実習

研究課題

スクールカウンセリングの実践的研究, 文章完成法による心理査定, 被害者支援

教育活動

担当授業科目（大学）

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

臨床心理学, 臨床心理学実習Ⅲ(臨床中級実習)(講義を含む), スクールカウンセリング論, 演習Ⅰ, 演習Ⅱ, 卒業研究

担当授業科目（大学院）

氏名／所属／職名　　　　　小林　哲郎　KOBAYASHI　Tetsuro / 心理・行動科学科 / 教授

専門分野

臨床心理学

修学困難な学生への支援のあり方を考える
ワーキンググループのメンバー

2010年度 学長の諮問を受け、ワーキンググループの
メンバーとして会議で討議

教授会研修会の企画、分科会ファシリテー
ター

2010.10.12 研修会をＷＧで企画し分科会のファシリ
テーターを担当

カウンセリングルームのディレクター 2010年度 カウンセリングルームの運営、連携

心理相談室アウトリーチ活動（院生を伴う） 2010.12.13,21 神原小学校、武庫愛の園幼稚園に出掛け
教諭のコンサルテーション

心理療法と宗教性 共著/堀尾治代、菅野信夫他。pp.166-
188。

研究活動

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

学会発表

学術論文

その他の著作、訳書等

その他の研究発表、演奏

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

研究助成金の受給状況

社会活動

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

学会役員

就任期間 学会役員名

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

近畿学生相談研究会基調講演 内容/大学生の不登校　主催/近畿学生相
談研究会

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

2010.6.19　近畿学生相談研究会分科会でのコメンテーター　京都府立大学

2009.4-現在に至る　　京都市教育委員会スクールカウンセラースーパーバイザー

2010.11.3　兵庫県立大学環境人間学部人事外部委員

その他社会活動上特記すべき事項

2004.5-現在に至る (社)葵橋ファミリーークリニック理事

2007.8-現在に至る 京都市教育委員会学校問題解決支援チーム

2009.7-2011.3 京都市青少年活動推進協議会専門委員
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国名

ニユー
ジーランド

2010.11.21-28 独自の幼児教育要領と多様な保育を展開し，独自の評価法を用いているニュージーランドの幼児教
育を視察。日本のキンダーカウンセラーに応用できる面を検討した。

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要
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対象者

大学院臨床系院生と修了
生

臨床心理学実習受講学
生

大学院生と地域

鹿児島大学大学院教員

大学院生

大学院生と地域機関（小

大学院心理相談室シンポジウムにおける実
務指導

2011.2 シンポジウム開催にあたってのマネジメント
および事前準備の実務指導

大学院心理相談室アウトリーチ活動の運営と 2010後期 地域機関（小学校 幼稚園）の要請を受

大学院「心理相談室ウィーク」の運営と実施 2010.7.29-8.4 大学院心理相談室による無料相談と講演
会の実施と院生への指導（マネジメントも含
む）

鹿児島大学大学院からの視察への対応 2010.8.2 2009年度までの本学の現代GPでの地域実
践の取り組みについての視察依頼に応じ
て、本学大学院ならびに心理相談室での
教育、心理実践内容についての情報交換
をおこなった

投影法特論, 臨床心理基礎実習, 臨床心理実習, 臨床心理地域実践実習, 臨床心理学特別研究ⅠＢクラス, 臨床心理学特別研究ⅡＢ
クラス, 臨床心理面接特論

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

臨床心理学実習Ⅲにおいて、実習による個
人の変化、改善が理解できるよう、個別に一
人1時間の時間をとり、実習内容についての
フィードバックとフォローをおこない自己理解
を促進をはかった

2010.7.4-20 一人1時間の授業外での、心理学的個別
フィードバックとフォロー

大学院事例検討合宿「みつば会」の開催と
指導

2010.7.3-4 大学院修了生をも交えた事例検討合宿の
指導（開催準備・運営についての実務指導
もおこなった）

氏名／所属／職名              國吉　知子　KUNIYOSHI　Tomoko / 心理・行動科学科 / 教授

専門分野
臨床心理学, 家族臨床心理学, グループワーク, 音楽療法

研究課題
調整的音楽療法の効果についての研究, 打楽器による能動的音楽療法プログラムの開発, 女性にとっての子どもの意味についての考
察

教育活動
担当授業科目（大学）

臨床心理学, 臨床心理学実習Ⅲ(臨床中級実習)(講義を含む), 音楽療法とコミュニケーション, インターンシップⅠ: B, インターンシップ
Ⅱ: B, 家族臨床心理学, 演習Ⅰ, 演習Ⅱ

担当授業科目（大学院）

大学院生と地域機関（小
学校、幼稚園）

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

単 2011.3.30 神戸女学院大学大学院
心理相談室紀要第12号

単 2011.3.30 神戸女学院大学大学院
心理相談室紀要第12号

単共
の別

支給額 支給年度

共 299,679 2010年度

単 340,000 2010年度

研究助成金の受給状況

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

地域援助意識を発揚させる臨床心理士養成のため
の教育システムの構築

神戸女学院大学研究所研究助成金

調整的音楽療法（RMT)集団実施による自己没入傾
向の改善可能性の検討

神戸女学院大学人間科学部教育研究助成金

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

学会発表

その他の研究発表、演奏

その他の著作、訳書等

巻頭言

研究活動

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

学術論文

地域支援意識を高揚する臨床心理士養成プ
ログラムの意義 ～アウトリーチ活動を中心に
～

大学院心理相談室アウトリーチ活動の運営と
実施

2010後期 地域機関（小学校、幼稚園）の要請を受
け、教員が院生を引率して、講演やコンサ
ルテーションの地域支援活動を実施した。
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単共
の別

年月 場所

単 2010.5.8 梅田東生涯学習センター

単 2010.6.14 ハートピア京都

単 2010.6.21 ハートピア京都

単 2010.7.30 尼崎市立福祉厚生セン
ター

単 2010.8.6 尼崎市立福祉厚生セン
ター

単 2010.10.9 亀岡市立亀岡小学校

単 2010.10.23 梅田東生涯学習センター

共 2010.
11.13-14

京丹後こもれびの宿

単 2010.12.11 梅田東生涯学習センター

単 2011.1.26 樋ノ口小学校

単 2011.1.29 西宮市立勤労青少年
ホーム

共 2011.2.19 西宮市大学交流センター

単 2011.3.4 みそら幼稚園

単 2011.3.26 梅田東生涯学習センター

南丹市子育て支援講演会 「ほめること、叱ること」南丹市教育委員会

CIFカウンセリンググループ研究会③ システミック・コンステレーションワークショッ
プ

ファンタジーグループ研修会 ファンタジーグループ研究会

CIFカウンセリンググループ研究会④ システミック・コンステレーションワークショッ
プ

地域実践を考えるシンポジウム（司会） 「キンダ―カウンセラーからみた現代の親
子　～親になることの楽しさ、むずかしさ
～」神戸女学院大学大学院心理相談室

CIFカウンセリング研究会⑤ システミック・コンステレーションワークショッ
プ

樋ノ口小学校　公開講演会 「ほめること、叱ること」樋ノ口小学校PTA

西宮市しごと相談室　シュウカツサポート講
演会

「コミュニケーションのとり方～つかず離れ
ずの距離感とは～」西宮市しごと相談室

みそら幼稚園保護者講演会 「子どもと向き合っていますか」みそら幼稚
園

学外機関委員等

いじめのカウンセリング 京都府保育協会カウンセリングセミナー

尼崎市カウンセリング講習会 いやしと音楽療法①

尼崎市カウンセリング講習会 いやしと音楽療法②

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

CIFカウンセリンググループ研究会① システミック・コンステレーションワークショッ
プ

不登校のカウンセリング 京都府保育協会カウンセリングセミナー

社会活動
学会役員

就任期間 学会役員名

2010.12-2012.3 関西学院大学人間福祉学部研究会　査読委員

国名

アメリカ トラウマセンターと児童養護施設における心理実践についての研修と視察、ならびに研究実践者との
交流

2011.3.5-3.13

海外での活動
海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要

就任期間 機関名・委員名・役職名

学外機関委員等

その他社会活動上特記すべき事項
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対象者

KC高等部2年生

民間団体において青少
年の相談業務に当たる職
員

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

共 2010.10.5 シナジー

共 2011.1.5 南山堂

共 2010.7.12 Neuroscience Letters,
478(3)

共 2010.
5.8-10

日本学生相談学会第28
回大会、岩手大学

単 2010.8 日本摂食障害学会HP

単 2010.11 大阪大学大学院人間科
学研究科『心理教育相談
室紀要』 16巻

単 2010.12 大阪大学医学部『学友会
会誌』30巻

単共
の別

支給額 支給年度

氏名／所属／職名　　　　　水田　一郎　MIZUTA　Ichiro / 心理・行動科学科 / 教授

専門分野

精神医学

人間科学合同演習Ⅰ・Ⅱ, 臨床心理基礎実習

研究課題

青年期精神医学, 精神療法

教育活動

担当授業科目（大学）

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

キャリアを考える（仕事編）, 精神医学総論, 精神医学各論, 精神保健福祉援助演習, 精神保健福祉援助実習, 演習Ⅰ, 演習Ⅱ, 卒業
研究

担当授業科目（大学院）

KC高等部保健授業（「こころの病気につい
て」）

2010.10.4 思春期に多い精神疾患について基礎的な
講義を行った

内閣府主催「民間団体において相談業務に
当たる職員の資質向上を図るための研修」
（「青年期のひきこもりと精神障害」）

2011.1.24 青年期のひきこもりと、それに関連した精
神障害への対応について講義を行った。

脳とこころのプライマリケア４．子どもの発達
と行動．

共著/飯田順三編。（「対人恐怖症」
[pp.496-504]の項を担当。）

研究活動

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

その他の著作、訳書等

草野論文へのコメント pp.136-138

学術論文

Post-movement beta rebound abnormality
as indicator of mirror neuron system
dysfunction in autistic spectrum disorder:
An MEG study.

共著/Eiko Honaga,Ryouhei Ishii, Ryu
Kurimoto, Leonides Canuet, Koji Ikezawa,
Hidetoshi Takahashi,Takayuki Nakahachi,
Masao Iwase, Ichiro Mizuta, Toshiki
Yoshimine, Masatoshi Takeda.　pp.141–
145.

学会発表

大学における不登校・ひきこもりの実態と支
援の現状

共同発表/水田一郎、石谷真一、安住伸
子。

その他研究活動上特記すべき事項 年月

その他の研究発表、演奏

摂食障害の精神科治療 共著/鈴木健二、永田利彦他。「力動的精
神療法」の章を担当。

女性とメンタルヘルス pp.67-70

学会役員

就任期間 学会役員名

研究助成金の受給状況

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

2010.4-2011.3 児童青年精神医学会・医療心理師国家資格検討委員

2010.4-2011.3 青年期精神療法学会・理事

概要

社会活動

2010.4-2011.3 児童青年精神医学会・評議員

2010.4-2011.3 児童青年精神医学会・編集委員

共著/志水彰、頼藤和寛、水田一郎、岩瀬
真生（共同執筆につき担当部分抽出不
能）

精神医学への招待　改訂3版

94



単共
の別

年月 場所

国名

講座名、講演タイトル 概要

2010.4-2011.3 近畿児童青年精神保健懇話会・世話人

2010.4-2011.3 神戸心身医学会・世話人

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

その他社会活動上特記すべき事項

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要

公開講座
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対象者

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

共 2010.12.31 音楽教育学

共 2011.3.31 神戸女学院大学女性学
インスティチュート『女性
学評論』第25号

共 2010.8.29 日本教育心理学会第52
回総会＠早稲田大学

共 2010.9.18 日本社会心理学会第51
回大会＠広島大学

単 2010.11.20 北大路書房

単共
の別

支給額 支給年度

単 17万円 2010年度

単 2010年度

単共
の別

年月 場所

単 2010.7.9 神戸女学院大学

国名

備考 2010.8～2011.3 海外留学

氏名／所属／職名　　　　　森永　康子　MORINAGA　Yasuko / 心理・行動科学科 / 教授

専門分野

生涯発達心理学, ジェンダー心理学

研究課題

日本におけるジェンダー問題：心理学の立場から, フェミニスト理論と科学

教育活動

担当授業科目（大学）

心理行動科学実験実習, ジェンダーの心理学(生涯発達), 教育心理学, 演習Ⅰ

担当授業科目（大学院）

研究活動

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

「男女大学生の親密な関係における暴力」 共著/森永康子・ Irene, H. Frieze ・青野
篤子・葛西真紀子・Manyu Li. pp.219-236.

「職業的音楽家に向けての課題」 共著/武知優子・森永康子。pp.13-24.

学術論文

著書・CD

その他の研究発表、演奏

「男女大学生の親密な関係における暴力」 共同発表/森永康子・青野篤子・葛西真紀
子・Irene H. Frieze・Man Yu Li

学会発表

「ピアノ学習過程における指導者と生徒―学
童期から成人期に至るまでを振り返って―」

共同発表/武知優子・森永康子

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

研究助成金の受給状況

『認知や行動に性差はあるのか』

その他の著作、訳書等

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

女性のキャリア発達に関する心理学的研究 神戸女学院大学人間科学部教育研究助成金

『認知や行動に性差はあるのか』 神戸女学院大学研究所研究成果配布補助

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

ジェンダーの心理学：フェミニズムと心理学
研究

内容主催/神戸女学院大学女性学インス
ティチュート連続セミナー

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

その他社会活動上特記すべき事項

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要
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対象者

人間科学部2年生

心理行動科学科3年生

本学寮生

社会心理学

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

共 2010.
9.17-18

日本社会心理学会第51
回大会、広島大学

共 2010.
9.20-22

日本心理学会第74回大
会、大阪大学

単 2010.12.11 神戸女学院大学

単 2011.3.21 神戸学院大学

単 2010.7.22 神戸女学院大学図書館
Veritas No.44

単 2010.8 社会心理学研究　No.26,
vol.1

単 2011.2 神戸女学院大学学報
No.161

書評 『名誉と暴力』（2009年, 北大路書房） R. E. Nisbett & D. Cohen (著) 石井敬子・
結城雅樹（監訳）

「研究室から」

「私の研究～非意識的な思考が人間の行動
に与える影響～」

その他の著作、訳書等

関西社会心理学読書会第2回 Handbook of Implicit Cognition (2010)第
21章"Two Faces of Self-Esteem: Implicit
and Explicit Forms of Self-Esteem"につい
て発表

その他の研究発表、演奏

社会心理学研究会第3回 Advanced Social Psychology 第10章
"Prejudice, Stereotyping, and
Discrimination"について発表

認知の二重性 ワークショップ「認知の二重性」企画（山祐
嗣氏との共同）・司会

学会発表

潜在的・顕在的自尊心が 禁煙中患者の喫
煙量と生活 に及ぼす影響

共同発表／小林知博、平井啓、狭間礼子

学術論文

研究活動

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

「自分の人生を自分で豊かに〜何でもチャ
レンジのすすめ〜」

2010.10.13 学生寮にて夕拝の講演を行った

＜教育方法の工夫＞ 2010.4-2011.3 毎回～数回に1度、学生に、授業内容を基
にした自分の考えを書かせているが、それ
らのうち良いコメントや重要な質問をプリン
トにして翌週配布し、また誤解や質問に対
しては丁寧に回答している。

現代GPの継続プログラム、「活力ある地域社
会を創る女性リーダーの養成」コース担当

2010.9-2011.3 2年間にわたるプログラムにつき、P, B09学
年の担当者として外部講師との日程・内容
交渉、学生の学外引率（甲山農地、西宮
市環境施設、宝塚市PAL）、プログラムの
改良（外部講師に依頼して春休みに学生
にボランティアを行う機会を新たに与えた、
毎回提出されるレポートの内容の充実へ
の工夫等）を行った。

大阪刑務所と少年鑑別所の見学会　引率 2011.2.8 大阪大学大学院法学研究科「法務・検察
通訳翻訳実務論」授業（担当：津田守教
授）の一貫として行われた大阪刑務所と少
年鑑別所の見学会を、　津田教授の許可
を得て、本学心理行動科学科の学生14
名、教員2名で引率し、学生からのレスポン
スペーパーを取りまとめて津田教授に送付
した。

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

氏名／所属／職名             小林　知博　KOBAYASHI　Chihiro / 心理・行動科学科 / 准教授

専門分野

社会心理学

人間行動学演習ⅠＥクラス, 人間行動学特別研究ⅠＥクラス

研究課題

潜在的・顕在的な自己観・健康行動に対する態度と健康行動との関係性に関する研究, 自己呈示尺度の作成, 潜在的・顕在的な自尊
心と社会的適応の関係

教育活動

担当授業科目（大学）

社会心理学, 心理行動科学実験実習, 地域活性化論, 地域活性化総合実習, 心理学入門ゼミ, 演習Ⅰ, 演習Ⅱ, 卒業研究

担当授業科目（大学院）
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単共
の別

支給額 支給年度

単 91万円 2010年度

共 150万円 2010年度

単共
の別

年月 場所

国名

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要

その他社会活動上特記すべき事項

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

2010.4-2011.3 日本パーソナリティ心理学会編集委員

学会役員

就任期間 学会役員名

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

社会活動

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

潜在的・顕在的な喫煙に対する態度と行動の変容
過程の検討

科学研究費補助金　若手研究（B)

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

研究助成金の受給状況

神戸女学院大学研究所研究助成金インターネットビデオシステムを活用した国際コミュ
ニケーションの促進
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対象者

Sc181(1), Sc283(1),
BS101(2), Sc182(2) 各受
講者

Sc283(1) 受講者

Sc283(1) 受講者

Sc283(1) 受講者

心理・行動科学科学生

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

単共
の別

支給額 支給年度

単共
の別

年月 場所

単 2010.9.9 西宮大学交流センター

就任期間 機関名・委員名・役職名

インターカレッジ西宮 大学共同講座（前期）
イッツ・ア・スモールワールド

内容/ネットワーク理論のトピックス
主催/西宮市大学交流センター

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

その他社会活動上特記すべき事項

学外機関委員等

年月 概要

学会役員

就任期間 学会役員名

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

研究助成金の受給状況

社会活動

その他研究活動上特記すべき事項

その他の著作、訳書等

その他の研究発表、演奏

学会発表

学術論文

研究活動

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

心理・行動科学科テーマ別プログラムの科
目選定

2010.4 心理・行動科学科で実施のテーマ別プロ
グラムにおいて，テーマ「認知と情報処理
の科学」の該当科目を選定した。

卒業論文副査 2011.2 卒業論文の副査を6件務めた。

教材用サンプルプログラムの作成・改訂 2010.4-7 教材用サンプルプログラムを追加・改訂し
た。

プログラミング支援ツールの作成・改訂 2010.4-7 プログラミング支援ツールを新規開発・改
訂した。

e-Learning システム (Moodle) の活用 2010.4-2011.1 教材の提示・学生とのコミュニケーション・
小テストの実施・課題の電子的な提出に活
用した。

WWW上の授業資料の改訂 2010.4-7 WWW上の授業資料の改訂を行った。

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

情報科学基礎演習, 情報科学演習, 情報科学応用演習Ⅰ, 人工知能論, 認知科学概論, 演習Ⅰ, 演習Ⅱ, 卒業研究

担当授業科目（大学院）

氏名／所属／職名　　　　　三浦　欽也　MIURA　Kinya / 心理・行動科学科 / 准教授

専門分野

認知科学

研究課題

感情のモデル化とその応用, 人間らしさの認知の構造に関する研究, 感性の情報化に関する研究

教育活動

担当授業科目（大学）
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国名

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要
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対象者

神戸市民

神戸市民

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

単共
の別

支給額 支給年度

単共
の別

年月 場所

単 2010.12.4 大阪市港区民センター

氏名／所属／職名　　　　　水本　誠一　MIZUMOTO　Seiichi / 心理・行動科学科 / 准教授

専門分野

精神保健福祉

研究課題

地域コンフリクトの解消・共生

教育活動

担当授業科目（大学）

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

自然と人間, プレゼンテーション演習, 地域健康論, 地域活性化総合実習, 精神保健福祉援助基礎実習, 精神保健福祉援助演習, 演
習Ⅱ, 卒業研究

担当授業科目（大学院）

精神保健福祉士の役割について①
（ラジオ出演）

2011.1 ﾁｬｲﾙﾄﾞｻﾎﾟｰﾄﾊﾞﾝｸ企画番組
「聴いてほしいの子どもの気持ち」出演
（15分）
精神保健福祉士の役割と意義、及びPSW
の立場から親子の関わり方等について

精神保健福祉士の役割について②
（ラジオ出演）

2011.2 ﾁｬｲﾙﾄﾞｻﾎﾟｰﾄﾊﾞﾝｸ企画番組
「聴いてほしいの子どもの気持ち」出演
（15分）
不登校児へのｻﾎﾟｰﾄ事例を中心に、子ども
の心境、親、専門職としての関わり等につ
いて

研究活動

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

学術論文

学会発表

研究助成金の受給状況

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

その他の研究発表、演奏

その他の著作、訳書等

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

心地よい音楽と気持ちのリフレッシュ 第7回みなと　こころの講座
大阪市港区保健福祉センター　社会福祉
法人大阪市港区社会福祉協議会

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

1999.9-2011.3 財団法人　精神障害者社会復帰促進協会　理事

2002.7-2011.3 社会福祉法人　はづき福祉会　理事長

大阪市障害程度区分認定審査会　区合議体長

大阪市精神保健福祉啓発事業企画提案業者選定委員会 委員

2006.9-2011.3

2006.10-2011.3
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国名

2008.4-2011.3 大阪府精神医療審査会 委員

2009.8-2011.3 大阪市障害者会館あり方検討会 委員

期間 概要

2010.6.19　福井県生涯学習館　ドキュメンタリー映画「あぶあぶあの軌跡」（ｱｽﾞﾏｸｽ制作／120分発達障害者の人々の社会参加～貢
献活動に至る27年間（※出演）上映会及び講演（社会福祉法人竹伸会主催）

2010.7.25　堺市総合福祉会館　ドキュメンタリー映画「あぶあぶあの軌跡」（ｱｽﾞﾏｸｽ制作／120分発達障害者の人々の社会参加～貢
献活動に至る28年間（※出演）上映会及び講演（ふれあいサークル「手話隊」主催）

2009.10-2011.3 阪神子どもの虐待防止ネットワーク「ほっと」 運営委員

その他社会活動上特記すべき事項

社会福祉法人　あすなろ福祉会　理事長2009.11-2011.3

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること
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対象者

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

2010.12.28 神戸女学院大学研究所、
『神戸女学院大学論集』
第57巻第2号

単共
の別

支給額 支給年度

単共
の別

年月 場所

国名

その他社会活動上特記すべき事項

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

研究助成金の受給状況

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

その他の研究発表、演奏

その他の著作、訳書等

音符を使わない初心者向けピアノ学習法の
提案　---保育士をめざす音符が読めない
学生のために---

学術論文

学会発表

研究活動

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

氏名／所属／職名             田島　孝一　TAJIMA　Koichi / 心理・行動科学科 / 准教授

専門分野

音楽文化

研究課題

「指歩きピアノ奏法」の開発, 日本の西洋音楽教育法の改善

教育活動

担当授業科目（大学）

音楽文化論, 音楽による自己表現, 音楽療法とコミュニケーション, 音楽概論, 演習Ⅰ, 演習Ⅱ, 卒業研究

担当授業科目（大学院）
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対象者

心身相関論　受講生

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

単 2010.9.3-5 第29回日本心理臨床学
会　東北大学

単 2010.11.26 神戸女学院大学

単共
の別

支給額 支給年度

単共
の別

年月 場所

国名

その他社会活動上特記すべき事項

2010.4-現在　兵庫県下の公立中学校にて、スクールカウンセラーとして活動

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

学外研究会での研究発表 2011.3.5 ＩＲＰ心理臨床研究会発表　「気分の波を主訴に来談した、成人女性
との面接過程」

研究助成金の受給状況

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

その他の研究発表、演奏

人間科学部後期専門部会 「臨床心理学における質的研究法の展望」

その他の著作、訳書等

学術論文

学会発表

「対人緊張の強い高校生女子との面接過
程」

研究活動

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

臨床心理基礎実習, 臨床心理実習, 投映法特論, 臨床心理地域実践実習

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

コメントシートの活用による双方向授業の工
夫

2010.後期 毎回のコメントシートに対して、次回授業で
必ず、コメントに対するリプライをまとめた
シートを作成、配布。適宜説明をし、リプラ
イや、他者のコメントを受けたコメントも掲
載。紙上ディスカッションの実施。

教育活動

担当授業科目（大学）

地域活性化総合実習, 心身相関論, 心理学入門ゼミ, 演習Ⅰ, 演習Ⅱ, 卒業研究

担当授業科目（大学院）

氏名／所属／職名　　　　　奥田　紗史美　OKUDA　Satomi / 心理・行動科学科 / 専任講師

専門分野

臨床心理学

研究課題

思春期・青年期の心理臨床的問題, 人生における危機の心理的意味, 心理療法におけることばと身体性
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対象者

本学大学院生(臨床心理
学専攻)

学外の実践家

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

単 2010.12 精神療法36巻6号
pp.826-827

単 2011.2.26 日本ユング心理学会グ
ループスーパービジョン
での発表（講師：川戸圓）

単 2010.7.2 人間科学部所属教員・学
生

単 2010.11 女性学インスティチュート
「ニュースレター」49号

単 2010.12.21 図書館ニュースレター
Veritas No.45

単共
の別

支給額 支給年度

単共
の別

年月 場所

単 2010.10.29 宇治市生涯教育センター

臨床心理査定演習, 臨床心理実習, 臨床心理基礎実習

研究課題

前青年期の親友関係「チャムシップ」に関する心理臨床学的研究、ほか

教育活動

担当授業科目（大学）

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

臨床心理学, 臨床子ども学, 心理学入門ゼミ, 演習Ⅰ

担当授業科目（大学院）

氏名／所属／職名　　　　　須藤　春佳　SUDO　Haruka / 心理・行動科学科 / 専任講師

専門分野

臨床心理学

臨床心理学系大学院生の担当事例の相談 2010.11-2011.2 担当事例の相談、助言(単発)

心理相談事例のスーパービジョン 2010.11- 担当事例の相談、助言(継続)

研究活動

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

学会発表

「友だちができない」ことを主訴に来談した女
児の箱庭制作（事例発表）

海外文献抄録：Sue Chantrell, Journal of
Child Psychotherapy, 35(2)2009.「学習障害
女児との心理療法における情動知能の成
長」

表記の海外学術論文を要約し、国内の学
術雑誌で紹介した。

学術論文

言葉を超えるものが国境を越えて伝わるとき

初めての女子大に来て思うこと

その他の著作、訳書等

その他の研究発表、演奏

神戸女学院大学科別発表会 「前青年期の親友関係「チャムシップ」
（chumship）に関する 発達・臨床心理学的
研究」

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

研究助成金の受給状況

社会活動

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

学会役員

就任期間 学会役員名

宇治市電話相談員講座
思春期の心について

内容／宇治市電話相談員による班別研修
会の講師として、思春期の心に関する講
演を行った。主催／宇治市教育委員会

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名
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国名

その他社会活動上特記すべき事項

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要
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対象者

学生

県立西宮高校生徒

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

共 2010.
8.8-13

The XVI Congress of the
International Union for
the Study of Social

共 2010.
9.18-20

日本昆虫学会第70回大
会

共 2010.
9.18-20

日本昆虫学会第70回大
会

共 2010.
9.18-9.20

日本昆虫学会第70回大
会

共 2010.9.30 『昆虫と自然』9月号、
ニューサイエンス社

単共
の別

支給額 支給年度

単共
の別

年月 場所

単 2010.5.29 神戸女学院大学

単 2010.6.5 神戸女学院大学

単 2010.10.27 神戸女学院大学

氏名／所属／職名             遠藤　知二　ENDO　Tomoji / 環境･バイオサイエンス学科 / 教授

専門分野

動物生態学

環境科学特別研究ⅡAクラス, 環境科学演習ⅡAクラス

研究課題

海岸砂丘動物群集の保全生態的研究, 管住性ハチ類による景観生態学研究, 熱帯雨林におけるアリをモデルとするアリ形グモ群集の
進化生態学研究

教育活動

担当授業科目（大学）

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

プレゼンテーション演習, 動物生態学, 生態学実習Ⅰ(講義を含む), 生態学実習Ⅱ(講義を含む), 環境保護論, 地域活性化総合実習,
生物の適応と進化, 演習Ⅰ, 演習Ⅱ, 卒業研究

担当授業科目（大学院）

県立西宮高校高大連携講義 2010.10.27 「身近な自然、熱帯の自然―生物の多様
性を考える」として講義を行う。

地域活性化総合実習の主担当者 2010.4-2011.2 学生へのアドバイス、イベントの付添いなど

研究活動

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

学術論文

「アルマンアナバチの共同育房はなぜ発達
したか：ツツアナバチ属近縁2種の比較」

共同発表/遠藤知二、藤田知香。

「都市環境下におけるセイヨウミツバチの花
資源利用」

共同発表/仁木佐知恵、遠藤知二。

学会発表

"Do biodiversity of ant-mimic spiders
associate with ant biodiversity?"

Coauthors/Hashimoto, Y., Endo, T. &
Itioka, T.

「開花フェノロジーからみたイヌビワとイヌビ
ワコバチの繁殖戦略」

共同発表/静貴子、遠藤知二。

その他の研究発表、演奏

「海岸砂丘のベッコウバチの生態」 共著/遠藤知二、遠藤彰。pp.5-10。

その他の著作、訳書等

研究助成金の受給状況

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

NPOシニア自然大学校　昆虫の分類と生態 内容/昆虫の多様性を解説。主催/NPOシ
ニア自然大学校。

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

朝日親子自然環境教室　自然林と昆虫の話 内容/生物多様性の低下とその保全の重
要性を解説。主催/朝日新聞大阪本社、
NPOシニア自然大学校

県立西宮高校連続講義　身近な自然、熱帯
の自然—生物の多様性を考える

内容/西宮や東南アジアを例に生物多様
性の現状を紹介。主催/神戸女学院大学、
県立西宮高校
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国名

2000-現在 兵庫県環境影響評価審査会委員

2005-現在 兵庫県生態系保全対策検討委員会委員

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

2010.4-現在 西宮市生物多様性地域戦略策定協議会専門委員

その他社会活動上特記すべき事項

2008-現在 「コープの森・社家郷山」森林保全活動推進委員会委員

2009-現在 西宮市環境計画推進パートナーシップ会議議長

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要
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対象者

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

共 2010.12.25 オーム社

共 2010 Archives of
environmental
contamination and

共 2010 Archives of
environmental
contamination and
toxicology, 58

共 2010 Marine Ecology Progress
Series,399

共 2010 Archives of
environmental
contamination and

共 2010 Coastal Marine
Science,34

共 2010 神戸女学院大学論集、第
57巻第１号

共 2010 Water, Air, & Soil
Pollution,211

共 2010.
10.14-16

Techno-Ocean2010

単共
の別

支給額 支給年度

単 52万円 2010年度

助成金タイトル、支給元

研究助成金の受給状況

その他の著作、訳書等

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

港湾域における船底防汚物質および農薬の汚染
実態と水生生物に対する影響に関する研究

人間科学部研究助成

研究タイトル

その他の研究発表、演奏

"Imposex in Thais gradata as a Biomarker
for TBT Contamination on the Southern
Coast of Peninsular Malaysia"

Ferdaus Mohamat-Yusuff, Syaizwan
Zahmir Zulkifli, Ahmad Ismail, Hiroya
Harino, Mohd Kamil Yusoff and Takaomi

学会発表

"Occurrence of antifouling biocides and
fluorinated alkyl compounds in sediment
core from Suruga Bay, Tosa Bay and Nankai
Tough, Japan-"

Hiroya Harino, Nozomu Iwasaki, Takaomi
Arai, Madoka Ohji and Nobuyuki Miyazaki

"Toxicology of metal pyrithione
photodegradation products to marine
organisms with indirect evidence for their
presence in sea"

Toshimitsu Onzuka, Kazuhiro Mochida,
Hiroya Harino, Katsutoshi Ito, Akira
Kakuno, Kazunori Fujii pp.991-997

「淡路島で採取した貝類中の船底防汚物質
の濃度」

張野宏也、江口さやか、山本義和。pp.11-
23

"Antifouling biocides contamination in
sediment of coastal waters from Japan"

"Distribution of trace metals and
methylmercury in soft tissues of he
freshwater eel Anguilla marmorata in

"

"Bioaccumulation of organotin in relation to
the life history of the brown trout Salmo
trutta"

Madoka Ohji, Hiroya Harino, Takaomi
Arai, pp.285-293

Dung Quang Le, Duc Cu Nguyen, Hiroya
Harino, Naoya Kakutani, Naoko Chino,
Takaomi Arai pp.282-290

Hiroya Harino, Sayaka Eguchi, Takaomi
Arai, Madoka Ohji, Yoshikazu Yamamoto,
Nobuyuki Miyazaki pp.230-235

学術論文

"Assessment of antifouling biocides
contaminations in Maizuru Bay, Japan"

Sayaka Eguchi, Hiroya Harino and
Yoshikazu Yamamoto pp.684-693

『応用生物学入門』 共著/森脇洋、張野宏也。pp.105-31。

研究活動

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

環境科学概論, 環境科学基礎実習(講義を含む), 自然と人間, 環境科学, 入門ゼミ, 演習Ⅰ, 演習Ⅱ, 卒業研究

担当授業科目（大学院）

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

教育活動

担当授業科目（大学）

氏名／所属／職名             張野　宏也　HARINO　Hiroya / 環境・バイオサイエンス学科 / 教授

専門分野

環境科学

研究課題

化学物質の環境中での動態, 環境汚染物質の生物への影響評価, 環境汚染物質の処理
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単共
の別

年月 場所

国名

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要

講座名、講演タイトル 概要

その他社会活動上特記すべき事項

2010.4-2011.3 兵庫県・排出基準未設定化学物質評価検討委員

2010.4-2011.3 吹田市・環境影響評価審査会委員

2008.4-現在 日本マリンエンジニアリング学会、海洋環境研究委員会・幹事

2010.4-現在 日本分析化学会・幹事

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

公開講座

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名
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対象者

環境・バイオサイエンス学
科1年生

全学1年生

環境・バイオサイエンス学
科2年生

全学1年生

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

単 2010.10.1 化学同人

単 2010.6.30 神戸女学院大学研究所，
『神戸女学院大学論集』
第57巻第1号

単 2010.12.28 神戸女学院大学研究所，
『神戸女学院大学論集』
第57巻第2号

単 2010.
8.8-13

The 21st International
Conference on Chemical
Education, Taipei,

単 2010.
8.21-22

日本地学教育学会第64
回全国大会，鹿児島大学

単 2010.
8.30-31

日本リメディアル学会第6
回全国大会，湘南工科大
学

共 2010.
11.13-14

第3回智のシンポジウム，
東京大学

単 2010.11.27 日本理科教育学会近畿
支部大会（京都大会），京
都教育大学

単 2010.
12.15-20

2010 International
Chemical Congress of
Pacific Basin Societies,
Honolulu, Hawaii, USA

単 2011.3.23 日本リメディアル教育学
会第3回関西支部会支部
大会，関西外国語大学

単 2011.
3.26-29

日本化学会第91春季年
会，神奈川大学

共 2011.
3.26-29

日本化学会第91春季年
会，神奈川大学

「文系学生のためのリメディアル化学教育の
実践」

単独発表/中川徹夫

「マイクロスケール実験による金属の密度測
定」

単独発表/中川徹夫

「大学生実験によるデュマ法の改良」

「マイクロスケール実験によるエタノールと水
の密度測定」

単独発表/中川徹夫

学会発表

"Microscale experiment on decrease in
volumes with forming binary liquid mixtures:
Four alkanol aqueous solutions"

単独発表/中川徹夫

「グリーンケミストリーの発想による学生化学
実験の改良と実践」

共同発表/大橋一隆，中川徹夫，若月洋
次

単独発表/中川徹夫

単独発表/中川徹夫

共同発表/大橋一隆，若月洋次，中川徹
夫

「初年次科目「化学概論」における事前・事
後試験の導入」

学術論文

「2009年度神戸女学院大学で高校生を対象
に実施したマイクロスケール実験の授業実
践」

単著/中川徹夫．pp.133-145.

「アルカノール-水混合物の体積：密度また
は過剰体積から算出した計算値とマイクロス
ケール実験による実測値との比較」

単著/中川徹夫．pp.99-107.

「マイクロスケール実験による鉱物の密度測
定」

単独発表/中川徹夫

"Microscale experiment on decrease in
volumes with forming aqueous solutions"

化学概論 2010年4月 化学概論の講義プリントを作成し，授業時
に配布した。

『化学の基礎　元素記号からおさらいする化
学の基本』

全116頁．

研究活動

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

物理学入門 2010年4月 物理学入門の講義プリントを作成し，授業
時に配布した。

理科教職課程履修に関して（2010年入学生
用）

2010年4月 理科教職課程を履修する際の注意事項を
まとめた資料（全4頁）を作成した．これを
用いて，4月7日に環境・バイオサイエンス
学科1年生に説明した。

文系のための化学入門 2010年4月 文系のための化学入門の講義プリントを作
成し，授業時に配布した。

研究課題

マイクロスケール実験に関する教材開発・改良と授業実践, 分子性溶液内の溶質-溶媒相互作用, 物理学および化学に関するリメディ
アル教育

教育活動

担当授業科目（大学）

文系のための化学入門, 物理学入門, 化学概論, 物理学実習（講義を含む）, 入門ゼミ, 演習Ⅱ, 卒業研究

担当授業科目（大学院）

氏名／所属／職名　　　　　中川　徹夫　NAKAGAWA　Tetsuo / 環境・バイオサイエンス学科 / 教授

専門分野

理科教育, 化学教育, 物理化学

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要
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単 2010.4.24 南淡路ロイヤルホテル

単 2010.4.27 神戸女学院大学

単 2010.7.2 神戸女学院大学理学館

単 2010.11 『Vistas-Kobe College
Newsletter』18号，神戸女
学院大学

単 2011.3.31 『リメディアル教育研究』
第6巻第1号，日本リメディ
アル教育学会

単共
の別

支給額 支給年度

単 78万円 2010年度

単 30万円 2010年度

単 25,200円 2010年度

単 2万5千円 2010年度

単 34万円 2010年度

単共
の別

年月 場所

国名

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

概要

2011.2-2011.3

就任期間

期間

その他社会活動上特記すべき事項

就任期間

海外での活動

概要

公開講座

講座名、講演タイトル

機関名・委員名・役職名

学外機関委員等

日本リメディアル教育学会関西支部会実行委員

学会役員名

講演/「Kirkwood-Buff理論による二成分系
水溶液の構造に関する研究—1-プロパ
ノールおよびアセトニトリル水溶液—」

その他の研究発表、演奏

その他の著作、訳書等

会員の本：「化学の基礎（元素記号からおさ
らいする化学の基本）」

神戸女学院大学研究所専門部会研究発表
会

神戸女学院大学人間科学部環境・バイオサ
イエンス学科フレッシュマンキャンプ朝の礼
拝

講話/「国語教育学者 大村はま」

講話/「独学の物理学者 マイケル ファラ
デー」

単著/中川徹夫．p.79.

神戸女学院大学礼拝（チャペルアワー）

紹介：「女性による理科の普及，啓発の実現
にむけて」

単著/中川徹夫．pp.13-14.

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

神戸女学院大学研究所研究成果配布補助金

Kirkwood-Buff理論による二成分系水溶液の構造
に関する研究

神戸女学院大学研究所専門部会研究発表補助
金

研究助成金の受給状況

理科に対する学習意欲を向上させるマイクロスケー
ル実験教材の開発と改良

神戸女学院大学研究所研究助成金

学会役員

社会活動

大学リメディアル化学教育に関する教材開発と改
良

神戸女学院大学人間科学部教育研究助成金

中川徹夫，「化学の基礎」，化学同人．

日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究(C)

物理学を専門としない理科教員のための物理教材
の開発と改良
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対象者

西宮市民

西宮市民

西宮市民

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

単 2011.3.30 神戸女学院大学人間科
学研究科、「ヒューマンサ
イエンス」14号

共 2010.9.9 水環境学会シンポジウ
ム、京都大学

単 2011.2.19 第20回インターハート研
究会、東京大学

単 2011.3.5 第10回糖尿病と循環器疾
患研究会、浜松医大

単 神戸女学院大学

単共
の別

支給額 支給年度

共 2000万円 2010年度

単 69万円 2010年度

単 30万円 2010年度

共 150万円 2010年度

単共
の別

年月 場所

2010.12-2012.11 大学保健協会・評議員

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

女性の低栄養と動脈硬化発症の関連 神戸女学院大学研究所研究助成

インターネットビデオ会議システムを活用した国際
コミュニケーションの促進

神戸女学院大学研究所総合研究助成

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

研究助成金の受給状況

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

地域からESDを推進する女性環境リーダー 科学技術振興調整費

血管細胞のリプログラミング 神戸女学院大学人間科学部教育研究助成金

その他の研究発表、演奏

SD研修会 AEDと心肺蘇生

その他の著作、訳書等

学会発表

「臍帯静脈からの前駆血管細胞の単離」 西田昌司

「低栄養負荷による血管内細胞障害の検
討」

西田昌司

「地域に根ざしたESD活動を推進する女性
リーダーの育成」

西田昌司、寺嶋正明、飯謙

著書・CD

学術論文

「地域に根ざしたESD活動を推進する女性
リーダーの育成」

単著/西田昌司。pp.1-3

JENESYSプログラム留学生支援金申請 2010年4月 ESDプログラムに係わる学生支援、講義関
連経費の申請

研究活動

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

現代GP成果報告会 2010年7月 西宮交流センターにおける市民対象の学
生発表会

ESDプログラムキックオフシンポジウム 2010年10月 ESDプログラムの広報、意見交流

担当授業科目（大学）

対話‐音楽から広がる知の世界, 地域活性化総合実習, バイオサイエンス基礎実習(講義を含む), 生命の科学実習(講義を含む), 人体
の構造と機能, 病気の細胞生物学, 健康医学, 演習Ⅰ, 演習Ⅱ, 卒業研究

担当授業科目（大学院）

人間科学合同演習Ⅰ・Ⅱ, 健康科学演習ⅠＢクラス, 健康科学演習ⅡＢクラス, 健康科学特別研究ⅠＢクラス, 健康科学特別研究ⅡＢ
クラス

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

氏名／所属／職名             西田　昌司　NISHIDA　Masashi / 環境・バイオサイエンス学科 / 教授

専門分野

健康医学

研究課題

細胞のストレス応答, 動脈硬化

教育活動
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国名

2010.4-2011.3 西宮市ESD推進協議会・委員

その他社会活動上特記すべき事項

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

2010.4-2011.3 大学基準協会・大学評価委員会委員
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対象者

学生・教員

県立西宮高校・教員

学生・教員

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

単 2010.10.30 森林総合研究所関西支
所／大阪市立自然史博
物館／総合地球環境学
研究所「日本列島におけ
る人間－自然相互間の
歴史的・文化的検討」プ
ロジェクト主催、大阪市立
自然史博物館

単共
の別

支給額 支給年度

単共
の別

年月 場所

2010.5-2011.2　西宮市立甲東小学校3年生総合実習「調べよう甲東の自然」第1回～第5回

2010.6-2011.2　西宮市甲山湿原保全事業現地視察・調査・指導

その他社会活動上特記すべき事項

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

2010.4-2011.3 西宮市甲山周辺環境保全連絡協議会委員

植生学会・運営委員

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

2010.4-2011.3 関西自然保護機構・運営委員

学会役員

就任期間 学会役員名

2010.4-2011.3 植生学会・編集委員長

2010.4-2011.3

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

研究助成金の受給状況

社会活動

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

その他の著作、訳書等

その他の研究発表、演奏

学会発表

「ナラ林の植生学的位置づけ」
2010年代のための里山シンポジウム‐どこま
で理解できたか、どう向き合っていくか‐

学術論文

研究活動

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

高大連携連続講義 2010.11 プログラムの設定

持続可能な社会のための第3回環境学生会
議

2010.12.11 会議の計画・運営

アドバンストプログラム 2010.4-7 プログラムの設定・運営

教育活動

担当授業科目（大学）

自然観察入門, 地球生物圏の科学, 植物生態学, 生態学実習Ⅰ(講義を含む), 生態学実習Ⅱ(講義を含む), 入門ゼミ, 演習Ⅰ, 演習
Ⅱ, 卒業研究

担当授業科目（大学院）

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

氏名／所属／職名             野㟢　玲児　NOZAKI　Reiji / 環境・バイオサイエンス学科 / 教授

専門分野

植物生態学

研究課題

東播磨における禿げ山の植生学的研究, 西宮市の植物相の研究
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国名

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要
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対象者

環境3年生

高校教員

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

共 2010.9.6-8 化学工学会　第42回秋季
大会　同志社大学

共 2010.9.6-8 化学工学会　第42回秋季
大会　同志社大学

共 2010.
11 20 22

YABEC(Young Asian
Bi h i l E i '

共同発表/Miwako Maeda”Effect of fatty acids and sodium citrate on
th ti t f

学術論文

アルカンし資化酵母Yarrowia lipolyticaを用
いた土壌汚染油の修復

共同発表/田沼直樹、藤本翔、勝田知尚、
山地秀樹。

学会発表

「高級脂肪酸およびカルボン酸塩が肝細胞
の糖代謝とコレステロール産生の及ぼす影
響」

共同発表/前田美和子。

環境・バイオサイエンス実験講座 2010年8月 バイオサイエンスの実験講座を行った。

研究活動

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

健康科学演習ⅡＣクラス, 健康科学特別研究ⅡＣクラス

研究課題
微生物を利用した環境修復, 酵母を用いた有用物質の生産, 動物細胞を用いたメタボリックシンドローム, 脂肪由来の幹細胞を用いた再
分化, 再生を利用したアンチエージング

教育活動
担当授業科目（大学）

自然と人間, バイオサイエンス基礎実習(講義を含む), 微生物学実習(講義を含む), 食品環境学, バイオテクノロジー概論, 応用微生物
学, 演習Ⅰ, 演習Ⅱ, 卒業研究

担当授業科目（大学院）

バイオテクノロジー概論の授業プリント

氏名／所属／職名              塩見　尚史　SHIOMI　Naoｆumi / 環境・バイオサイエンス学科 / 教授

専門分野
応用生命科学

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

2010年4-7月 授業評価に基づいて授業プリンととスライド
の約半分を変更した。

11.20-22 Biochemical Engineers'
Community) 2010 Yuan
Ze University (Taipei)

共 2010.
11.20-22

YABEC(Young Asian
Biochemical Engineers'
Community) 2010 Yuan
Ze University (Taipei)

共 2010.
11.20-22

YABEC(Young Asian
Biochemical Engineers'
Community) 2010 Yuan
Ze University (Taipei)

共 2011.3.5 第13回　化学工学会学生
発表会　神戸大会

単共
の別

支給額 支給年度

単 30万円 2010年度

単 69万円 2010年度

細胞間のクロストークがメタボリックシンドロームに及
ぼす影響に関する研究

神戸女学院大学研究所研究助成金

脂肪由来の間葉系幹細胞の分化の解析と再生医
療への利用

神戸女学院大学人間科学部教育研究助成金

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

その他の研究発表、演奏

研究助成金の受給状況

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

その他の著作、訳書等

”Cytotoxicity of Organnophosphorus
Compounds to Liver and Pancreatic Cells ”

共同発表/Miwako Maeda、Atsuko Kakei。

the consumption rate of
glucose and productivity of cholesterol in
the mouse hepatocyte”

「有機リン系化合物の臓器に対する毒性と分
解菌の探索」

山﨑有美子、岩﨑 有美、堀 仁美、緒方
美穂子、筧 敦子。

” Effect of Long-chain Fatty Acids on the
Activity of Mouse Macrophage”

共同発表/Miwako Maeda
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単共
の別

年月 場所

国名

中国2010.11.10-12 上海市化学化工学会・化学工学会関西支部　「第４回若手研究交流会」　実行委員及び訪問団

海外での活動
海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要

2011.3.5　第13回　化学工学会学生発表会　神戸大会　実行委員及び座長

2010.4-2011.3　　松が丘スポーツクラブ　バトミントンコーチ（ボランティア）

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

その他社会活動上特記すべき事項

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

2010.9.6-8　化学工学会　第42回秋季大会　実行委員及び賞の審査

社会活動

2005.4-2011.3 化学工学会関西支部　幹事

2007.4-2011.3 化学工学会関西支部　国際交流委員

学会役員

就任期間 学会役員名
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対象者

環境・バイオの学生

Hardesty准教授（St.
Catherrine University）

華南師範大学教員他

梨花女子大学大学院生

ESDプログラム受講生

県立西宮高校生徒

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

共 2010.5.1 Food Chemistry, 120巻,
1号

共 2010.5.28  J. Agric. Food Chem.,
58巻12号

共 2010.8.4-5 食品工学会　第11回年次
大会

共 2010.
10.23-24

"化学工学会徳島大会"

単 2010.11.18 第一回化学工学会関西
支部シーズフォーラム

単 2010.4 水産練製品の機能性研
究成果集　70周年記念出
版、全国かまぼこ連合会

単 2010.4 『りぃふ』32号

単共
の別

支給額 支給年度

単 66万円 2010年度

単 30万円 2010年度

共 150万円 2010年度

寺嶋　正明。p.118

鶏肉由来のACE阻害ペプチドに関する研究 神戸女学院大学人間科学部教育研究助成金

動物細胞を用いた抗酸化性評価法 神戸女学院大学研究所研究助成金（個人研究）

インターネットビデオ会議システムを活用した国際
コミュニケーションの促進

神戸女学院大学研究所研究助成金（総合研究）

その他の研究発表、演奏

その他の著作、訳書等

研究助成金の受給状況

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

紹介：「地域からESDを推進する女性環境
リーダー」

寺嶋　正明

報告書：「かまぼこ製品が消化されて生じる
抗酸化性ペプチドのレーダーチャートを用
いた総合評価」

「レーダーチャート法を用いたフラボノイドの
抗酸化性評価」

共同発表/寺嶋正明、覚野　由梨、北野
菜瑠穂、松岡　千暖、村瀬　末友充、東郷
菜穂子、松村　紗季

「鶏肉消化物からの新規ACE阻害活性ペプ
チドの分離」

共同発表/ 寺嶋 正明、馬場　貴子、池本
成美、片山　翠、森元　智子、松村 紗季

「食品抗酸化性成分1次スクリーニング法の
高度化」

寺嶋　正明

学術論文

“Comprehensive Evaluation of Antioxidant
Activity for Various Substances with 5-axe
Cobweb Chart”

共著/Masaaki Terashima, Ryoko
Watanabe, Mikako Ueki, Saki Matsumura。
pp.150-155

“Novel Angiotensin-Converting Enzyme
(ACE) Inhibitory Peptides Derived from
Boneless Chicken Leg Meat”

共著/Masaaki Terashima, Takako Baba,
Narumi Ikemoto, Midori Katayama,
Tomoko Morimoto and Saki Matsumura,
pp.7432–7436.

学会発表

研究活動

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

"A special mini-symposium in Kobe
College:

l bl

2010.10.30 アジアの環境問題に関するセミナー（英
語）

「医薬品づくりに役立つバイオテクノロジー」 2010.11.10 高大連携プログラム

「地域に根ざしたESDの推進と教育」 2010.6.15 本学における環境教育の説明（英語）

"Education in  Department of Biosphere
Sciences"

2010.9.3 梨花女子大学の大学院セミナーで講演
（英語）

「卒業論文と社会とのつながり」 2010.5.6 アドバンストコースでの講演

「地域からESDを推進する女性環境リー
ダー」

2010.5.13 大学院のESDプログラムの説明（英語）

担当授業科目（大学）

Current Issues in Japan, English Workshop, バイオサイエンス基礎実習(講義を含む), 食品分子機能科学, 生物反応速度論, 栄養生
化学, 食品機能解析実習(講義を含む), 演習Ⅰ, 演習Ⅱ, 卒業研究

担当授業科目（大学院）

健康科学特別研究ⅡＤクラス, 健康科学演習ⅡＤクラス

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

氏名／所属／職名　　　　　寺嶋　正明　TERASHIMA　Masaaki / 環境・バイオサイエンス学科 / 教授

専門分野

食品分子機能科学

研究課題

食品成分の抗酸化性新評価法の開発, 鶏肉消化物中のACE阻害物質の探索, 動物細胞を用いた抗酸化性の評価法

教育活動

119



単共
の別

年月 場所

国名

フィリピン

韓国

その他社会活動上特記すべき事項

2010.9.1-4 漢陽大学、梨花女子大学と大学院ESDプログラムにおける遠隔英語講義の打ち合わせ、技術指導

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要

2010.8.16-21 フィリピン大学、ミリアム大学との大学院ESDプログラムに関する打ち合わせ

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

2006.8-2011.3 ひょうご科学技術協会・研究助成審査会委員

2003.4-2011.3 日本生物工学会関西支部・支部委員

2009.4-2011.3 日本食品工学会・評議員

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

2003.4-2011.3 化学工学バイオ部会役員

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

HUMAPの助成金 2011.1 HUMAP助成金を利用して華南師範大学（中国）からChen Dongmei
氏を招へいし、共同研究を行った。
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対象者

1年生複数

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

共 2010.6 神戸女学院大学研究所

共 2010.6 International
Organization of Science
and Technology
Education, Slovenia

単 2010.7 World Conference of the
Science and Technlogy
Education (ICASE),
Estonia

共 2010.8 第60回日本理科教育学
会年会，山梨大学

共 2010.9 第34回日本科学教育学
会年会，広島大学

単共
の別

支給額 支給年度

単 364万円 2010
-2012年度

共 65万円 2010年度

氏名／所属／職名　　　　　三宅　志穂　MIYAKE　Shiho / 環境・バイオサイエンス学科 / 准教授

専門分野

環境社会学, 科学教育

研究課題

環境理解を促進する地域コミュニティの形成と発展プロセス, 持続可能な社会構築に向けた科学リテラシー教育の展開

教育活動

担当授業科目（大学）

環境社会学, 国際社会環境論, 外国書講読, 入門ゼミ, 演習Ⅰ, 演習Ⅱ, 卒業研究

担当授業科目（大学院）

人間科学合同演習Ⅰ・Ⅱ

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

学生へのケア 2010.4-2011.3 学生主事（1年生）として学生複数の相談
対応を行った。

研究活動

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

学術論文

「鳴く虫5種に対する日本人と外国人への
「好き」「嫌い」調査：2009年度予備調査結
果」

共著/井内希，木戸彩他香，熊田愛，大山
紗絵子，佐々木晶子，pp.125-132.

学会発表

「理系学部学生を対象にしたSD意識調査-
女子大における授業プログラム開発過程に
おける検討-」

共同発表/竹中真希子

「大学生のSD息しに関する基礎的調査-環
境をテーマにした授業開発事例からの検討
-」

共同発表/竹中真希子

"A View of Management in an Informal
Education Organization for Public
Awareness of Science; A Case Study of the
Field Studies Council in Britain"

共同発表/野上智行

"Examining an Effectie Management of a
Private Sector to Promote Science
Education: From a Case Study of
Development History of the Field Studies
Council in Britain"

その他の研究発表、演奏

その他の著作、訳書等

大学生を対象とするSD実践力としての科学リテラ
シー育成プログラム開発

文部科学省科学研究費補助金若手研究（B)

持続可能な社会のための科学教育を具現化する
教師教育プログラムの開発

日本学術振興会研究補助金基盤研究（A)

研究助成金の受給状況

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

2006.7-2011.6 日本科学教育学会年会企画委員会常任委員

2006.7-2011.6 日本科学教育学会編集委員会編集委員

2007.7-2011.6 日本科学教育学会若手の会幹事
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単共
の別

年月 場所

単 2010.11.2 神戸女学院大学

国名

スロベニア

エストニア

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

兵庫県主催まちの寺子屋市販塾 内容/子どもと環境教育。主催/兵庫県

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

2010.6.26-7.5 タリン大学における科学教育研究者との研究ディスカッション

2010.6.10-19 国立科学博物館における資料収集，科学教育研究者（IOSTE会議参加者）との研究ディスカッション

その他社会活動上特記すべき事項

2010.6-10　兵庫県立人と自然の博物館における市民学習グループとの活動

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要
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対象者

学生

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

共 2011.2 八千代出版

共 2010.
5.21-23

第65回栄養・食糧学会.
アクティ徳島.

共 2010.
6.18-22

European respiratory
society

共 2010.7.3 日本調理科学学会近畿
支部. 大阪

共 2010.7.3 日本調理科学学会近畿
支部. 大阪

単共
の別

支給額 支給年度

共 476万円 2010-2011

単 80万円 2010-2011

単共
の別

年月 場所

単 2010.6.9 大阪環境学習センター

単 2010.7.15 神戸婦人会館

単 2011.1 大阪環境学習センター

研究活動

食品基礎科学特論, 健康科学演習ⅠＥクラス, 健康科学特別研究ⅠＥクラス

氏名／所属／職名　　　　　高岡　素子　TAKAOKA　Motoko / 環境・バイオサイエンス学科 / 准教授

専門分野

食品科学

研究課題

教室内環境がアレルギーと喘息に対する影響, アミノ酸に対する身体の応答性について, 抗不安作用をもつ食品の探索

教育活動

担当授業科目（大学）

担当授業科目（大学院）

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

教科書作成 2011.2 食品学の教科書を出版した

バイオサイエンス基礎実習(講義を含む), キャリアを考える（人生編）, 細胞生物学概論, 食品学, 食品学基礎実習(講義を含む), 入門
ゼミ, 演習Ⅰ, 演習Ⅱ, 卒業研究

かつお節だし摂取が生理的反応に及ぼす
影響

共同発表/岡恵理子・鈴木杏子・高岡素子

 かつお節だしとさば節だしの遊離アミノ酸含
量及び抗酸化性の比較

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

「食べ物と健康、食品学総論」 共著/吉村美紀、菊崎泰枝他。第1,4,6章

共同発表/鈴木杏子、岡恵理子・高岡素子

学術論文

Asthmatic symptoms and pollen and furry
pet allergy among pupils in relation to
dietary factors and the school and home
environments in Japan.

共同発表/Motoko Takaoka, Dan Norback

学会発表

アミノ酸サプリメントによるストレス軽減作用に
関する研究。

共同発表/高岡素子・鮫島美穂・鈴木杏
子・大谷勝

研究助成金の受給状況

その他の研究発表、演奏

その他の著作、訳書等

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

「生物多様性保全のためのシカ肉の食資源化と高
機能化に関する技術開発」

平成22年度兵庫県COE推進事業

「教室内環境および食生活習慣が生徒のアレル
ギー」

神戸女学院大学人間科学部助成金

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

2010.4-2012.3 調理科学会近畿支部・委員

講座名、講演タイトル 概要

公開講座

シニア自然大学 食べたいけど痩せたい、食欲と肥満の関
係

シニア自然大学 丹波鹿を食卓に

婦人大学 鹿肉の食用化/神戸婦人会
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国名

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

2010.4-2011.3 伊丹鹿利用研究会・委員長

その他社会活動上特記すべき事項

2011.3.5 西宮北口商店街まつり、無料配布用鹿肉ハンバーグ作成の準備

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要
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対象者

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

共 2010.9.2-3 第16回日本環境毒性学
会・バイオアッセイ研究会
合同研究発表会

共 2010.9.2-3 第16回日本環境毒性学
会・バイオアッセイ研究会
合同研究発表会

共 2010.
9.22-25

平成22年度日本水産学
会秋季大会

共 2011.
3.27-31

平成22年度日本水産学
会春季大会

単 2010.12.3

単 神戸女学院大学女性学
インスティチュート、pp.2、
2011.3

単共
の別

支給額 支給年度

単 52万円 2010年度

単共
の別

年月 場所

氏名／所属／職名             横田　弘文　YOKOTA　Hirofumi / 環境・バイオサイエンス学科 / 准教授

専門分野

生態毒性学

環境科学特論Ⅰ

研究課題

化学物質の環境生物に対する毒性影響, 野生メダカの保護・育成に関する研究

教育活動

担当授業科目（大学）

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

環境科学基礎実習(講義を含む), 生態毒性学, 環境科学概論, 演習Ⅰ, 演習Ⅱ, 卒業研究

担当授業科目（大学院）

研究活動

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

学術論文

「メダカの繁殖条件に関する基礎検討 -産
卵行動における性比及び水温-」

共同発表/江口さやか。

「屋外池における野生メダカの産卵行動」 共同発表/小林牧人、頼経知尚、鈴木翔
平、清水彩美、早川洋一、江口さやか、山
本義和。

学会発表

「下水処理場の処理過程におけるエストロゲ
ンの挙動」

共同発表/江口さやか。

「野生メダカおよびヒメダカの産卵行動」 共同発表/小林牧人、頼経知尚、鈴木翔
平、清水彩美、早川洋一、江口さやか、山
本義和。

その他の研究発表、演奏

神戸女学院大学研究所総会 「神戸女学院のメダカ」

「魚の性の不思議」

その他の著作、訳書等

メダカ卵母細胞を用いた環境中医薬品のin vitroス
クリーニング法の開発

神戸女学院大学人間科学部教育研究助成

研究助成金の受給状況

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

その他社会活動上特記すべき事項

兵庫県立西宮高等学校特別非常勤講師
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国名

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要
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対象者

鳥取県北栄町住民

鳥取県体育指導員

指導員資格希望者

岸和田市在住高齢者

高校教員

聴覚障害者及び一般

若桜町体育指導員

若桜町体育指導員

若桜町体育指導員

宝塚市体育指導員

兵庫県民

芦屋市体育指導員及び
教員

宝塚市体育指導員

北播地区体育教員

中学生

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

単共
の別

支給額 支給年度

アドバイス　ミニトランポリンの全国ネットワー
ク協議会の立ち上げ

（第一回を兵庫県で実施）
静岡・奈良・大阪・京都・山口・兵庫の各県
の代表が集まり、全国へ発信していた。

芦屋市体育指導員及び教員講習会 2010年12月19日 芦屋市潮見小学校

運動会作品の提供 鳥取県若桜町　若桜中学校

宝塚市体育指導員講習会 2011年1月3日 宝塚体育館

兵庫県体育協会後援講習会 2010年12月12日 兵庫県立文化体育館

兵庫県北播地区体育教員研修会 2011年3月2日 兵庫県立氷上高等学校

鳥取県若桜町体育指導員講習会 2010年9月17日 若桜町体育館

鳥取県若桜町体育指導員講習会 2010年10月29日 若桜町体育館

宝塚市体育指導員講習会 2010年12月2日 宝塚体育館

鳥取県若桜町体育指導員講習会 2010年11月2日 若桜町体育館

研究課題

トランポ・ロビックスの運動効果及び普及活動

教育活動

担当授業科目（大学）

女性学(理論編), 健康スポーツ科学, 生涯スポーツコース(トランポ・ロビクス)

担当授業科目（大学院）

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

氏名／所属／職名             井上　紀子　INOUE　Noriko / 体育研究室 / 教授

専門分野

体育学

地域活性化事業 2010年4月7日 ミニトランポリンエクササイズ、｢はつらつ運
動教室」

中国・四国体育指導員会表演のための作品
作り

2010年4月11日 鳥取県境港体育館

ミニトランポリン指導者養成 2010年4月11日 鳥取県境港体育館

高齢者体操教室 2010年4月17日 岸和田市体育館

高校教員講習会 2010年8月14日 鳥取県立青谷高等学校

地域活性化事業運動教室 2010年9月15日 鳴尾公民館

学術論文

研究活動

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

その他の著作、訳書等

その他の研究発表、演奏

学会発表

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

研究助成金の受給状況

社会活動

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

2010.4-10 日本ウエルネス学会・理事

学会役員

就任期間 学会役員名
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単共
の別

年月 場所

国名

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

2010.4-2011.3 兵庫県体育協会評議員

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

兵庫県生涯スポーツ連合開会式にて作品発表　　神戸しあわせの村

2010.4-2010.10 日本ウエルネス学会理事

その他社会活動上特記すべき事項

2010.4-2011.3 HATrobics japan会長

2010.4-2011.3 兵庫県トランポロビクス協会会長

2010.4-2011.3 兵庫県生涯スポーツ連合副会長

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要
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